


2019年10～12月カリキュラム（第75号）
─救済史に基づく２年サイクル　第２年─

月　日
教会暦・行事

主　　題 聖 書 箇 所 暗 唱 聖 句

　　単 元 の 目 標

10月６日
ローマに届いた福音 使徒28：1－31 使徒1：8

パウロは世界の中心ローマでも語る。聖霊は働き続け、福音は前進する。

10月13日
福音を恥としない ローマ1：16, 17 ローマ1：16

福音は全ての人間を救うことのできる神の力である。

10月20日
神の公平な裁き ローマ2：1－16 ローマ13：8b

神の公平な裁きを学んで、罪赦されて救われた喜びを思い起こす。

10月27日
宗教改革記念

宗教改革の実り 詩編46編２－４節 詩編46：2

宗教改革記念日を覚え、宗教改革の実りを覚える。

11月３日
信仰による義 ローマ3：21－31 ガラテヤ2：16

主イエスの正しさを信仰により受け取ることが、神の一方的な救い。

11月10日
神を愛する者たち ローマ8：18－39 ダニエル10：19

主は愛する子どもたちを決して欺かれない。主の真実を信じ、日々新たに生きよう。

11月17日
主の晩餐 １コリント11：17－34 １コリント11：26

辛い時こそ、神の前で自分を見つめ直すことが必要。

11月24日
最も偉大な愛 １コリント13：1－13 １コリント13：13

神と隣人を愛する生活こそ、神に従う歩みであることを確認する。

12月１日
アドベント

目を覚ましていなさい マタイ24：36－44 マタイ24：44

いつも神の愛を見つめて生きる。

12月８日
洗礼者ヨハネ マタイ3：1－12 マタイ3：2

キリストによって、悔い改め、神のところに立ち返る信仰生活を歩む。

12月15日
洗礼者ヨハネとイエス マタイ11：2－11 イザヤ61：10

神は私たちに「主にある喜び」を与えてくださる。

12月22日
クリスマス

主の降誕 マタイ1：18－25 マタイ1：22－23

罪人を見捨てることなく、愛して関わりを持ち続ける神の意志を知る。

12月29日
エジプトへ逃れる マタイ2：1－23 マタイ2：2

悲惨な現実の中に御国が到来し、その民として生きる喜びに招かれる。
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まえがき

中高生の「理想の『大人』」
坂　井　孝　宏

　私はこの10年ほど、サマーデイズなどの
キャンプ奉仕に関わり、大会中会規模での
中高生教育に重荷を覚えてきました。中高
生の魂をキリストのもとに導くにはどうす
ればいいのかを考え続け、多角的に学んで
もきました。数年前に、東京基督教大学の
ユースミニストリーの講義に参加した際
に、以下のような興味深いインタビューの
結果を学びましたので、分かち合わせてい
ただきます。

　中高生が求める「理想の『大人』」として、
こんな声が挙がっています。
　・励ましてくれる人
　・中高生の文化に理解を示してくれる人
　・ あたたかい居場所、孤立しない居場所
を提供してくれる人

　・ 中高生に教えようとする態度ではなく、
彼らを知ろう、理解しようとする態度
を感じることができる人

　・謙遜な人
　・命令口調を使わない人
　・顔の表情と言葉の語尾が柔らかい人
　・ ユースの持つ様々な悩みを、動じずに
聞くことができる人（過剰に狼狽する
ような人は NG）

　・話しやすい雰囲気を持つ人
　・ クリスチャンの形にとらわれない人、
こだわらない人、クリスチャンぽくな
い人

　ガラテヤ5：22, 23「霊の結ぶ実は、寛容、
親切、誠実、柔和……」、マタイ20：26「一
番偉くなりたい人は、皆に仕える者になり
なさい」といった御言葉をただちに思い出
すものです。
　今度は逆に、「こんな『大人』はいやだ」

という、彼らの率直な声ですが、こういう
「大人」は、中高生じゃなくともきっと嫌
だと思います。
　・えらそうな人
　・決めつけて話す、意見を押し付ける人
　・頑固で否定的な人
　・自分ばかり話す人
　・正論ばかり言う人
　・ 自分だけ知っているような言い方をす
る人

　このような人のことを、「成長が止まっ
ている人」とも言うのだと思います。中高
生は、常に変化をこわがらず、あなたたち
といっしょに自分も成長していきたいとい
う姿勢で、横並びで一緒に神を見上げ、一
緒に御言葉から学んでくれるような「大人」
を求めているようです。それこそ、まさに
改革派教会の信仰者の姿ではないですか。
御言葉によって絶えず改革され続けると、
口が酸っぱくなるほど繰り返してきたので
すから。
　古来「若者」とは、大人からすれば理解
しがたく苦々しい存在であり続けていま
す。彼らは「過去の私」とは共通点を持つ
が、「今の私」とはまったく異なった価値
体系の下に生きている、異質な存在である
という理解を前提としていきたいと思いま
す。　第一に「自分がもう若者ではなくなっ
た」という、私たち自身の「自己理解」こ
そ問われているのです。
　その上で、その「自分ではない人」と話
すために、言葉も翻訳していきたいし、相
手が生きている文化的・社会的背景を想像
し、彼らが抱えているストレスを理解でき
るように努めたい。それは中高生に限らず、
隣人愛の基本だと思います。
 （勝田台教会牧師）
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巻頭説教

天に富を積む
ルカによる福音書18章18～23節

三　野　孝　一

　このところは、イエスが弟子たちと共に
エルサレムへ向かわれる途中のことです。
「ある議員がイエスに、『善い先生、何をす
れば永遠の命を受け継ぐことができるで
しょうか』と尋ねた」（18）です。イエス
がこの議員の質問に答えられた、イエスの
その言葉に耳を傾けたいと思います。

　この「議員」とは、ユダヤの最高議会＝
サンヘドリンの議員のことで、ユダヤ社会
で確固とした社会的地位と名声を得ていた
人物です。そしてこの人物は「大変な金持
ちでもあった」（23）と記しています。議員
であり、また金持ちであるこの人がエルサ
レムへと向かわれるイエスを「善い先生」
と呼んで、イエスに『何をすれば（つまり、
どんな善いこと＝行いをすれば）、永遠の
命を受け継ぐことができるでしょうか』と、
尋ねた」というのです。
　この議員がイエスに尋ねた「永遠の命」
という言葉は、ヨハネによる福音書でイエ
スが繰り返し用いられた言葉ですが、ルカ
の福音書ではこの言葉はここで初めて出て
来ます。この議員はそれを「受け継ぐ」と
いう表現で、何をすれば受け継ぐことがで
きるのかとイエスに尋ねたのです。

　この後で、イエスのもとを悲しみながら
立ち去ったこの議員の姿を見て、イエスは
弟子たちに「財産のある者が神の国に入る

のは、なんと難しいことか。金持ちが神の
国に入るよりも、らくだが針の穴を通る方
がまだ易しい」（24b～25）と、「永遠の命
を受け継ぐ」ということを「神の国に入る
こと」と言い換えておられます。それで、
この「永遠の命を受け継ぐ」とは、いわゆ
る、「不死の命を得る」ということではなく、
神の国に入れられること、すなわち、人が
生ける時も、また死ぬ時も永遠に生きてお
られる神に結ばれつつ、神の恵みの御支配、
神の御手の中に入れられる、さらに、神が
人生の味方となり、そして、死に関わって
くださるそのような状態で生きる、死ぬと
いうこと、神とその関係の中で「命が永遠
に続く」ということを意味するものです。

　この議員はイエスのことをただ「先生」
ではなく、「善い先生」（デイダスカロス、
アガソス）と呼んでのですから、この議員
は他のユダヤ教の指導者、ファリサイ派と
か律法学者とは異なって、イエスに特別な
尊敬の念を抱いていたということです。

　その議員に対して、イエスは「なぜ、わ
たしを『善い』と言うのか。神おひとりの
ほかに、善い者はだれもいない」（19）と言
われたのです。「神おひとりのほかに、善
い者はだれもいない」、イエスのこの言葉
を文字通りに採ると、「善い」、「善」の源
は神のみであるから、軽々しく「善い先生」
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と呼ぶなと言われたということで、イエス
はこのような不愛想な対応をその議員にさ
れたのです。それはどういうことなのか、
その訳はその議員のイエスに対する姿勢に
問題があるのではなくて、議員のその質問、
その設問自体を問題とされたということで
す。というのは、この議員がイエスに尋ね
た「善いことをすることで、永遠の命を受
け継ぐことができる」とするその発想こそ
がまさにイエスに敵意を抱くユダヤ教の人
たちが伝統的に持って来た誤った発想であ
るからです。

　しかし、イエスは直接そのことを指摘さ
れず、その議員に「姦淫するな、殺すな、
盗むな、偽証するな、父母を敬え、という
掟をあなたは知っているはずだ」（20）と、
言われたのです。イエスのこの言葉は議員
の質問にまともに答えたものではなくて、
いわゆる、皮肉を込めて言われたものと思
うのです。このように思う理由は、イエス
がここで挙げられた戒めを見ると、本来、
最初に挙げられるべきモーセの十戒の前
半、つまり、神に対する戒めが省略されて
いて、ただ「十戒」の後半部分、すなわち、
隣人に対する戒めだけが挙げられているか
らです。さらに後半の部分のその順番は
モーセのそれと違い、最初に挙げられるべ
き「第五戒」、すなわち、「父母を敬え」が
最後になっていますし、第十戒の「隣人の
ものをむさぼってはならない」がそこには
欠けているからです。それで、イエスのこ
の言葉はその議員の質問に正面から答えよ
うとされたものではない、皮肉を込めて言
われたものであると思うのです。

　イエスのその言葉を聞いた議員は、案の
定、「そういうことはみな、子供の時から

守ってきました」（21）と答えました。それ
で、イエスはこの段階になって始めてその
議員の質問に真正面から答えられたので
す。「あなたに欠けているものがまだ一つ
ある。持っている物をすべて売り払い、貧
しい人々に分けてやりなさい。そうすれば、
天に富を積むことになる。それから、わた
しに従って来なさい」（22）。
　イエスのこの言葉を聞かれた方の中に
は、イエスが議員に言われた「あなたに欠
けているものがまだ一つある」というこの
言葉を文字通りに採り、イエスがこの議員
のことで指摘された「欠けている一つのも
の」とは、彼がお金を貯めていて、貧しい
人に施しをしていなかったことである。そ
れで、イエスは議員である彼に「持ってい
る物をすべて売り払い、貧しい人々に分け
てやりなさい」と言われたのだ。それで、
永遠の命を受け継ぐために、神の命じられ
た律法をすべて完全に行うことが必要であ
ると言われたのだ、このように解釈される
のではないかと思うのです。

　けれども、イエスがここでこの議員に言
われたことはそうではないのです。イエス
はここで「あなたに欠けているものがまだ
一つある」と言われたので、行い、行為に
おける一つの欠けを補うことが、その議員
が永遠の命を受け継ぐための条件であるよ
うな印象を受けます。けれども、イエスが
その議員に言われた「一つ欠けているもの」
というのは、行ない、行為における欠けを
指すものではなく、永遠の命を受け継ぐた
めにどうしても欠かすことができないも
の、心をどこに向けて生きるのかという生
き方のそのものに関わる事柄を指すもので
す。もう少し具体的に言うなら、イエスが
言われたこの「欠けているもの」とは、「持っ
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ている物をすべて売り払い、貧しい人々に
分ける」という行為また、行ないそのもの
ではなく、イエスがその次に言われるよう
に「持っている物をすべて売り払い、貧し
い人々に分けてやって」「それから、（原文
はそうして）わたしに従いなさい」──こ
のことなのです。

　永遠の命を受け継ぐために、また神の国
に入れるために必要なこと、それはイエス
に従う、イエスを信じて信頼して従うこと
です。この議員が「イエスに従う」ために
は、彼が「持っている物をすべて売り払い、
貧しい人々に分ける」ということが必要不
可欠であったのです。
　
　イエスはこの後、29，30節で「はっきり
言っておく。神の国のために（これは、「イ
エスに従うために」とも言い換えることが
できます）、家、妻、兄弟、両親、子供を
捨てる者はだれでも、この世ではその何倍
もの報いを受け、後の世では永遠の命を受
ける」と言われました。「永遠の命」を受
け継ぐために、地上で持っている富、名声
に固執して、地上にたくさんの財産を積み
上げて持つというような生き方を捨てる、
そのような生き方を根本から転換させて、
イエスがここで「わたしに従いなさい」と
言われたように、御自身に従うこと、これ
が「欠くことができない」ことなのです。
そして、神がそうする人に永遠の命を、神
の国を受け継ぐことができるようにしてく
ださるのです。

　その一方、イエスは12章32～34節で、イ
エスを信じ従う弟子たちには、次のように
言われました。「小さな群れよ。恐れるな。
あなたがたの父は喜んで神の国をくださ

る。自分の持ち物を売り払って施しなさい。
擦り切れることのない財布を作り、尽きる
ことのない富を天に積みなさい。そこは、
罪人も近寄らず、消しも食い荒らさない。
あなたがたの富のあるところに、あなたが
たの心もあるのだ」。
　「天に富を積む」と日本語に訳されて来
たこの文章を直訳すると、「天に宝を持つ、
所有する、獲得する」です。ですから、こ
の「天に富を積む」とは人間が富を積み上
げるというイメージではなくて、天に富を
持つ、天におられる神からいただけるとい
う富を持つ、それで、天の神からいただく
報い、報酬に目を注ぐということなのです。
　ですから、イエスがここでこの金持ちの
議員に対して「持っている物をすべて売り
払い、貧しい人々に分けてやりなさい」と
言われたのは、天からの富をいただくため
にそうすることが必要なのだということな
のです。
　このように、イエスは永遠の命を得よう
とする、願うならすべての人に文字通りに
「持ち物を売り払い、貧しい人々に施しな
さい」と言われたのではないのです。この
金持ちの議員が、「天に富を持つ」、神から
の恵みをいただくためには財産を捨てて、
「イエスに従う」ことが不可欠であったと
いうことなのです。
　
　「しかし、その人はこれを聞いて非常に
悲しんだ。大変な金持ちだったからである」
（23）と、ここで初めてその議員が持って
いる本当の問題を明らかにします。このこ
とから、この議員が「大変な金持ちだった」
ということが、イエスを信じて、永遠の命
を受け継ぐ、神の国に入るためには大きな
障害であったということを明らかにされる
のです。イエスはその議員にとっては彼が
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持つ財産が彼にとつてイエスに従うために
は本当の障害であることを見抜かれていた
ので、「行って持ち物を売り払い、貧しい
人々に施しなさい。」と言われたのです。

　しかし、この金持ちの議員はいま自分が
持つ地位、経済力を捨てきれずにしっかり
と握りしめていたため「永遠の命を受け継
がせる」イエスを信じることに踏み込めな
かったのです。彼がたくさんの財産を持っ
ていた、それによって安定し、安心だと思っ
ていたそのため、その居心地がよかったた
めにその生活を変える勇気がなかった、抜
け出すことができなかったのです。それで、
彼はイエスが招かれた「永遠の命」を受け
継いで生きる驚くべき世界に、生活に入る
準備ができなかったのです。

　イエスはヨハネによる福音書３章３節で
「人は、新たに生まれなければ、神の国を
見ることはできない」と語られました。こ
の「神の国を見る」というのは、先程触れ
た「永遠の命を受け継ぐ」ということと同
じ意味です。「新たに生まれる」－これは「永
遠の命」へと招かれるイエスの招きに応え
て、イエスに従う生活へとその生き方を転
換する、これは、自分の目をこの地上のこ
と、地上の持ち物からも天に、神に向ける
ことです。

　イエスはこの少し前の18章17節にあるよ
うに「はっきり言っておく。子供のように

神の国を受け入れるのでなければ、決して

そこに入ることはできない」と言われまし
た。イエスはもこのように、神の国に入る
のには子どものように、イエスの前に「身
を低くして」、イエスを「受け取る」人が「神
の国」に入るのだと教えられました。

　それに続いて、イエスはこのところで、
この地上の暮らし向き、この世で得る安心、
安定を得ることに固執しない、その生き方
を捨てて、天の神からの富を持つ、そして、
それで、天の神からいただく報い、報酬を
いただく、「永遠の命」を得る、受け継ぐ
ために「わたしに従いなさい」と言われた、
招かれたのです。

　イエスが地上におられた時は、「イエス
に従う」ということは、文字通り、すべて
を捨ててイエスの後について行くというこ
とでした。いま現在、この「イエスに従う
こと」というのは、イエスを信じて、イエ
スの言葉を信じて、いつも目を向けて生き
るということです。
　この世の富や財産、また地位にしがみつ
いていきるのではなく、イエスが語られる
一つ一つの言葉を心の糧として、心の支え
として生きるということです。イエスがそ
のように生きる人を「天に宝を持つ、所有
する、獲得する」者とする、してくださる
のです。そして、「永遠の命」を与えてく
ださる、受け継ぐのです。わたしたち人間
にとって、「天に富を持つ、所有する、獲
得する」、そして、神がくださる「永遠の命」
を得る以上に価値あるものはないのです。
　わたしたちがイエスを信じて、イエスに
従って生きる、天に、神に思いを馳せつつ
生きる＝「永遠の命」を得て生きるところ
に、わたしたちの地上の生活、人生という
ものすべてがそれまでとはまったく違うも
のになるのです。そして、そこに生きると
き、わたしたちは地上のもの奴隷となるこ
となく、縛られることなく、すべてのもの
から自由にされるのです。それは天から富
を得ることができるからなのです。
 （東京恩寵教会引退牧師） 
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教師会形成のために③

日曜学校教師会のために
相　馬　伸　郎

第七回　子どものための説教と礼拝

　引き続いて、子ども礼拝式における説教
とその重要性についてなおご一緒に考えて
まいりたいと思います。議論と主張が重複
する箇所が多々出てまいりますが、忍耐し
てお付き合いくださいませ。

聖書、聖書朗読、そして説教

 ─語りだされる神─

　私ども日本キリスト改革派教会に生きる
者として、説教について論じるとき、先ず
覚えておきたいことは、ウエストミンス
ター大教理問答の問155です。「神のみたま
が、み言葉の朗読・特にその説教を」して、
「救いに有効な手段」としてくださるとの
信仰が表明されています。
　最初から横道にそれますが、ここで、聖
書朗読の重要性がどれだけ重要であるの
か、現代の私どもの実践において、極めて
深刻な反省を迫るものがあります。日曜学
校の礼拝式では、聖書をまだ購入していな
い地域の子らもいるはずです。子ども礼拝
式にとって、聖書朗読は、決定的に重要な
意味を持つと思います。
　もともと人間のことばは、文字ではなく、
音声でした。私どもの信仰からすれば、「こ
とば」とは、神の御言葉にその根拠があり
ます。神は、その御言葉をもって人間に語
りかけ、応答する者として創造してくださ
いました。人間は神と、ことばをもって交
わることができるようになりました。その
ときも神の御言葉は、文字ではなく、音声
として響いたのです。聖書の言葉は神の御
言葉ですから、もともと語られた言葉なの

です。その意味でも、朗読されることを求
めるのです。
　しかも生ける神は、聖書の時代で語るこ
とをおやめになったわけではありません
（もとより、啓示は完結されています。新
しい聖書の誕生はありません）。つまり、
聖書朗読自ら、さらに説教されることを求
めているのです。むしろ、説教のために聖
書朗読されることを聖書自身が要求してい
るといった方が良いかもしれません。

聖書、説教、そして教会

 ─説教の射程─

　さらに聖書が自ら求め、かつ創り出すの
は、朗読と説教を聴く「神の民」です。彼
らが集まり生きる場所、礼拝共同体です。
神は御自身の御言葉を個人にではなく、御
自身の民に向けてお語りになられます（も
とより、聖書の中には、預言者個人に語ら
れた言葉があります。しかしそれは、常に
民へと語らせるためでした）。
　ここでも、ウエストミンスター大教理問
答問154を確認したいと思います。「救いの
有効な外的な手段」は「キリストが彼の教
会に分かち与えられる」（松谷訳・一麦出
版社）もの、つまり、神の御言葉の説教と
は、「彼の教会」（神の民の祈りの家・礼拝
共同体）を形成するためにあり、なされる
ものなのです。その意味では、聖書を礼拝
のための書物として見ることが重要です
（もとより、個人で、家庭でも読まれるべ
きことは言うまでもありません。しかしそ
の個人も、家庭も、主の日の礼拝式と結ば
れています。個人の礼拝や家庭礼拝もまた、
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主の日の礼拝式と結ばれていることによっ
て真実の生命を持つのです）。礼拝によっ
て教会は生命を得ます。「教会の生命は礼
拝にある」（20周年宣言）からです。また、
主日礼拝式においてこそもっとも鮮やかに
「キリストにおいて神ひとと共に住みたも
う天国の型」としての教会は姿を明らかに
します（20周年宣言）。キリストの体の輪
郭が鮮明になるのです。これらは、日曜学
校の礼拝式においてもまったく変りませ
ん。

説教の本質　神の言葉の説教

　説教の本質を論じるときほとんど必ずと
りあげられる有名な定義に、「神の言葉の
説教は、神の言葉である」（第二スイス信条）
があります。説教とは、神が人間（説教者）
を通して語られる、神の言葉であると信じ
るのです。読者の皆様のなかで、既に説教
奉仕を担ったことのある方は、あの説教が
「神の言葉」なのです！ 改めてそのように
考え直すとき、どのような気持ちになられ
るでしょうか……。「わたしの説教はその
ようなものではありません」──しかし、
あくまでもそう主張し続けるなら、説教を
担うことは許されていません。これが私ど
もの信仰なのです。この説教の定義によっ
て分かることは、逆に言えば、説教を自分
で神の言葉にする必要はないし、その可能
性もまったくないということです。わたし
の説教の言葉を神の言葉としてくださるの
は、神御自身なのです。
　その意味で、「神の言葉の説教」として
の大前提とは、それが、記された神の御言
葉である聖書の解き明かし（釈義）である
ということです。つまり、決して、自分の
信仰的な考え、体験を「お話し」すること
ではありません。あるいは、自分が伝えた
いと思う聖書的メッセージや教理を、与え
られたテキストに押し込むことでもありま
せん。

説教の機能

 ─礼拝を成り立たせることば─

　しかし同時に、単に「聖書の解説」で終
わってもなりません。それだけなら、聖書
の新しい翻訳をしてみせたということでし
かないのです。
　前回学びました「説教作成までの道のり」
を思い出してください。説教者には、第一
に祈祷。第二に聖書をよく読む。第三に本
誌による学び（聖書・カテキズム研究）。
つまり、正しい解釈を求めてする営みです。
最後の第四として説教原稿の作成としまし
た。しかし、ここで弁えていたいことがあ
ります。それは、ただ単に、自分が学びとっ
た事柄を子ども向けに分かるように優しく
説明することだけでは、いまだ良い説教に
なっていないということです。
　実はこの第四の前の段階、あるいは、あ
る方にはそのなかで同時にすることもある
かもしれませんが、通常、「黙想」と呼ば
れる営みが不可欠なのです。これは、「神
学すること」といっても良いかと思います。
ここで、御言葉との対話を深めるのです。
同時に子どもとの対話が求められます。つ
まり、与えられた御言葉が子どもたちに何
を語るのか、意味するのかを問うのです。
言い換えれば、子どもの現実に「届く言葉」
を求める作業をするのです。単に、聖書の
言葉を子どもに上手に説明してみせても、
神の言葉の説教にはなりません。説教の課
題は、説教をして真実に説教たらしめるこ
と、つまり、子どもたちに届く言葉、さら
に言い換えれば、分かる言葉を獲得するこ
とです。
　それなら、分かったとき、何がそこに起
こるのでしょうか。それは、神礼拝です。
キリストとの出会いです。第二スイス信条
で確認したとおり、私どもの語る言葉は神
の言葉ですが、それは、ひとえに子どもた
ちをして、神礼拝を成立させる限りにおい
てのものなのです。
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　神礼拝、つまり、臨在のキリストとの出
会いがそこで起こらなければ、日曜学校の
営み全体に、「生命」が枯渇して行きます。
致命傷となります。礼拝こそ生命なのです。
だから、届く言葉、分かる言葉としての説
教の言葉を獲得することこそ、私どもの常
に真剣な課題となることが分かります。そ
れは、子どもたちにとっての礼拝のリアリ
ティーを豊かに味あわせる道をたずね求め
続けることなのです。

説教の権威

　しかし、このことがいかに困難な営みで
あることか、説教をなさった方は、既に途
方にくれる思いで、知っておられるのでは
ないでしょうか。よい説教とは、おそらく
この現実に打ち砕かれる人から生み出さ
れ、与えられて行くと思います。
　しかし、そこでこそ、改革教会の福音理
解が光となります。私どもは、敬虔主義的
教会のように毎週のように信じる決心を促
すような説教をしません。回心だけを目指
した説教や、分級をしないのです。なぜな
ら、「わたしの羊はわたしの声を聞き分け
る」（ヨハネによる福音書第10章27節）か
らです。つまり、そこで私どもは、自らの
力（操作）で、回心させること、キリスト
者を産み出すことはできないし、してはな
らないのです。予定の信仰に立ってこそ、
より事柄にふさわしい、正しい仕方で説教
に仕えることができるのです。
　ここでもウエストミンスター信仰告白第
７章「人間との神の契約について」の６項
を確認することが大切です。「実体である
キリストが提供された、福音の元では、こ
の契約が実施される規定は、御言葉の説教
と、洗礼および主の晩餐の聖礼典の執行で
ある」（松谷訳）。つまり恵みの契約の本体
であるキリスト御自身の救いの恵みが私ど

ものものとなるのは、第一に御言葉の説教
によることが明らかにされているのです。
神の契約のうちにある選びの民であれば、
必ず、御霊が有効に召命して下さるのです。
横道にそれますが、第14章「救いに導く信
仰」の一項にも注目したいと思います。「信
仰という恵みの賜物は～通常は御言葉の宣
教によって生み出される」。ですから、地
域の子どもたちをなんとしも、礼拝式に招
き入れ、説教を届けたいのです！
　このような信仰の理解のあるところ、既
に説教の「語り口」、説教者の「立ち位置」
も規定されます。つまり、説教者が子ども
たちを単に、生徒としてだけ見るのではな
く、信仰の「幼い仲間」と見ながら、語り
かけるのです。つまり、「君たちは・皆さ
んは」よりむしろ、「（僕たち）私たちは」と、
説教者と聴衆とが一つになって御言葉の前
に共に出ていることを明らかにするので
す。そこで、説教者自身、契約の子はもと
より、地域の子らをも新しいまなざしで見
る目を開いていただくのです。ここに私ど
もの日曜学校の営みの基本線があると信じ
ます（誤解のないように付言すれば、「君
たち！」と、神の権威をもって告げるべき
ときもあるはずです）。ここで改めて、子
どもの礼拝式の中に占める、契約の子の重
要性を思わざるを得ません。
　神は、私どもを御自身の説教者としてお
立てくださり、その拙い説教をお用い下
さって、子どもに届く、聴き取れる、分か
る神の声を語らせてくださいます。これは、
神の約束であり、奇跡です。ですから、あ
なたの説教は必ず実ります。説教の主なる
神、契約を実施なさる神の権威に基づく確
かな約束だからです。今月も、この約束を
信じ、光栄とおののきとをもって、子ども
たちの前に立たせて頂き、神の権威に基づ
き語らせて頂きましょう。
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第八回　主イエスと説教そして分級

　予定では、「牧会する場としての分級」
として語るつもりでしたが、なお、先回の
議論を深めるところからはじめます。

日曜学校の「魅力」とは

　何故、子どもたちは、日曜学校が好きな
のでしょうか。たとえば、私どもの教会に
は、教会が置かれている学区以外の遠くか
らの小学校からも、自転車に乗って、ある
いは歩いて通ってくる地域の子らが少なく
ありません。会堂建築に共なって、それま
で教会堂として使用してまいりましたビル
があった学区からの移転が決定したとき、
日曜学校には、地域の子がほとんどいなく
なり、ゼロからの再出発のようになること
も真剣に考えました。その意味で当初は、
学区外への移転に対して、あまり積極的に
なれない思いすらありました。しかし、あ
れから３年。なおそこから続けて通ってく
る子どもたちがいるのです（ただし可能な
かぎり、車でも送迎しています）。それなら、
私どもは、いわゆる福音派のような、特別
楽しいプログラムをしているのでしょう
か。違います。ごくごく普通の日曜学校で
す。皆様に「このようにすれば、子どもた
ちを集められます」と、取り立てて紹介す
べきものがありません。だから、不思議に
思うのです。何が楽しいのだろうか。どこ
に魅力があるのだろうか。教師たちの魅力
だろうか。それは十分に考えられます。し
かし、結局、ここに行き着きます。子ども
たちをひきつけるのは、福音そのものの魅
力です。主イエス・キリスト御自身の魅力
に他ならないということです。

説教の内容　主イエス・キリストの紹介

　そうなれば、日曜学校の営みの鍵となる
のは、どのようにこの主イエス・キリスト
を正しく、豊かに、紹介できるのかという

一点に収斂させることが可能です。
　しかしもともと改革（派）教会は、聖書
の包括的な教えを重んじる教会です。一つ
の教理を突出させるようないわゆる教派主
義（型）の教会ではありません。それだけ
に、主イエス・キリストに集中するという
あり方に違和感を持たれるおそれもあるか
もしれません。
　ここでも前回と同じ、ウエストミンス
ター信仰告白第７章「人間との神の契約に
ついて」の６項を確認したいと思います。
「実体であるキリストが提供された、福音
の元では、この契約が実施される規定は、
御言葉の説教と、洗礼および主の晩餐の聖
礼典の執行である」（松谷訳）。ここでは、
主キリストこそ、恵みの契約の「実体」で
あること、「福音」そのものであることが
明らかにされています。
　また、たとえば、ローマ・カトリック教
会で、「福音」といえば、それは、「福音書」
を意味していることをも覚えてもよいと思
います。そもそも、新約聖書の最初の部分
に収められたのは、四福音書でした。聖書
が礼拝成立のための根本的な書であれば、
そこで、主イエスを中心に語らざるをえな
いと教会は考えたからです。
「役に立つことは一つ残らず、公衆の面前
でも方々の家でも、あなたがたに伝え、ま
た教えてきました。神に対する悔い改めと、
わたしたちの主イエスに対する信仰とを」
（使徒言行録第20章20，21節）
　博学なパウロが、エフェソの教会の長老
たちに別れの説教を告げて、「役に立つこ
とは一つ残らず」と言ったとき、旧新約聖
書の全体を余すところなく語ったというの
ではなく、「主イエスに対する信仰」でした。
これは、主イエス御自身の説教の中核であ
る「悔改めて、福音を信ぜよ」とまったく
同じです。何より、復活の主御自身が、「聖
書全体にわたり、御自分について書かれて
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いることを説明された」（ルカによる福音
書第24章27節）のです。
　その他いくつも挙げることができるで
しょう。「神の秘められた計画を宣べ伝え
るのに優れた言葉や知恵を用いませんでし
た。なぜなら、わたしはあなたがたの間で、
イエス・キリスト、それも十字架につけら
れたキリスト以外、何も知るまい」（コリ
ントの信徒への手紙一第２章冒頭）。いさ
さか乱暴な議論ですが、要するに、彼の説
教は、主イエス・キリストに集中するもの
であったのです。なぜなら、このお方が、
福音の主人公であられ、この救い主を信じ
ることへと招き、勧め、教会を形成するこ
とが説教者、伝道者パウロの狙いであった
からです（もとより、「信仰に成熟した者
達の間では、知恵を語ります」とも申して
おります）。

子どものためのカリキュラムと主イエス

　先回、子どもに分かる説教を求めるとき、
説教の「語り口」まで規定されるのではな
いかと、いささか、大げさに申しました。
しかし、それ以上に自明となることがあり
ます。それは、教える内容、カリキュラム
もまた規定されるということです。
　改めて問います。私どもが語り、伝える
べき相手は、誰でしょうか。幼稚科から中
高生までの子どもたちです。子どもたちに
とっての魅力が、主イエス御自身であれば、
日曜学校のカリキュラムもまた、このお方、
福音の実体、本体であられるキリストを子
どもたちに紹介し、出会いへと招くことに
全力を注ぐべきことは当然ではないでしょ
うか。もとより、福音書以外は語らないと
いうのでは決してありません。ただし、旧
約聖書でも使徒書でも、この福音の主なる
イエス・キリストを紹介する視点で、読み
解くことが求められているのです。
　ちなみに弊誌は、現在、子どもカテキズ

ムを軸とした２年カリキュラムの二巡目と
なりました。これまで少なくとも、編集方
針としては、教理をできうる限り、福音書に
おいて語ることを目指してまいりました。

分かる（届く）説教と主イエス

　先回、説教は神礼拝を成立させるための
要であり、礼拝式こそ、日曜学校の営みの
生命線であると学んだことを改めて思い出
してください。そうなれば、分かる言葉、
届く言葉を求めてなす説教は、単に教理の
「説明」ではなく、生けるキリストの物語（説
教、出来事）を、「物語る説教」を目指す
ことになります。聖書（テキスト）の固有
の真理を告知しながら、主イエス（神）を
生き生きと紹介する説教（お話）です。そ
うなれば、必然的に、神を賛美する礼拝の
言葉、頌栄的な言葉としても整えられてく
るのです。何よりも、そのときには、主イ
エス御自身が子どもたちの最も深いところ
にまで届き、訪ねてくださいます。
　日曜学校教師は、たとい牧師のように聖
書の広く深い知識、教理の包括的な知識に
おいてなお貧しくとも、子どもに分かる、
魅力ある説教を語れるはずです。今「どな
た」を紹介するために、子どもたちの前に
立っているのかというピントがあっていれ
ば、良いのです。蛇足ですが、牧師は、よ
き模範を見せ、教師を訓練する責任が教会
の主から課せられています。

説教者と主イエス

　そのためには、まず、説教者自身、御言
葉によって、主イエスとの交わり（礼拝）
の喜びを味わい続けていることが求められ
ます。説教者自身の礼拝経験、説教（御言
葉）経験、霊的生活の深まりが求められま
す。もとより、説教準備は、大変な奉仕で
す。重圧があるのはその通りです。しかし、
万一いやいやするようであれば、説教にな
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りません。逆に、説教する（伝える・紹介
する、分かち合う）喜びがあるなら、どれ
ほど拙い言葉であったとしても、そこで既
に神の言葉が働いておられるのです。伝え
る喜びにあふれる説教とは、すでに説教者
自身が聖霊による喜びに巻き込まれている
（生かされている）はずです。聴く子ども
たちにも、同じ聖霊が働いてくださること
を信じ、言葉を整えるのです。
　もとより、それは感情的な語り口を持た
なければということではありません。聖霊
のお働きを人間の感情で操作できるはずは
ありません。しかし、喜びの調べになって
いない説教は、なお、説教未満であるでしょ
う。あわせて繰り返しますが、子どものた
めの（分かる・届く）説教なのですから、
説教の言葉から聴いている子どもたちの姿
が見えてこないようであれば、同じように
説教未満となるでしょう。

分級と主イエス

　私どもは分級で、何をしようとするので
しょうか。しているのでしょうか。それは、
礼拝説教とまったく関係のないことなので
しょうか。一方で「違う」といわなければ
なりません。分級固有の視点があるからで
す。この点は、次回に学びます。しかし他
方で、その本質から言えば、「同じ」です。
説教であれ、分級であれ、教師が伝え、紹
介し、分かち合うべきことは、福音であり、
その主人公、主イエス・キリストに他なら
ないからです。説教と分級ではその仕方に
おいて異なるのです。
　分級では、ひとりひとりの子どもたちと
まさに膝をつきあわせるような仕方で個別

に向き合います。繰り返しますが、届く説
教においても、すでに説教者と子どもたち
とは対話し、向き合っています。その意味
では、日曜学校の営みとは、子どもに向き
合うこと、そして御言葉の恵み、喜びを響
かせることにあります。しかし、分級では、
それを全体にではなく、ひとり一人個別に
なすのです。
　もとより、分級でも複数の子らがいるで
しょう。しかし必ず求められることは、担
任教師は、子どもの名前を呼ぶことです。
そのようにしてその子の現実のなかに、主
イエスを紹介してあげるのです。そこで何
が起こっているのでしょうか。子どもたち
の真の羊飼いなる主イエス御自身が、具体
的な状況のなかに生きている彼らを「訪問」
しておられるのです。私ども教師とは、こ
の御業の「道具」となるのです。その意味
で教師は、子らの牧師（牧会者）そのもの
となっています。私どもはその全存在を
もって、主イエスの魅力、その御力の証人
として用いられることができるし、用いら
れているのです。
　繰り返します。私どもの務めは、生ける
主イエス・キリストを紹介することに尽き
ます。ですから、私どもは与えられた分級
において、「準備した知識をすべて教えな
ければならない」などというプレッシャー
は捨てて良いのです。むしろ、「こなせた」
と言う自己満足こそ、教師の最大の誘惑な
のかもしれません。
　皆様の労苦は、主が見ておられます。主
イエスこそ、子らのために、祈り、語り、
お守り下さっているのです。今月も互いの
ため、子らのために執り成し祈りましょう。
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第九回　分級とは何か

　連載第３回におきまして、「カテキズム
教育」という教育方法論こそは、教会が自
らの福音理解にもとづいて生み出した、教
育の基本形であると申しました。それは、
単に、教理の言葉を覚えさせるという教育
方法を意味しているのではなく、顔と顔と
が向き合う（膝を付き合わせる）関係を要
請し、互いに御言葉を共鳴させる（響き合
わせる）姿となるべきものであると学びま
した。教師とは、子どもたちに先立って、
神に御顔を向けられた人（神の顧み＝牧会
を受けた）であり、教師は、神の「牧会」
を受けた喜びをたずさえて子どもに向かう
ものであると申しました。これこそ、日本
キリスト改革派教会の日曜学校の教育イ
メージ、教会教育の基本形なのだと主張し
ました。ここでは、先回の最後の項ともあ
わせ、改めて言い直すことになります。

キリストの三職と日曜学校教師

　キリストの「三職」とは、預言者職、祭
司職、王職のことです。主イエスは、今も
教会を通し、聖書と説教において語ってお
られ、また、十字架の主は今も、天上で神
の民のために執り成し祈っておられ、また、
王にして勝利者なる主は、今も、神の民を
治め、守り続けていて下さいます（「子ど
もカテキズム」問２５、２６、２７参照）。
日曜学校教師の奉仕とは、意識する、しな
いにかかわらず、この三職に対応してなさ
れているものなのです。つまり、教師は、
一人一人に、①御言葉を届け、②執り成し
祈り、③魂を配慮するのです。教師が、自
覚的に行えればより事柄にふさわしい働き
が担えるはずです。生ける主イエス・キリ
ストは、今、まさに、この三つの御働きを

力強く、子らになしておられます。私ども
は、先立って働いておられるこの主の御業
を認めるところからこそ、その務めを正し
く担えるはずです。自分の能力で、この聖
なる奉仕を担うことはできまません。

分級は知識の伝達が第一？

　分級、それは、通常、年齢別のクラスの
ことです。それなら、何のために行うので
しょうか。私どもは、日曜「学校」と称し
ておりますが、小中学校では、必ず発達年
齢に即した「授業」が行われます。それな
ら、私どもは、それと同じ理解のもとに分
級を行うのでしょうか。ここでも一方で同
じであるということができます。子どもた
ちの発達年齢に即して、つまり、生徒の視
点に立って、福音を語りこむことが求めら
れ、当然、語り口、教える内容（範囲）も
異なります。
　しかし、私どもの営みにおいての分級と
は、「知識の伝達」がもっとも重要な目的
ではないのです。「本誌の基本方針」には、
「分級はオマケ」で構わないとまで記した
ほどです。私どもが目指しているのは、子
どもたちの礼拝共同体の形成であって、ど
こまでも礼拝式が中心となるからです。し
かも私どもの教会理解とは、「神の言葉の
説教と聖礼典（聖餐）が正しく執行される
ところに教会がある」（アウグスブルク信
仰告白他）というものですから、日曜学校
においてはとりわけ、説教が最重要となる
はずなのです。礼拝式におけるキリストの
臨在、生けるキリストとの出会いが子ども
たちに起こることこそ、日曜学校の「魅力」
「生命」となるからだと申し添えました。
①　預言者職
　先回、「子どもたちの真の羊飼いなる主
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イエス御自身が、具体的な状況のなかに生
きている彼らを『訪問』しておられるので
す。私ども教師とは、この御業の『道具』
となるのです。その意味で、教師は、子ら
の牧師（牧会者）そのものとなっています」
と申しました。ここに既に、分級の狙い、
教師の目標が明瞭に語られています。
　主イエス・キリスト（神）は、その説教
を通して、子どもたちの全人格、心と体と
魂にまで深く届いてくださいます。主が訪
れてくださるのです。それなら、説教が届
く（分かる）とは、いかなることでしょう
か。それは、子どもたちの生活のなかに、
主イエスがともにいてくださること、主イ
エスが働いていてくださることを、主のご
訪問を認めさせられることです。そうなる
と、牧会者である教師は分級の場でもなお、
語られた御言葉を目の前にいる子どもたち
に届けようとするはずです。子どもたちの
立場に立って、神の言葉が子どもたちに届
くとはいかなることであるのかを考えるは
ずです。そこでもなお教師にとって、説教
者（預言者）としての視点が働いています。
しかし、分級では、牧会者の視点をこそ明
瞭にして、個人的、具体的に御言葉を届け
ようとの働きを担うのです。

②　祭司職
　説教を正しく聴き取る力は、人間の能力
に基づくのではなく、聖霊の賜物以外のな
にものでもありません。ですから、教師は、
聖霊の働きが子どもたちに豊かになされる
ことを待ち望み、執り成し祈らざるを得ま
せん。それは、子どもたちが御言葉を信じ、
豊かな慰めを受け、喜んで従って生きて欲
しいと祈り願う、祭司として働くのです。
分級の奉仕においては、不可欠の視点です。

祭司の視点に立って働きを担う教師であれ
ば、「日曜学校の目標をもし一言で言い表
すなら、『祈りの生活へと導くこと』（自分
の言葉で祈れるようになる）となります」
（「本誌の基本方針」３より）に賛同してく
ださるのではないでしょうか。そのために
こそ、神の御言葉を届けるのです。御言葉
が、祈り（の言葉）を生み出す（与える）
からです。子どもカテキズム問７６に、「信
じることは祈ること」とあります。それだ
けに、分級では、祭司としての牧会者とし
て、子らの「ため」、また子らの立場に立っ
て「共に」祈ることができたら、すでに分
級は大成功なのです。

③　王職
　この、主の働きに即応することが、分級
の最大の目標、つまり牧会の固有の視点と
なります。主イエスが子どもたちを顧み、
治め、守っていて下さることを信じる教師
は、主の「道具」となって、この御業、つ
まり、「牧会＝魂への配慮」をなすのです。
教師は、子どもたちに主イエスのご訪問を
より深く受けさせるため、何よりも先ず、
子どもたちのことを深く知りたくなるはず
です。彼らを知らずして、彼らの魂を配慮
することはできないからです。ときには、
子どもたちに手紙を書く、あるいは実際に
家庭を訪問する必然性も生じてまいりま
す。彼らと真実に「向き合うため」にです。
このようにして既に、教師は主イエスのお
働きをなぞるように働き、子どもたちのた
めの小さな牧師（牧会者）となっているの
です。
　分級の教師とは、何よりも牧会者です。
上述の①②③の働きを牧会者として重層的
に担っているのが教師なのです。自分がそ
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こで、何をしているのか、それを意識的に
なしえている人は、熟達した教師です。

牧会とは何か　①　真の牧会者イエス
　それなら、改めて問いましょう。「牧会」
とは何でしょうか。御言葉を読みましょう。
先ず、ヨハネによる福音書第10章11節「わ
たしは良い羊飼いである。良い羊飼いは羊
のために命を捨てる」。そして、詩編23編
１節「主は羊飼い、わたしには何も欠ける
ことがない」。さらに、エゼキエル書34章
12節「牧者が、自分の羊がちりぢりになっ
ているときに、その群れを探すように、わ
たしは自分の羊を探す」。なかでも決定的
に大切と思われるのは、マタイによる福音
書９章36節以下です。「イエスは町や村を
残らず回って、会堂で教え、御国の福音を
宣べ伝え、ありとあらゆる病気や患いをい
やされた。また、群衆が飼い主のいない羊
のように弱り果て、打ちひしがれているの
を見て、深く憐れまれた。……収穫のため
に働き手を送ってくださるように、収穫の
主に願いなさい』」。
　ここで、主イエスは、一生懸命、預言者
としての視点で働かれ、また牧会者として
の視点で、魂の配慮ばかりか、肉体の配慮、
癒しをしておられます。「牧会とは何か」
と問うとき、主イエス・キリスト御自身、
神御自身こそ、真の牧会者であられること
を弁えることが大切です。

②　牧会者のまなざしと心
　それなら、真の牧者の目に、人間（子ど
も）たちはどのように映っているのでしょ
うか。ここで主イエスは、「群衆が飼い主
のいない羊のように弱り果て、打ちひしが
れている」と見ておられます。子どもたち

の現実は、今、「弱り果てている」者とし
て主の御目に映っているのです。そして「深
く憐れ」んでおられます。これは、もとも
との言葉の意味は、内臓をぎゅっとつかま
れるかのような激しい痛みを表現するもの
です。
　牧会者なる主イエスは、御自身の目に映
る彼らの悲惨な姿を、私どもにも同じよう
に見なさいと招いておられます。さらに、
ご自身の痛切な御心をも私どもに分かち
合って下さいます。そのようにして私ども
を、主の弟子、主の働きの同労者となるこ
と、つまり子どもたちを牧会することへと
激しく招き、求めておられるのです。
　ヨハネによる福音書21章において、復活
の主イエスは、裏切った罪人のペトロに、
あらためて主への愛を問うてくださいまし
た。そこで、彼に「わたしの羊を飼いなさ
い」と言明されました。主は、私どもにも、
子どもたちを主イエスの羊として「見る」
ようにと招き、そして何よりも「飼う」こ
とへと命じておられるのです。

　途中ですが、既に、紙数が尽きてしまい
ました。次回に譲ります。

　ある人は、子どもたちには、まだ、主イ
エスの救い、牧会など必要ないのではない
かなどと、まったくの見当違い！な発言を
します。あるいは、心のどこかでそのよう
な思いをぬぐいきれない教師はなお、おら
れるかもしれません。弱く、小さく、しか
も罪人に他ならない子どもたちこそ、主イ
エスなしでは、健やかに生きられないので
す。ですから主は、「子供たちをわたしの
ところに来させなさい。妨げてはならない。
神の国はこのような者たちのものである」



教会学校教案誌� No.75

— 18 —

（マルコによる福音書第10章14節）と憤ら
れたのです。
　子どものとき受けた「傷」が、大人になっ
て実る、つまり、自他を大きく傷つける問
題を生じさせてしまうことになることは、

明らか過ぎるほどではないでしょうか。
子どもたちを主のところに導く、私どもの
働きがどれほど尊いものであるのかを思わ
ざるを得ません。共に励みましょう！
 （教会学校教案誌編集長）
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CS 教師の一言

引退CS教師のささやかな経験と提言
中　尾　愼

みつ

　宏
ひろ

　今から約54年前、当時所属していた教会
（改革派京都伝道所・森居康次牧師）で教
会学校を始めることになりました。私が大
学２年（回）生の時だったと思います。森
居先生の息子さんとそのクラスメート（小
学３年生）や近隣の子どもたち７人が集ま
りました。当時の子どもたちの名前と顔は
いまでも覚えています。私自身、洗礼を受
けて間もないころで、なんとも危なっかし
い CS教師のスタートでした。
　それ以来、全部の期間を合わせると約45
年、三つの教会で CS教師の奉仕をさせて
いただき、本年４月７日（日）をもって長
丘教会（福岡）の CS教師を引退いたしま
した。もう74歳になっています。３年前に
は肝内胆管がんの手術も受けました。
　何の変哲もない未熟な教師で、失敗と後
悔の思い出も多いのですが、その時々の
CSの子供たちとともに主の恵みにあずか
る楽しい時間をすごさせていただき感謝で
す。春のピクニック、夏のプール、谷川で
の川遊び、海や森での一泊修養会、そして
もちろん、毎週日曜日の教会学校でのお話
しや工作、お絵かき、学び……。
　ずいぶん昔（45年以上前）、家内と結婚
して間もないころ、教会学校に通うには遠
い地域にいる子どもたちが数人（幼稚園児）
CSに通いたいという希望をもっているこ
とを牧師の岩崎洋司先生（長丘教会）が知
られ、子どもたちの家の近くで文具店の二
階を日曜日の朝１時間だけ借りられるよう

にしてくださって、先生役を私と家内が引
き受けることになりました。ある雨の降る
日、まさかこの雨のなか来ないだろうと
思っていたら、雨靴をはき大きな傘をさし
た三人の子どもたちがよたよたとやってき
ました。その姿を目にしたときは思わず涙
が出そうになりました。
　この度、私の CS教師引退に際して、現
CS生徒と大学生や若い社会人となってい
る元生徒たち12人が連絡を取り合って、懐
かしい写真をいっぱい載せたアルバムをつ
くってくれました。一人ひとりからのメッ
セージも各ページに張り付けられていま
す。わたしにとっては思いもかけない素晴
らしいプレゼントです。子どもたち自身か
らねぎらってもらえるとイエスさまが直接
ねぎらってくださっているような気分にな
ります。
　CS礼拝でのお話し（説教）では「信仰
の継承」とか「子どもたちにこの教理を教
えねば、この教訓を伝えねば」といった視
点からなされることが多いように見受けら
れます。でも、私のささやかな経験から言
いますと聖書に書かれている内容をなるべ
くそのまま、「分かりやすく、簡潔にそし
て楽しく語る」ことが肝要かと思います。
「くどい解説」や「教訓」はなるべく避け
る方が、聖書そのものが子どもたちの心に
語りかけてくれるのではないでしょうか。
　ちょっとした小道具を用いると小さい子
どもたちも退屈せず、嬉しそうに聞いてく
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れるでしょう。私の場合は、四角や丸、雲
の形などに切った色つき画用紙に話の登場
人物や地名、用語を書き、それをセロテー
プで竹串に固定したものを３、４枚用意し、
ポイントポイントでそれを見せていまし
た。大いなるマンネリですが。
　分級ではもちろん生徒のレベルに合わせ
て付き合う必要があります。幼稚科から中
高校生科まで経験しましたが、高校生には
「哲学的」（？）な内容もいれたりしました。
　いずれにしましても「子どもたちに教え
る」という強い姿勢より子どもたちと共に
聖書の話、福音の恵みを楽しむ姿勢が大事
かと思います。
　礼拝の話とは別に、クリスマスや修養会
のイベントではときどき腹話術の人形を
使って話をしたこともあります。この時は、
聖書の話をかなり脚色したり、聖書の教え
を少し入れるだけにしたりしました。腹話
術は昔、四国の三本松伝道所の故松井證先
生から勧められて始めたものです。
　それから、これは言い過ぎかもしれませ
んが、CS教師は職業人としても立場がはっ
きりしていることが望ましいと思います。
子どもたちや保護者に安心感を与えるし、
子どもたちが自身の将来を考える上でも有
益と考えるからです。私の場合、職業は数
学の研究・教育者です。すべてを創造され
た神の恵みを覚えつつ楽しく研究をつづ
け、大学生（院生）相手に約45年間、数学
の教育・指導に携わってきました。これも
主の憐みによることと感謝しています。「宗
教」と聞くと眉をひそめる一般人が多い中
（私自身も余り好きな言葉ではありません
が）、とくに地域の子どもたちのことも視

野にいれるならなおさら、この点は大事か
と思います。
　長丘教会の牧師は岩崎洋司先生の後、岩
崎謙先生、長井正人先生、小中史郎先生と
続きます。長丘教会では今、生徒は少数で
ほぼ会員の子どもたちのみですが、以前、
この地域は新興住宅地で住民も一般的に若
く、地域の子どもたちが20～30人集ってい
たこともあります。そのうち契約の子はご
く少数でした。会員の子どもでない生徒で
後に洗礼を受けた生徒は一人、現在も時々
礼拝に参加している者がひとりです。わず
かに、と言えるかもしれません。今は、昔
の熱心だった子どもたちがどこかで教会に
繋がっていてほしいと祈るばかりです。
　一方、契約の子どもたちが主体だと確実
に信仰が継承されて行くのが実感できま
す。従って、生徒として未信者の子どもを
対象とするか、契約の子どもたちを対象と
するかは、どちらの方がよいとか望ましい
とかいう話ではなく、主が備えて下さる状
況のなかで、誠実に対応してゆく他ないの
でしょう。
　生徒の数が少なくなっている昨今、生徒
の子どもたちに心理的に大きな負担をかけ
ないようにするにはどうしたらよいか。こ
れは差し迫った避けられない課題だと思い
ます。教会学校として、これまでのスタイ
ルを変えねばならないかもしれません。
　忙しい日々の中で CS教師として奉仕す
ることは簡単なことではありません。主の
支えと慰めが必要です。お一人お一人の
CS教師の皆さんの上に主の祝福をお祈り
致します。　 （長丘教会長老）
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　キリスト教教育の課題は、教育という共
通恩恵の土俵の中に、いかにキリストの特
別恩恵の恵みを汲取るかに掛かっていま
す。
　萌保育園の「萌え」という言葉は、「大
地が草の芽を萌え出させ、園が蒔かれた種
を芽生えさせる」というイザヤ書61章の言
葉から採用されています。「芽生え」を大
切にして保育することが、就学前教育の本
質です。萌保育園の教育理念は、同イザヤ
書61章10節に記されている「わたしの魂は、
わたしの神によって喜び踊る。」“my whole 
being shall exult in My God” の聖句に尽き
ています。「わたしの魂」は英訳聖書では
my whole beingと訳されます。「わたしの魂」
は「わたしの全存在」と関わっていると言
えるのです。Wholeは、全部そろった丸
ごとの状態を表現する言葉で、傷がなく、
壊れていない、もとのままの治癒した状態
を意味する言葉です。「魂」の教育は人間
の智・情・意を含む全人教育と同義である
ことに注目しています。わたし個人の全人
的発達は、わたしの存在全体が丸ごと救わ
れることを意味しているのです。exultは
歓喜する、跳び上がる、踊る、勝ち誇ると
いう意味です。この聖句を毎日の礼拝の暗
唱聖句にしています。今日も「わたしの全
存在がわたしの神によって喜び躍る」一日
として、生活することが目標になります。
そのために、朝の礼拝には、園児が声をそ
ろえて、神を賛美する歌を歌い、「天にお

られる、愛する神様」と呼び掛ける祈りを
もって、毎日の食事を戴き、園生活が展開
されます。
　またフレーベルが主張したように、遊び
は神様からの贈物と考えて、自由遊びを積
極的に取り入れています。
　「いのち」は成長するものです。しかし、
その成長の土台である、「いのちの存在」
そのものを畏敬の念をもって受け入れるこ
とが前提となります。「いのち」は天与の
賜物であり、誰一人自分から生み出すこと
はできないからです。ですから「こどもの
成長」を願う者はまず、「こどもの存在」
そのものを受け入れることが求められま
す。
　人間の存在の始まりは、受け身形である
ので、誰かによって「生まれさせられた」
存在であり、「与えられた」人間であるこ
とを素直に喜び、感謝することが基本です。
「与えること」は、「愛すること」であり、「与
えられた人」は、「愛されている人」です。
その自覚をもつことが「基本的信頼感」の
始まりとなります。この基本的信頼は、神
に愛されているという、信仰と同義なので、
一生涯の課題となります。第二の自律性、
第三の自発性も一生涯の大切な発達課題で
す。
　健康な人格（(healthy personality）の発達
は基本的信頼の感覚（a sense of basic trust）
が土台となり、その土台の上に自律性
（autonomy）が発達し、さらに自発性

教育の現場から

萌保育園の理論と実践
吉　岡　良　昌
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（initiative）へと発達します。就学前教育の
発達の課題は、この三段階です。
Ⅰ　 乳児期　I am what I am given,  （わたし
は与えられた人です）　

Ⅱ　 幼児期　I am What I will,（わたしは
意志する人です）

Ⅲ　 遊戯期　I am what I can imagine I will 
be.（わたしは将来を想像できる人で
す）

 
　幼児は人間の原型です。従って幼児教育
は人間教育そのものと言えます。対等な人
間と人間の教育関係が基本です。そして、
教師も人間形成の途上にあることを自覚し
て、こどもから学び、こどもと共に成長す
る恵みに預かることができます。目前の子
どもを相手に、自分自身の「子ども期」の
修正を同時に図ることができるのです。主
イエスは、「子どもは神の国に属する」と
いう意味の事を述べました。「子どもから
学べ」は主からの御命令でもあります。子
どもから学んで、大人が襟を正す事はあり
得ることです。子どもの直観的洞察力と純
粋な主への信頼度は、大人よりも高いから
です。
　キリスト教教育は常にキリストから来る
聖霊の働きを祈り願って為されます。主こ
そが真の教師だからです。カルヴァンの教
育理念の一つは、神の accomodation（適用）
です。教会教育も含めて、教師は神の教育
の代理者なのです。　教師は、いつも聖霊
の働きが現存している、三位一体の主なる
神ご自身の教育の働きの代理者であり協働
者であるのです。
　ここから教育のメソッドも導かれます。
教育のメソッド（方法）は、神が教育の主
体で、教師は代理者ですから、フレーベル

が述べたように、消極教育の方法になりま
す。神から促される子どもの意志が優先し
ます。保育者はその子供の意志の実現に向
けて援助する立場になります。教師の理念
を押し付けたり、強要することはタブーと
なります。まず、保育士は無心になって全
身全霊を込めて子どもを受容することが先
決なのです。その後、子どもの意志が自律
（自立）の始まりとなるように子供の意志
を尊重するのです。そこから子どもの自発
性へと展開するのです。
　今年の保育園の年間テーマは「ことばで
生きる」です。旧約聖書のへブル語「こと
ば」を意味する「ダーバール」は「言葉」・
「でき事」・「誠（まこと）」・「理（ことわり）」
の意味があります。従って、神が語る「こ
とば」は、「でき事」を生起させ、信仰共
同体の「ことわり」として神の戒めとなり、
神の「まこと」として、神の人間への「誠
実な愛」となって現実化しています。神の
御言葉に倣って、私たちの話すことばや園
児への言葉かけなど、注意してゆきたいと
願っています。
　毎月の園内研修では、聖書の学びを含め
た保育理論と実践の課題に取り組もうとし
ています。
　課題はたくさんあります。その一つに、
現保育士は全員クリスチャンではないとい
う事があります。現保育士は園の方針に反
対しないので、神の味方ではあると思いま
すが、本当に祈りを一つにして神の御国の
進展のために労する同労者が現場にはいな
いという事です。
　クリスチャン園長を募集しています。

　萌保育園は銚子栄光教会と湖北台教会を
母体とする社会福祉法人銚子栄光福祉会の
保育所施設です。現在、萌保育園は、クリ
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スチャンの保育士と経験のあるクリスチャ
ン園長を募集中です。社会福祉法人として
社会的責任を果たしつつも、理事会のメン
バ－は改革派教会の牧師・長老や教会員で
構成されています。その点で萌保育園の教
育理念が聖書に基づく保育理念として変わ
ることはありません。しかし、萌保育園は
現在クリスチャンの保育士・園長が不在で
す。保育士の資格を有するクリスチャン園
長が与えられることを切に祈り求めていま
す。遠方から赴任される場合でも、住宅を
提供できます。どうぞ、御心を伺い求めて

ください。主からの呼びかけの声を聴かれ
て、立ち上がってくださる方をお待ちして
います。主がその方の道を備えてくださる
ように。ご連絡を切にお待ちしております。

連絡先：〒288-0861
　　　　千葉県銚子市芦崎町937番地３
　　　　電話　0479（33）3677
　社会福祉法人
　　　銚子栄光福祉会　萌保育園
 理事長　木村庸五
 　施設長　吉岡良昌 
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　私は、1996年４月16日に生まれ、翌年幼
児洗礼を受けました。信仰告白に導かれる
までは、たくさんの人から、「信仰告白は
いいよ！」「なんで信仰告白しないの？」と
言われ、そのたびに私は「信仰告白のタイ
ミングは自分で考えています」と答えまし
た。正直どれぐらいこのやり取りをしたの
か覚えていません。しかし、私は初めから
そう答えていたわけではありません。
　私が幼児洗礼を受け育った教会は、恵ま
れていることに、学生一人が信仰告白をす
ると、芋づるのように次々としていく傾向
にあり、私もその一人でした。子供の頃か
ら、12時近くのおなかが空く頃に大人たち
が飲み食いする「パンと葡萄酒」は、とて
も憧れで、自分から「信仰告白をしたい」
と牧師に言ったのは中学生のときでした。
しかし、親にも相談せず急に言ったため、
学びはしたものの親に止められ、信仰告白
式をせずに約10年の時間が流れました。高
校受験や部活動、浪人、大学進学など多く
の経験をしました。その中で「自分がクリ
スチャンであることを周りに言うことは
“伝道 ”になる」ということを学び、自分
の中で強く残るようになりました。
　それから、ノンクリスチャンの友達にも
教会やキリスト教の話をたくさんし、少し
ずつ自分の中での伝道をし、高校生ではい
ろいろなキャンプへの参加、そして大学に
入ってからは、学生会やスタッフの奉仕を
精力的に行い、また自他中会の教会を訪れ、

自分の教会とは何が違って、どんな試みを
しているのかを見て、またそれを持ち帰り
青年会で話し合いました。その中で、幼児
洗礼を受けているが、信仰告白はまだして
いない年下の子たちに出会う機会が与えら
れ、自分の経験を交えながら多くの話をし
ました。今思えば、その長い期間は私と同
じ悩みをもった子たちを信仰告白へと導く
大事な時間だったのかなと思います。そし
て、なにより私自身が信仰告白について考
える時間を神様がくださったのだと思いま
す。
　もう一つ、が信仰告白するに至った出来
事があります。それは「弟が導かれたこと」
です。
　私には４才下の弟がいます。弟は、部活
動は中高とテニスに打ち込み、日曜日の礼
拝もたびたび試合などで欠席することが多
く、礼拝へ出席できても日ごろの疲れから
か寝てしまっていて、夏のキャンプも小学
生を最後に行っていませんでした。私はそ
んな弟を見て何とかしたいとは思っていた
ものの、何も出来ずにいました。
　そして、彼が高校３年生になったときに、
私は岐阜県恵那市で３泊４日にわたって行
われる全国高校生キャンプ “SummerDays”
に誘いました。卒部して夏休み時間があり、
私がスタッフで行くなら、彼も行ってくれ
るだろうと思い、何より “信仰の友 ”がで
きれば変わってくれるだろうと思ったから
です。初めは弟もあまり乗り気ではなかっ

信仰告白の証

信仰告白までの10年
雨　宮　凜太朗
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たですが、周りの協力もあり、なんとか参
加させることができました。最初はとても
緊張している様子で、帰りたいと言うくら
いでしたが、同年代と疲れるまで遊び、力
一杯ワーシップを歌い、講演を聞き、次第
に弟は変わっていきました。そして3日目
の夜に行われるキャンプファイアーでの証
会で、弟は「僕は今日初めて神様に会いま
した」と言いました。私も神様に会ったそ
の瞬間を鮮明に覚えています。今では、日
曜日の朝の礼拝に出席できなければ、夕拝
に参加し、学生会も精力的に参加、中会を
超えてできた “信仰の友 ”と連絡しあい、
プライベートで会うくらいの仲です。私よ
りも大きな信仰をもった弟と私は、2018年
11月に神様に導かれ、信仰告白をすること
ができました。多分この出来事は死ぬまで
忘れないと思います。
　今では、弟は大学に進学し、私は絶賛就
活生として忙しい信仰の日々を送っていま
す。これからはできれば他の教派の人とも
交流を持ち、改革派の良いところと悪いと

ころを見極め、自分の教会で議論し生かし
ていきたいと思います。今23歳の私ですが、
これからどこに就職し、どんな人と出会い
結婚し、また家庭を築いていくのかは、神
様にしか分かりません。ただこれまでの20
年と同じように楽しく、つらく、信仰に満
ちた人生が待っているのだろうと思いま
す。残り約60年神様に仕え、覚えて信仰の
道を歩んでいきたいと思います。もし、こ
れを読んでいる方が、教会に行けずにいる
人を思い起こされるように、若い人々が道
に迷わないようにお祈りしていただけたら
幸いです。最後になりましたが、私の愛唱
聖句をここ書いて締めたいと思います。

「隣人を自分のように愛しなさい」

 ルカによる福音書10章27節

「受けるよりは与えるほうが幸いである」

 使徒言行録20章35節
 （上福岡教会会員）
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　引退教師の私に、表題のような文章が依
頼されたのは教会規程などからの通常の解
説ではなく、自分自身の自省を込めての課
題の展開にあるのではないかと受け止めて
います。引退して年月がたっていますので
教会の現状から疎くなっています。書籍の
ほとんどを人に譲り、今も「断捨離」をし
ている最中です。参考資料もほとんどなく
学問的な論述をすることは出来ません。ご
く雑駁な記述となり、申し訳なく思ってい
ます。

１．牧師の基本的な務め

　牧師（協力牧師、宣教教師）は、その就
職式において、次の誓約が求められます。
　「一　あなたは、神の恵みによってこの
職務に召されたことを確信し、神への愛と
福音を宣べ伝える熱心によってのみ、この
務めを遂行することを誓約しますか」。
　この私の文章では、「教師職」と言うよ
りも１つの群れの責任を担う「牧師（協力
牧師、宣教教師）」の務めを取り扱います。
「牧師」の第１の、そして最も基本的な務
めは「神への愛と福音を宣べ伝える」説教
者であることです。「福音を宣べ伝える熱
心によってのみ、この務めを遂行する」の
です。牧師就職の誓約二項以降は、第一項
を補い支えるための誓約という構造になっ
ています。
　結婚式後に早々と結婚の誓約が忘れ去ら
れることもあるようですが、同様に牧師就

職後に、この誓約の重さが忘れられている
のではないかと想うことがあります。牧師
は、福音宣教の熱心によってのみ教会を形
成する務めです。福音宣教・伝道の中心に
あるのは礼拝における説教と言っていいで
しょう。極論すれば「あなたは、福音の説
教によってのみ、牧師の務めを遂行します
か」と問われていると言って言い過ぎでは
ありません。「のみ」を「だけ」と誤解さ
れると困りますが、牧師の務めの中心は説
教にあります。牧師とは説教職です。強調
しすぎることはありません。
　教会における福音宣教・伝道の主たる場
は主の日の礼拝です。牧師はこの礼拝で福
音を宣べ伝える伝道者、説教者として召さ
れています。ここで福音を伝えるために召
された。この召しの自覚が生涯を貫くので
す。牧師にはいろいろな働きが求められま
す。手紙を書き、電話をかけ、訪問し、カ
ウンセリングし、役員会の準備をする、さ
らには大・中会の務めを果たす、いろいろ
な奉仕が次から次へと入って来ます。これ
らも牧師の働きであることは勿論です。
　しかし、牧師の務めの基本は「説教者で
あること」です。大・中会の奉仕などを言
い訳にして説教の務めを疎かにしてはなら
ない、手抜きをしてはならないのです。福
音の宣教・説教をもって教会に仕える務め
です。むしろ、他のすべての奉仕は、説教
の延長線上にあると言っていいでしょう。

教会役員養成のために

牧師の務めについて（1）
望　月　　　明
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２．神の言葉としての説教

　説教には、人の言葉としての側面と神の
言葉としての側面があります。説教は聴衆
によって「今、語られる神の言葉」として
聴かれるべきものです。第Ⅱスイス信仰告
白第１項で、「旧新約聖書が、神のまこと
の言葉そのものである」と記した後に、「神
の言葉の説教こそが神の言葉である」と規
定されています。「教会において、正しく
召しを受けた説教者によって告知されると
き、神の言葉そのものが告知され、信仰者
に受け入れられることを信じる」。これが
改革派教会の「説教者と説教」についての
最も基本的な理解、信仰的な表明です。説
教は「今、語られる神の言葉」であり、そ
のように聴かれねばならないのです。
　説教者は、罪赦されたとは言え、なお罪
人です。罪人で、有限で、愚かな者が、ど
うして神の言葉を語り得るのか。考えれば
考えるほど不可能なことではないかと思
う。しかし、神は、天使を用いて神の言葉
を伝えるのではなく、有限な罪人に過ぎな
い人間の奉仕者の言葉を用いて神の言葉を
語らせるのです。人間的に言えば本来、不
可能な業です。しかし、神は説教者をこの
不可能な働き、罪人である者が神の言葉を
語る務めに召しておられるのです。
　ここに畏れとおののきを感じねばなりま
せん。説教者として召しを受けたことは、
聖霊の働きです。「肉の欲によってではな
く、人の欲によってでもなく、神によって
生まれた」という出来事です。ここに祈り
が求められます。聖霊の働きである神の召
しは祈りにおいて受け止められるのです。
処女マリアが「わたしは主のはしためです。
お言葉どおり、この身に成りますように」
（ルカ1：38）と語ったように、説教者も畏

れとおののきをもって、この召しを確信し
ていくことが求められているのです。

３．「福音の言葉」の獲得

　説教は、神の言葉であると同時に人の言
葉、説教者の言葉であることです。「神の
言葉が外的に宣べ伝えられる」ために、神
は人の奉仕を用いられます。ここに説教者
の生涯にわたる修練が求められています。
どれほどの修練を積んでも、これで完了と
いうことはありません。
　引退教師になると遠慮がなくなるので
しょう。私の耳にも多くの信徒や引退教師
から説教についての批判の声が入ってきま
す。代表的な声の１つは「説教が聴くに堪
えない」という声です。最近の「神学校報」
にも、若い先生方の説教が律法主義的に
なっているという警告が記されています。
若手の先生方だけのことではないでしょ
う。説教が「説教」になっていない場合が
あるのではないでしょうか。改革派の牧師
ですから聖書から離れて時事漫談をするわ
けではありません。聖書の話をしてはいる。
ただ聖書についてとりとめなく話してい
る。メリハリがない。中心点が絞られてい
ない。何を語ろうとしているのか分からな
い。
　説教において語られるべき「福音の言葉」
が語られないのでは律法主義的になりま
す。説教は、牧師という資格を持つ人が、
礼拝という場で、何かを語れば説教になる
わけではありません。問題は多くの場合、
福音が分かっていないのではないかと思い
ます。説教者として福音の恵みが体得され
ていないのではないでしょうか。
　19世紀英国に、スポルジョンという説教
者がいました。この人が16歳くらいの少年
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の時でした。ある日、礼拝に行こうとした
ら嵐で途中から大降りになった。そこで近
くの小さな教会に飛び込んだ。礼拝の時刻
になったが正規の牧師が到着していない。
そこで教会の役員でしょう、信徒が立ち上
がって礼拝の司式をし短い説教をした。そ
の説教に少年スポルジョンは引き込まれて
しまった。信徒役員の説教は、キリストを
見上げなさい、の一語に尽きます。受肉さ
れたキリストを見よ、軽蔑されたキリスト
を見よ、十字架につけられたキリストを仰
ぎ見よ、よみがえられたキリストを見なさ
い。使徒信条のキリスト論条項をなぞった
ようなものであったということです。何の
準備も出来ていない信徒役員の説教です。
しかし、この説教にスポルジョン少年は目
が開かれた。彼はここでキリストを見たの
です。
　ある人がスポルジョンの評伝を書いてい
ます。スポルジョンの生涯の説教は「キリ
ストを見よ」の一語に尽きると述べていま
す。準備なき説教を勧めるわけではありま
せん。無資格の信徒説教を勧めるわけでも
ありません。しかし、語られるべき「福音
の言葉」が語られなくては説教ではないの
です。聖書をだらだらと語ることが説教で
はありません。説教以前です。説教は聖書
講義ではありません。聖書テキストから明
確に福音が語られねばならないのです。説
教者は、聖書テキストから福音の言葉…キ
リストにある慰めを読み取り、これを受け
止めて、語られねばならないのです。説教
は聴く者に命を得させる福音の言葉の宣べ
伝えです。

４．相手に分かる言葉で語る

　説教はコミュニケーション、言葉による

福音の出来事の伝達です。勿論、「神の言葉」
の宣べ伝えである説教がすべての聴衆に理
解されるということはありません。このこ
とを十分に理解しつつも、なお説教は人の
言葉による福音の伝達であることをしっか
り受け止めていかねばならないのです。「聖
書を正しく語ったんだから、後は神にお任
せ」などと考えてはならないのです。自分
の語った言葉が、内容が、相手にコミュニ
ケイトしているか、どうか、です。
　引退してから所属教会以外の教会の礼拝
にも出席するようになりました。すると、
この説教者は、自分の語る言葉が、聴衆に
理解されることを求めていないのではない
か、と思うような時もあります。説教は、
聖書概説の話でも、組織神学の講義でもあ
りません。該博な聖書知識を伝達したらい
いのではありません。牧師の説教は神学校
教授の講義ではないのです。説教は、聴衆、
未信者とのコミュニケーションです。説教
者の独りよがりは困ります。
　新約聖書がコイネー・グリーク（通俗ギ
リシャ語）で記されたことを自覚してほし
いのです。新約聖書は当時の世界の多くの
人に読める、最も多くの人に理解できる言
葉で書き記されました。説教も聞き手の多
くの人たちに理解できる言葉、平易な言葉
で、焦点を絞って語らねばならないのです。
語られる言葉の内容の霊的な理解のために
は聖霊の働きが必要です。しかし、説教の
言葉自体は、多くの人に理解されねばコ
ミュニケーションとしての説教は成り立ち
ません。
　説教者の使命は、時代に生きる聴衆に分
かる言葉、通じる言葉を獲得することです。
相手に分かる平易な言葉、聴衆が理解でき
る言葉と論理をもって語らねばならないの
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です。世の人に理解できる言葉を語らせる
ために、神はあえて人間の奉仕者を用いら
れるのです。聞く相手に理解できる、分かっ
てもらうためです。
　神の御子が人となられた「へりくだり」
の意味がここにあります。神ご自身がへり
くだって人となられ、人の言葉を用いてお
語りになられました。そして、人間である
弟子たちを用いて神の言葉を伝えさせられ
るのです。神の御子の「へりくだり」は、

キリスト論の課題であるだけでなく、優れ
て宣教論、説教の課題です。相手に分かる
言葉、聴衆に理解できる言葉とレトリック
を獲得することは容易なことではありませ
ん。どうしたら、この聴衆に「福音を伝え
られるか」。このことに悩み抜くことが牧
師の生涯の課題であり、務めです。このた
めに召されていることを自覚して修練を重
ねてくださるように祈り願っております。
 （中部中会・引退教師）
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旧約聖書が語る歴史

７．王国時代の始まり
大　西　良　嗣

　サムエル記上下、列王記１～11章を取り
上げます。士師の時代から王国の時代に移
るのですが、まず、王を立てることになる
サムエル誕生のエピソードから始まりま
す。長く子どもが与えられなかった母ハン
ナの感謝の祈り ( サム上2：1～10) は、主が
弱い者を強く、低い者を高く、飢えている
者を満たされ、王に力を与えることを賛美
します。この祈りはサムエル記全体に通じ
たテーマを示しており、新約のマリアの賛
歌（ルカ1：46～55）にも受け継がれます。
　人々はサムエルに「ほかの国々のように」
王を立てることを要求します（サム上8：5）。
他の国々の風習に従わずに「聖なる者」と
なるように律法で求められている（レビ
18：3，19：2）ことが忘れられたようです。
これは、主が王としてイスラエルに君臨す
ることの拒否でもあります（サム上8：7）。
　それでも主はサウルを王として立てさせ
ます。サムエルは彼に油を注ぎ（10：1）、
神の霊が彼に激しく降りました（10：10）。
当時、イスラエルを最も苦しめていたペリ
シテ人は鉄器を独占した（13：19）軍事力
の強い国でしたが、イスラエルの民の叫び
を聞いて主が立てられた王であったサウル
（9：16）は、息子のヨナタンの活躍もあっ
て善戦します。ただしアマレク人との戦い
で主に従わず、「主の御言葉を退けた」の
で「王位から退けられる」のです（15：23）。
　代わって油を注がれたのが、羊飼いに過
ぎなかったダビデで、彼にも主の霊が激し

く降ります（16：13）。サウルからは主の霊が
離れ、悪霊が彼を苦しめることになります
（16：14）。主がサウルを離れ、ダビデと共に
おられるようになりました（18：12，14，
28）。サウルはダビデを恐れ、命を狙いますが、
やがて戦死し（31：1～6）、ダビデが全イスラ
エルの王となります（サム下5：1～5）。歴史
の真の支配者はやはり主なのです。
　ダビデは主の契約の箱をエルサレムに移
し、エルサレムを政治的な首都であるだけ
でなく、主への信仰の中心地とします（６
章）。主はダビデの王国を永遠に続かせる
ことを約束されます（７章、ダビデ契約）。
やがてバビロン捕囚によってダビデの王国
は滅ぼされますが、ダビデの血筋に属する
メシア（油注がれた者）によって王国が再
建されることが期待されることになりま
す。主がこの約束に忠実であられたことは、
イエス・キリストによって実証されました。
　次の王として立てられるのがソロモンで
す。ソロモンは王位に就くと、政敵を粛正
する一方で（列王上2：12～46）、主に多大
ないけにえをささげて、知恵を求める敬虔
な姿を見せます（3：1～14）。ソロモンは王
国の全盛期を謳歌し、神殿や宮殿の建築を
進めます（4～8章）。その知恵は国際的に
も知られました（10章）。しかし多くの外
国人女性を妻とし、晩年には彼女たちの
神々に従います。主の警告に耳を傾けず、
ついに息子の代に王国が分裂されると言い
渡されるのです (11：9～13)。
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　今回は、列王記上12章～列王記下前半を
取り上げます。列王記は、イスラエルがゆっ
くりと確実に霊的に病んで行く歴史を語り
ます。その結果、ソロモンの息子レハブア
ムの時代に王国が2つに分裂し（前922）、
さらに北側のイスラエル王国がアッシリア
帝国によって滅ぼされ（前721)、ついには
南のユダ王国もバビロン帝国によって滅ぼ
されます（前587）。
　このようなことが起こったのは、申命記
で警告されていた（申命29：24～27）にも
かかわらず、主との契約を捨て、偶像礼拝
を繰り返したからでした（列王下17：7～
20）。
　レハブアムの手から北のイスラエル10部
族の王を奪ったヤロブアムは、金の子牛を
二体造ってベテルとダンに置き、イスラエ
ルの人々がエルサレムに礼拝に向かわない
ようにします。これは、かつてイスラエル
が荒れ野で犯した過ちの繰り返しであり
（出エジ32）、さらに雄牛で象徴されるカナ
ンの神バアル礼拝に結びつくものでした。
以降、イスラエルの王はヤロブアムの罪を
繰り返すゆえに断罪されます。
　さらにアハブはシドンの王の娘イゼベル
を妻に迎えて、バアル礼拝を推進します。
対外的には安定した時代でしたが、イスラ
エルの歴史上、最も主の怒りを招いた王と
なりました（列王上16：29～33）。
　2つに分かれた主の民の王国、イスラエ
ル王国とユダ王国の王について、交互に記
述がなされて行きますが、そのリズムが中
断されて、主への礼拝が最も脅かされたア

ハブの時代に預言者エリヤが送られたこと
が詳しく語られます。
　聖書の預言者は、未来を予め告げること
もありますが、むしろ主の言葉をその代理
人として伝えることを任務とします。預言
者は単独で行動することもあれば、共同体
を作り、師弟関係を持っている場合もあっ
たようです。
　バアルは豊穣の神とされていました。し
かしエリヤは、干ばつを予告することで主
こそ自然を支配しておられること、やもめ
の息子を生き返らせることで主が生命を支
配されていることを示しました（列王上
17）。バアルの預言者と対決することで主
が私たちの祈りを聞いて行動してくださる
お方であること、再び雨を降らせることで
真の豊穣の神が主であられることを示しま
した（18）。この主とバアルを同時に拝む
ことはできないのです。
　エリヤの跡を継いだエリシャは、多くの
奇跡を行いました。政治的・軍事的な危機
に際して活躍したことも特徴です。イエフ
に油を注ぎ、バアル礼拝を推進したアハブ
の家系を断絶させるに至ります（列王下9）。
　主が預言者を通して告げさせた裁きの言
葉が成就したことが、たびたび記されます
（列王上16：34，列王下9：36, 37など）。ただ
し、裁きの言葉は機械的に実現するのでは
なく、むしろ悔い改めを促すもので、主が
赦し、実行が中断されることもあります。
そして裁きが実行されてもなお、主は憐れ
んでくださるお方です。 

旧約聖書が語る歴史

８．分裂した王国における王と預言者たち



教会学校教案誌� No.75

— 32 —

 　列王記下の後半には、北のイスラエル
王国がアッシリア帝国によって滅ぼされた
後、南のユダ王国で二度の宗教的な改革が
行われたことが記されています。
　一つ目の改革は、ヒゼキヤ王によるもの
です。「聖なる高台を取り除き、石柱を打
ち壊し、アシェラ像を切り倒し」（列王下
18：4）ました。約束の地でなすべきことと
して申命記で命じられていたことです（申
命7：5）。ヒゼキヤはイスラエル王国を滅ぼ
したアッシリアによって攻め込まれるとい
う絶体絶命の危機を経験しますが、主が
アッシリアを退却させることが預言者イザ
ヤから知らされました（列王下18, 19章）。
　二人目の改革者はヨシヤ王です。彼がエ
ルサレムの神殿の修復を命じると、神殿で
律法の書が見つかります。それに記されて
いることが行われて来なかったために災い
がくだされることを恐れ（申命28章）、ユ
ダ王国ばかりでなく、すでに滅ぼされたイ
スラエル王国の領土に至るまで、徹底的に
偶像を破壊しました（列王下22, 23章）。
　しかし、いずれの改革も次代の王が主に
従わなかったので、その成果はすぐに失わ
れてしまいました（列王下21：2，23：32）。
　イスラエル王国が滅ぼされる前にはアモ
スとホセアが、ヒゼキヤの改革の前後には
ミカとイザヤが、ヨシヤの改革の前後には
ゼファニヤが預言者として活動しました。
それ以前の預言者たちが活動したことは列
王記などの歴史記述に記されていますが、
預言者が語った言葉が一つの書物になるの

はこの時代以降です。語られたことが実現
するかを確かめるために記録されたのかも
しれません（参：申命18：22）。
　アモスはユダ王国からイスラエル王国に
遣わされた預言者でした。ホセアはもとも
とイスラエルに立てられた預言者です。二
人はともにイスラエル王国の滅亡を予告し
たのですが（アモス8：1～3，ホセア13：7, 8
など）、それが主にとっていかに辛いこと
であるかをも語り（ホセア1～3章，11：8, 9）、
やがて回復が与えられる日が来ることを告
げています（アモス9：11～15）。
　イスラエル王国の滅亡を目の当たりにし
たミカは、同じことがユダ王国にも起こり
得るのだと警告を発します（ミカ1：5）。エ
ルサレムが廃虚となることを予告しますが
（ミカ3：12）、その回復の約束も告げます（2：
12, 13）。イザヤもミカと同時代の預言者で
す。やはりユダの滅びと捕囚（2～11，28
～32章）、そして回復のことが語られます
が、分量多く豊かに語られています。ゼファ
ニヤはヨシヤ王の時代の預言者で、短い書
物しか残していませんが、やはり滅びの警
告（1：2～18）と回復の約束（3：9～20）が
語られています。預言者はもっと多くの要
素を語っていますが、アッシリア帝国やバ
ビロン帝国が迫る危機的な状況の中で、主
に立ち帰ることこそが最も有効な防衛手段
であることを語り聞かせていることは、今
日的にも重要です。それでも主に従い得な
い民ですが、なお見捨てない主の憐れみが
あります。 （宝塚教会牧師） 

旧約聖書が語る歴史

９．前８～７世紀の改革と預言書



聖書黙想・説教展開例・分級展開例　
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１０月６日 使徒言行録２８章１～３１節 【解説と黙想】

ローマに届いた福音

　パウロたちの船は難破し、小さな島国マ
ルタ島にたどりつく。島の人たちは、いろ
いろな形でパウロたちに敬意を表し、必要
なものを与えた。パウロたちはこの島で３
か月を過ごし、冬を越した。
　いよいよマルタ島を出発。乗せてもらっ
たアレクサンドリアの船の船印となってい
た「ディオスクロイ」はギリシア神話に出
てくる双子の兄弟のこと。まずはシチリア
島シラクサへ渡り、本島のレギオン、プテ
オリへと海路で。プテオリで７日間滞在。
そこからは陸路でローマへ（聖書巻末地図
参照）。
　プテオリで「兄弟たち」を見つけた、と
あるが、これはユダヤ人のこと。そして、
ローマの「兄弟たち」にもパウロのうわさ
が伝わり、手前の町々まで迎えに出て来た。
ローマ宣教の足がかりは、まずは、ローマ
にいるユダヤ人たちだった。
　パウロはローマに入ると、「おもだった
ユダヤ人たち」を招き、ローマ皇帝への上
訴にいたる経緯を話す。パウロはおそらく
今までの経緯から、ローマのユダヤ人たち
にも、「パウロは律法を冒瀆する者だ」と
いううわさが回ってきているのではないか
と恐れていたに違いない。しかし、ここの
ユダヤ人たちは、小アジアでパウロに猛反
対し、殺そうとするほどに敵対していたユ
ダヤ人たちとは違い、ローマの手前の町ま
で迎えに出てきてくれたし、「あなたの考
えておられることを、直接お聞きしたい」
（22）と耳を傾けてくれた。パウロは心底
ほっとしたに違いない。ローマでは「全く

自由に何の妨げもなく」（31）教え続けら
れた、という記述は、パウロのそういう心
境を表している。
　「ユダヤ人たちは日を決めて、大勢でパ
ウロの宿舎にやって来た」（23）パウロが「朝
から晩まで説明を続けた」のは、神の国に
ついての力強い証し（悔い改め、立ち帰る
べき時が来たということ）であり、また、
モーセの律法や預言者の書を引用して、イ
エスが来るべきメシアであり、神はそのイ
エスを死者の中から復活させられた、とい
うことを説得することだった。そして説明
を聞いてみると、パウロの言うことを受け
入れる人もいたが、やはり他の地域での反
応と同じように、パウロの言うことを信じ
ようとせず、どんなに説明しても説得され
ない人たちはいたのであった。
　蛇足かもしれないが、誤解のないように
記しておくと、パウロはローマに来て、漠
然とローマ人（異邦人）に宣教したのでは
ないということに注意していただきたい。
まずは旧約聖書の言葉を知っているユダヤ
人たち（改宗者も含む）に、その成就とし
てのイエス・キリストを宣べ伝えた。まず、
ローマにいるユダヤ人・および「神をあが
める人たち」と呼ばれている人（異邦人か
らの改宗者・聖書の言葉で生きる決心をし
た人）への宣教だったということ。「神の
救いは異邦人に向けられた」（28）のであ
るが、今もなお、旧約聖書を離れてのイエ
ス・キリストの宣教はあり得ないというこ
とを忘れないでいたい。 （赤石めぐみ）

《参照聖句》 イザヤ書６章、マタイによる福音書１３章１０～１７節
《教理問答》 子どもと親のカテキズム　問３４，３５
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１０月６日 使徒言行録２８章１～３１節 【説教展開例】

ローマに届いた福音
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　パウロは世界の中心ローマでも語る。聖霊は働き続け、福音は前進する。

「説教題」

　冬を越すのにより適していると思われる
フェニクス港（同じ島の別の場所）へ移動
するつもりが、暴風にさいなまれ、パウロ
たちは二週間も海上を漂流することになっ
てしまいました。長い間食事もとれず、荒
れ狂う風や波とたたかって276人もの船員
は皆くたびれ果てていました。やっと陸地
が見えましたが、船はうまく陸地までたど
り着けず、手前でぶつかって壊れてしまい
ました。くたびれ果てている上に、泳いで
上陸しなければならなくなり、皆ほんとう
にぐったりと疲れてしまったことと思いま
す。
　でもそうやって、とにかくいのちは助
かって無事に上陸できました。そこは島で、
マルタと呼ばれていました。船は難破して
しまいましたが、とんでもない方向に漂っ
たのではなく、パウロの目的地ローマまで、
ぐんと近くまで運ばれたのでした。これは
神さまのお計らいだったかもしれません。
マルタ島に漂着した人は300人近くもいた
のに、島の人たちは一同をもてなして、大
変親切にしてくれたそうです。パウロが神
さまの力によって守られていることは、こ
の島でも示されました。マムシにかまれて
も大丈夫だったり、島の長官の父親をいや
したりしました。
　三か月後、パウロたちはまたローマに向
かう旅に出発しました。いくつかの港に泊
まりましたが、プテオリというところでは、
聖書を信じて生きている仲間たちがいて、
「どうぞもっと泊まっていってください」

とお願いされて、七日も滞在したそうです。
きっとパウロが話してくれる聖書のお話が
とても興味深かったのでしょう。パウロの
方も聖書のことなら朝から晩までいくら
だって話せるくらいでした。
　今までは船旅でしたが、そんなふうにパ
ウロはプテオリに長く滞在したので、他の
人たちはもう船で出発してしまい、船に乗
れなかったパウロたちはローマまで陸路で
行くことになりました。するとローマから
パウロのうわさを聞いたユダヤ人たちが、
手前の町まで迎えに来てくれました。「パ
ウロは彼らを見て、神に感謝し、勇気づけ
られた」と記されています。今まで、パウ
ロは、新しい町に行くと同胞のユダヤ人に
会うのですけれども、そのユダヤ人たちに
聖書とイエスさまの話をすると、あの町で
もこの町でもひどい反対にあい、そのため
に訴えられてローマまで来ることになった
わけなので、ずいぶん気落ちすることが多
かったのですが、ローマでは自分を迎え入
れてくれそうだ、ということがわかって、
本当に励まされ、勇気づけられたのでしょ
う。
　ローマに着いて、パウロは見張りがつけ
られましたが、自分だけで住むことが許さ
れました。三日後、パウロはローマに住む
「おもだったユダヤ人」（長老や会堂長）を
招きました。そしてまず、自分がどうして
ローマに来ることになったのかを話しまし
た。それは同胞のユダヤ人たちに、「お前
は律法を冒瀆している」と訴えられたから
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だ、そこで、自分は皇帝に上訴したのだが、
同胞に仕返しすることが目的なのではな
い、自分が今メシアだと信じているイエス・
キリストのことをここでも伝えたいからな
のだ、と話しました。
　ローマにいるユダヤ人たちの耳には、エ
ルサレムや小アジアでしつこく言われてい
たパウロの悪いうわさは届いていませんで
した。しかし、パウロが教えている内容に
ついては、「至るところで反対がある」と
いうふうに聞いていました。だから、ロー
マにいるユダヤ人たちは、パウロから直接、
話を聞いてみたいと思っていたのです。
　パウロの聖書とイエスさまについての話
はいつもとても長い（朝から晩まで話せる
ほどだった）ので、ユダヤ人たちは日を決
めて、そしてその日には大勢、パウロのと
ころに来ました。神の国は来た、悔い改め、
立ち帰るべき時が来た、ということ、旧約
聖書の全体から、イエスさまこそが来たる
べきメシア（救い主）であること、イエス
さまが律法の要求どおりに罪の償いを成し
遂げてくださったこと、それによって私た
ちに赦しが与えられたこと、神さまはその
イエスさまを死者の中から復活させて、イ
エスさまは今も生きておられること、初め
は教会を迫害していた自分に、そのイエス
さまが光となって現われて、自分の生き方
が大きく変えられたこと、すべては聖書に
書いてあるとおりだったこと、父なる神さ
まのご計画は壮大なものであったこと、そ
の恵みをいただいて今自分は生かされてい
ること……。
　パウロは一生懸命説明しました。「自分
たちも聖書を読んで生きてきたが、パウロ
の言うとおり、イエスがメシアに違いない。

イエスがメシアだと信じて聖書を読めば、
すべてつじつまが合う」と納得した人もい
れば、「いや、安息日を守らないイエスな
どという男がメシアであるはずはない。律
法を守ることこそ大切だ」などと言ってパ
ウロに反対し、イエスさまをメシアだと信
じない人もいました。イエスさまの血に
よって贖いは成し遂げられた、ということ
もなかなか信じられないことだったようで
す。信じない人はどんなに説得してもダメ
で、互いに意見が一致しませんでした。
　パウロの言うことを信じられなくて立ち
去るユダヤ人たちに、イザヤ書の言葉を投
げかけて、「この神の救いは異邦人に向け
られました。彼らこそ、これに聞き従うの
です」と、言いました。パウロはその後二
年間、自費で借りた家で、訪ねてくる人皆
に聖書の言葉を教え、イエスさまのこと、
自分の回心のこと、このイエスさまのため
に生きているのだということを証ししまし
た。はじめパウロはユダヤ人たちに語りま
したが、聖書を信じて生きている異邦人た
ちにも、また、聖書と関係なく生きてきた
異邦人たちにも、パウロは福音をどんどん
伝えていきました。
　さて、パウロは皇帝に上訴するために
ローマに来たはずなのですが、その後どう
なったのかは聖書に書いてありません。伝
承によればパウロは67年頃、当時の皇帝ネ
ロの命令で処刑され、天に召されました。
パウロがローマに来たのが58年頃と言われ
ていますので、約10年、パウロはローマで
福音を語り続けたものと思われます。聖書
が見つめているのは、イエス・キリストの
福音が広がっていくことのほうだったので
す。 （赤石めぐみ）

《今週の暗唱聖句》
あなたがたの上に聖霊が降ると、あなたがたは力を受ける。そして、エルサレムばかり
でなく、ユダヤとサマリアの全土で、また、地の果てに至るまで、わたしの証人となる。
 （使徒言行録１章８節）



No.75� 教会学校教案誌

— 37 —

１０月６日 使徒言行録２８章１～３１節 【幼稚科】

ローマに届いた福音、約束通りに

〈展開例〉

　パウロは、ローマでもイエスさまの話を
したいと思い、船に乗って出かけました。
嵐にあい、船は壊れてしまいましたが、な
んと、ローマの近くの島に流れ着きました。
島の人たちは親切で、パウロはマムシに噛
まれたけれど大丈夫でした。こんな風に、
神さまがいろいろと守って下さったので
す。
　パウロがまたローマに向って出発する
と、今度はローマからパウロを迎えに来て
くれた人たちがいました。本当に嬉しいこ

とでした。
　パウロはユダヤ人にも、異邦人（ユダヤ
人ではない人）にも、救い主イエスさまの
話をどんどんしました。

　「あなたがたの上に聖霊が降ると、あな
たがたは力を受ける。そして、エルサレム
ばかりでなく、ユダヤとサマリアの全土で、
また、地の果てに至るまで、わたしの証人
となる」（使徒１：８）という約束を、神さ
まがいつも共にいて、果たして下さったの
です。

〈手紙を送ろうⅠ〉「世界で働く先生方を励まそう」
　　材料： 封筒、紙、色鉛筆など。
　　準備： 封筒に入る大きさの紙を、人数分、用意する。

　　「私たちは小さいので、パウロのように船に乗って、外国の人たちにイエスさまを伝
えることは、まだできません。でも外国で働いている先生方に手紙を書いて、応援する
ことができます。
　　ローマから迎えに来てくれた人たちを見て、パウロが大喜びしたように、私たちの手
紙を見たら、先生方はきっと大喜びをするでしょう。」

　　紙を配り、絵やメッセージを自由に書かせ、封筒に入れて送る。返信用のハガキを同
封しても楽しい。

　（敬称略、50音順）
　　小野田牧恵：カンボジア教育宣教
　　片岡　　継：ワシントン日本人キリスト教会
　　川島　利子：ガンビア 技術 ･識字教育、医療伝道
　　酒井　啓介：アメリカ  神学生
　　長井　正人：ウエストミンスター日本人教会
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１０月６日 使徒言行録２８章１～３１節 【小学科上級・中学科】

ローマに届いた福音

１．使徒言行録28：１～10を読みましょう。

①マルタ島の住民は、どのようにパウロたちを迎えましたか？

②パウロがまむしの害を受けなかったのはなぜですか？

③パウロが病人を癒したことで、島の住民の考えは、どう変わりました？

２．使徒言行録28：11～31を読みましょう。

①寄港した場所を地図で確認してみましょう。そこに何日間滞在しましたか？

②ローマに着いた時、兄弟たちに出迎えられて、パウロはどんな気持ちでしたか？

③パウロと会ったユダヤ人たちは、パウロの話を受け入れましたか？

④迫害されても、福音が伝え続けられたのはなぜですか？
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１０月１３日　ローマの信徒への手紙１章１６～１７節 【解説と黙想】

福音を恥としない

　ローマの信徒への手紙は、キリスト教教
理の総体であり、１章16、17節は全体の主
題と言える。ルターは、この書を通して、
神から与えられる「神の義」を発見し、宗
教改革が起こった。
　福音を恥としないとは、イエス・キリス
トを恥としないということでもある（マル
コ8：38）。嘲りや嘲笑にも拘わらず、福音
は全ての人に、救いをもたらす「神の力」
であると確信していたからである。
　福音とは、イエス・キリストが私たちの
罪の身代わりに、十字架で死なれたことに
より、私たちの罪が赦されたという良き知
らせである。主の代償的贖罪によって、永
遠の命の祝福へ受け入れられる。この福音
は、「神の力」であり、人間を救うことが
出来る（Ⅰコリ1：18）。
　力は、ダイナマイトの語源になった言葉。
「力」とは、それ自身で何かを成し、結果
を造り出すもの。「神の力」すなわち、神
御自身の「力」を働かせて、救って下さる
という意味。神の御子イエス・キリストの
内に、一切の恩恵、力、方法が備えられて
おり、御子の内に神性が満ち溢れており（コ
ロ2：9）、御子が神の知恵、義、聖（Ⅰコ
リ1：30）であられるので、御子という完
全な身代わりの犠牲（十字架）と仲介によっ
て、私たちの罪が赦される。更には、主は
私たちを御自分の栄光ある体と同じ形に変
えて下さる（栄化）のである（フィリピ3：
21）。
　救いとは、罪の支配から、神の祝福に入
れられることである。①罪人である私たち
は、無罪と宣言され、②全ての罪が赦され、
③神から新しい霊的な命が与えられ（新

生）、④義人とされ（義認）、⑤キリストの
律法の完全な成就によって、律法の呪いと
支配から解放され、⑥神の子として受け入
れられ（養子）、⑦罪の力から解放され（聖
化）、⑧神の永遠の審判を免れ、永遠の命
に預かり、⑨滅びから神の国に入れられ、
⑩栄化され、⑪永遠に神と共に生きること
である。神との関係で言うと、①神と和解
し（コロ1：20）、②神との平和を得（ロマ
5：1）、③子とする霊を受け、神を「お父
さん」と呼ぶことが出来（ロマ8：15）、④
子として全てのものの所有者となり（Ⅰコ
リ3：21）、神の国の相続者とされることで
ある（ロマ8：17）。私たちはこれらを全て、
イエス・キリストの故に、神から、恵みと
して頂くのである。
　神の義とは、正しい審判者としての「神
の義」ではない。神が御子において、私た
ちに与えて下さる「義」を指す。すなわち、
私たちを断罪する義ではなく、御子が代わ
りに断罪されることで、完全に罪を償い、
赦しと祝福を与えて下さるという「神の義」
である。
　このような驚くべき「神の義」が、福音
には啓示されている。そして、この福音に
依り頼む信仰は、最初から最後まで、信仰

のみによって実現するのである。自分の力
に頼らず、神に依り頼むあり方、神が与え
て下さるものをそのまま頂く素直さが、信
仰である。
　「正しい者は信仰によって生きる」は、
ハバクク２章４節からの引用で、旧約の信
仰も新約の信仰も本質的に同じものである
ことを示している。 （袴田清子）

《参照聖句》  ローマの信徒への手紙３：２１～２４、５：１、８：１５、１７。
《教理問答》  ウェストミンスター少教理問答：問３３～３８、ハイデルベルク信仰問答：問５６

～６１、子どもと親のカテキズム：３６問、ジュネーブ信仰問答：１１９問
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１０月１３日　ローマの信徒への手紙１章１６～１７節 【説教展開例】

福音を恥としない
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　福音はしるしでも、知恵でもないが、全ての人間を救うことのできる神の力である。福音の中
に神の義が啓示されていることを確認し、救い主、イエス・キリストへの信仰に立つように導く。

「憐れみと恵みに満ちた神の義」

　パウロは、イエスさまが真の救い主であ
ると知り、固い確信をもっていました。そ
して、世界中のあちこちで、イエスさまに
ついて説明し、人々をイエスさまへの信仰
に導こうとしていました。アテネという学
問・芸術・文化の大都市にも行きました。
また、コリントという商業と文化の町にも
行って、イエスさまのことを伝えました。
そして、世界の中心地であるローマにも行
こうとしていました。パウロは、イエスさ
まが十字架にお掛かりになり、死んで、よ
みがえられ、この御方が神からの救い主だ、
という話を、何度も丁寧に説明しました。
しかし、聞いた多くの人たちは、パウロの
話を、信じようとせず、むしろ馬鹿にした
のです。
　パウロも、本当にがっかりすることが
あったようです。しかし、パウロは、はっ
きりと語っています、「わたしは福音を恥
としない」。私たちもお友だちに、「イエス
さまを信じて、教会に行っている」と言っ
て、馬鹿にされたことがあるかも知れませ
んね。しかし、パウロは、決して福音を恥
としませんでした。それは、「福音は、ユ
ダヤ人をはじめ、ギリシャ人にも、信じる
者すべてに救いをもたらす神の力だ」と、
はっきりと知り、確信していたからです。

　福音とはどういうことを指しているので
しょうか。福音とは、神の御子であられる
イエスさまが、私たちの罪の代わりに十字

架に掛けられ、死んで下さり、よみがえら
れたことを指します。そして、イエスさま
によって、私たちの全ての罪が赦され、永
遠の命の祝福に受け入れて頂けるように
なったということを福音と言います。イエ
スさまがご自分を奉げて成し遂げて下さっ
た、こんな素晴らしい、驚くべき救いを、
パウロは恥じませんでした。福音は、神の
御子イエスさまが天から降り、ご自分に
よって切り開いて下さった救いの道なので
す。「ユダヤ人をはじめ、ギリシャ人にも、
信じるすべての人に救いをもたらす、神の
力だからです」と書かれています。つまり、
福音は、国や民族を超えて、どの国の人で
も救うことが出来るということです。

　それでは、救いとはいったいどういうこ
とを指しているのでしょうか。救いとは、
罪の支配から解放され、神さまの支配に入
れられることを指します。イエスさまに
よって、罪人の私たちが「あなたには罪は
ありません」と言われ、全ての罪が赦され
ることです。イエスさまを信じると、神さ
まからの新しい霊的な命が与えられます。
そして、心が罪の力から解放され、神さま
を愛する者に変えられます。神さまの目に、
イエスさまを通して「正しい人」と認めら
れます。イエスさまが、律法を完全に成し
遂げて下さったので、私たちは、律法の呪
いと支配から解放された者となります。永
遠の滅びから救われ、永遠の神の国に入れ
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られます。イエスさまの栄光の体と同じよ
うに変えられ、イエスさまと共に永遠に神
さまの御国で生きるようにされる、これが
救いです。

　なぜ、イエスさまには、私たちを救うこ
とが出来るのでしょうか。イエスさまは、
神さまで、神さまの一切の恵みと力、完全
な神さまの御性質と知恵と義と聖が備わっ
ているからです。それだけではなく、私た
ちを救おうとされた、父なる神さまの御心
に完全に従い通し、私たちの全ての罪を背
負って、罪のための呪いと罰を受け、死な
れましたが、その完全な服従の故に、父な
る神さまからよみがえらせられ、更に高く
上げられたからです。だから、たった一度
の十字架の死と、そこからの復活によって、
私たちの罪を完全に償って余りあるよう
な、救いの力があるのです。これが神さま
の力です。

　イエスさまの十字架の御業によって、私
たちは、神さまから完全な罪の赦しを頂き、
神さまと仲直りでき、神さまとの間に平和
があり、神さまのことを「天のお父さま」
と呼んで、何でもお願いできる、神さまの
子どもにされました。神さまの子どもです
ので、イエスさまと共に全てのものの所有
者、そして永遠の神の国を引き継ぐ相続者
とされているのです。これらをすべて、イ
エスさまを通して、私たちは神さまから、
恵みとして頂くのです。このように、「福
音は信じる者すべてに救いをもたらす神の
力なのです」。

　「福音には、神の義が啓示されている」
とも記されています。ここでの「神の義」は、
正しく裁くお方という意味の、聖なる御性
質のことを言っているのではありません。

イエスさまが身代わりに裁かれて下さり、
罪を償うという方法で、私たちにプレゼン
トされている「神の義」のことを言ってい
ます。神さまから私たちに与えられる憐れ
みと恵みに満ちた「神の義」のことです。

　私たちは、神さまに感謝し、賛美し、そ
の恵み深さと憐れみに、心から依り頼むこ
とが大切です。神さまとの関係は、最初か
ら最後まで、神さまへの信仰によって実現
します。信仰とは、自分の力に頼らず、神
さまに依り頼むことです。神さまが「あげ
ましょう」と言われるなら、「はいそうで
すか、有難うございます」と言って、その
まま頂く素直さが、信仰です。神さまはそ
のような信仰を、私たちに求めておられま
す。このように、永遠まで続く、神さまと
の歩みは、信仰に始まり、最後まで神さま
への信仰によって実現するのです。

　救いは全て、神さまの力によることです。
私たちは、この救いに関して、全てを神さ
まに負っています。神さまが、私たちを愛
して、御自身の御子であるイエスさまを十
字架に掛けるという方法で、私たちを救っ
て下さったことによります。救いは全て、
神さまがご計画され、神さまが実行され、
成し遂げて下さったことだからです。イエ
スさまの内に、神さまの恵み、神さまの力、
そして救いを成し遂げる方法、全てが備
わっているのです。全ては三位一体の神さ
まのおかげなのです。

　このように、福音は、神さまからの素晴
らしい知らせなのです。イエスさまの福音
は、信じるすべての者に救いをもたらす、
神の力です。主イエスさまをほめたたえ、
神さまへの信仰に生きましょう。
 （袴田清子）

《今週の暗唱聖句》
わたしは福音を恥としない。福音は、ユダヤ人をはじめ、ギリシャ人にも、信じる者す
べてに救いをもたらす神の力だからです。 （ローマの信徒への手紙１章１６節）
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１０月１３日　ローマの信徒への手紙１章１６～１７節 【幼稚科】

イエスさまは、すばらしい！

〈展開例〉

　パウロは、世界のあちこちで、イエスさ
まの話をしました。
　「イエスさまが十字架で罰を受けて死ん
だのは、私たちの罪の身代わりでした。で
も、３日目によみがえられた本当の神さま、
私たちの救い主です！ イエスさまを信じ
るなら、神さまの子どもになれるのです」。
　でも、パウロの話を信じないで、ばかに
する人たちも大勢いました。
　ここに、葡萄があります。「それはリン
ゴだよ」とか、「それはバナナだよ」と言
う人がいても、やっぱり、これは葡萄です

ね。
　同じように、「イエスさまは救い主じゃ
ないよ」とか、「イエスさまの復活は、夢だっ
たんじゃないの？」と言う人がいても、やっ
ぱりイエスさまは救い主です。
　復活したイエスさまの手には、十字架の
釘の跡がありました。夢ではありません。
イエスさまは、信じるすべての人の救い主
なのです。
　「天のお父さま、イエスさまを信じて、
神さまの子どもにして下さってありがとう
ございます」と素直に感謝するとき、神さ
まはとても喜んでくださいます。

〈体験レッスン〉素直に受け取ってみよう
　　用意するもの：季節の果物、ティッシュ

　　季節の果物（たとえば葡萄など、すぐに配れるもの）を用意し、上記のようにお話で
用いる。
　　お話が終わったら、
　　「これは甘くて、とても美味しい葡萄です。欲しい人にあげます！ 食べたい人は、手
を上げてくださいね」と呼びかける。
　　もらったら、「ありがとう」と言うように導き、葡萄を数粒ずつ配る。
　　食べながら、
　　「遠慮しないで、もらってよかったね」
　　「うれしいね。神さま、ありがとう！」など語りかけ、救いを素直に受け取る喜びを
疑似体験する。
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１０月１３日　ローマの信徒への手紙１章１６～１７節 【小学科上級・中学科】

福音を恥としない

１．ローマ１：８～15を読みましょう。

①パウロが神に祈り願っていることは何ですか？

②ローマの信徒たちのところに行きたいのはなぜですか？

③パウロの果たすべき責任とは、何ですか？

２．ローマ１：16～17を読みましょう。

①「恥」「恥ずかしい」という気持ちは、どんな時に起こりますか？

②福音とは何ですか？

③福音は、何を通して実現しますか？

④あなた自身にも、「救いをもたらす神の力」が働いておられることを感じますか？
　それはどんな時ですか？
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１０月２０日　ローマの信徒への手紙２章１～１６節 【解説と黙想】

神の公平な裁き

○「あなた」とは誰か

　ここでパウロが取り上げている「あなた」
とは、ユダヤ人と名乗り、律法を教える立
場にいた人です（17節以降参照）。この人は、
自らが神の裁きの執行者であるかのように
振る舞い、律法によって他人を裁いていま
した。一方自らに対しては、自分がユダヤ
人であることを根拠に神の憐みと赦しが豊
かであることを信じ、それゆえに自らを正
しい者と理解して悔い改めることをしませ
んでした。他人の罪には敏感でしたが、自
らの罪に対しては鈍感であったのです。
○律法と神の裁き

　律法はもともとモーセをとおして神の民
に与えられました。それは神に救われた選
びの民が、主なる神を畏れて生きるためで
した（申命記31章12, 13節）。神を畏れると
は、神を重んじ神に従って生きることです。
すなわち、主なる神を自らの神として生き
ることです。ここに律法の目的があるので
す。この律法に対する行いにしたがって、
神は報いをお与えになるのです（6節）。こ
れは行いによる救いを言っているのではあ
りません。神の恵みによって救われた者に
相応しい行いがあるということです。この
行いに基づいて、神は裁きを行われるので
す。この裁きにおいて、ユダヤ人と異邦人
で区別がないことをパウロは強調します。
律法を持たない異邦人であっても、律法の
命じるところを自然に行えば、自分自身が
律法なのであり、その行いは神の裁きにお
いて意味を持つのです（14, 15節）。

○神が求める行いとは

　律法をとおして神が求めておられる行い
とはなんでしょうか。それは悔い改めて、
心を改めることです。そのために神は、豊
かな慈愛と寛容と忍耐を注がれるのです（4
節）。神は人を救うために、慈愛と寛容と
忍耐をもって人の罪を忍ばれたのです。キ
リストによる罪の贖いが、これを示してい
ます。自らがこのように救われたのなら、
神が自分の罪を忍ばれたように他人の罪を
忍ぶのが相応しいと言えます。それゆえに、
愛は律法を全うするのです（13章10節）。
神はキリストをとおして裁かれる（16節）
のであり、皆がキリストによる罪の贖いに
頼るほかありません。したがって、キリス
トに罪赦された者として、なにを行うかが
問われています。もし罪赦された者であり
ながら他の人の罪を断罪するならば、その
行いに基づいて神は正しくお裁きになるの
です。
○悔い改めと愛の道へ

　わたしたちも罪人であり、罪赦された者
です。しかしそれは、罪がなくなり正しい
者となったことを意味しません。罪赦され
たわたしたちが神の裁きの執行者であるか
のように他人の罪を裁くならば、それは赦
されたはずの自分の罪を裁くことになりま
す。もし、神の豊かな慈愛と寛容と忍耐に
よって罪赦されたことに感謝し、悔い改め
て隣人を愛するならば、神の裁きはわたし
たちの罪を断罪するものではなく、罪の赦
しと無罪を宣言する喜びのときとなるので
す。 （三輪　誠）

《参照聖句》  申命記３１章９～１３節、マタイ５章１７節、ローマ１３章１０節
《教理問答》 ハイデルベルク信仰問答問３～５、１２６
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１０月２０日　ローマの信徒への手紙２章１～１６節 【説教展開例】

神の公平な裁き
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　わたしたちは、キリストの贖いによって救われました。そのため、教会生活はすべてが恵みで
す。しかし、ときとして他の人を裁く思いになることがあります。神の公平な裁きを学ぶことを
とおして、わたしたちが罪赦されて救われた喜びを思い起こし、そのなかでどのような歩みへと
招かれているかを考えます。

「神さまが喜ばれる行い」

　今日は「神さまの裁き」について考えて
みましょう。神さまは正しいお方です。そ
して神さまの裁きは公平です。公平とは、
自分の好き嫌いによって、ある人を特別大
切にしたり、特別酷く扱ったりしないとい
うことです。神さまが公平なお方であると
いうことが、今日の御言葉においては「神
は人を分け隔てなさいません」という言葉
によって示されています。
　ところでみんなは、何かスポーツをした
ことがあるでしょうか。野球にしてもサッ
カーにしてもテニスにしても、スポーツの
試合をするときには審判がいます。審判が
公平じゃなかったら、どうでしょう。たと
えば審判が「こっちのチームにいるあの子
は自分と仲がいいから、反則しても見逃そ
う」とか、「あっちのチームには嫌いな子
がいるから厳しくしよう」と考えていては、
試合は成り立ちませんし全然楽しくありま
せん。審判は公平であることがとても大切
です。
　さて、今わたしたちは教会に来ています。
神さまは、教会に来ているわたしたちを愛
してくださっています。このように神さま
に愛されたわたしたちにも、わたしたちを
裁かれる審判がいます。それが神さまです。
神さまは、それぞれの行いによって正しく
公平に裁かれます。裁きといっても、これ
は救われるか滅びるかの裁きではありませ
ん。なぜなら、イエスさまを信じたみんな
はもう罪赦されて、神さまに愛されている

からです。ただ、神さまから愛をいただい
て罪赦されたわたしたちが、その愛をうけ
てどう生きていくかを、神さまはちゃんと
見ておられるのです。
　では神さまは、どのような行いを喜んで
くださるのでしょうか。それを示している
のが、律法です。律法とは、神さまが御自
分の民にお与えになった規則です。神さま
に愛された人々のルールブックと言っても
よいでしょう。律法には、神さまが救われ
た人々に対して、「こんな風に生きてほし
い」という神さまの思いが詰まっています。
この律法に示されている神さまの思いを
ちゃんと受けとめて生きているかを、審判
である神さまは見ておられるのです。

　さて、今日の御言葉はパウロがローマ教
会に送った手紙です。ここにはローマ教会
にいた、ある人のことについて書かれてい
ます。この人は、神さまのことが大好きで
した。そして神さまが自分の罪を赦してく
ださったことを、とても感謝していました。
それだけではなく、神さまが与えてくだ
さった律法のことをよく勉強していまし
た。そして、他の人に律法のことを教える
こともしていました。ローマ教会のなかで
も、特にまじめに神さまに従おうと努力し
ていた人だったと思います。そんな彼が教
会の中をみたときに、そこには律法に書い
てあることとは違うことを行う兄弟姉妹が
いました。そんな様子をみていたこの人は、



教会学校教案誌� No.75

— 46 —

心が痛くなりました。この人は神さまが大
好きだったので、神さまを悲しませるよう
なことをする兄弟姉妹が気になって仕方あ
りませんでした。そしてついにこの人は、
自分が神さまの代わりになって審判をし始
めたのです。
「そこの君、それは律法違反だよ」
「そこのあなた、律法にはこう書いてある
でしょ。それは罪だよ」
　こんな風にこの人は、自分が神さまの代
わりになって目についた兄弟姉妹の行動を
責めて、裁いていたのです。
　ところで神さまの代わりに審判をしてい
るこの人も、もともとは神さまに罪を赦し
てもらった人のはずです。この人だって罪
がありますから、神さまを悲しませること
を当然していました。でもこの人は、「自
分は神さまをこんなにも大好きで、神さま
のためにいろいろとしているから、自分の
罪は赦されて当然だ」と思っていました。
その一方で、他の兄弟姉妹が律法を破って
いるのを見たら「それは罪だ」と厳しく責
めていたのです。神さまが大好きだったは
ずのこの人は、いつの間にか神さまを横に
おいて自分が神さまであるかのような行動
をしてしまったのです。この人のこの思い
や行いを見て、公平な審判である神さまは
どう思われるでしょうか。怒るに違いない
と、この手紙を書いたパウロは警告してい
ます。

　イエスさまに救われたわたしたちに対し
て、神さまはどんな風に生きてほしいと
願っておられるのでしょうか。律法をとお
して、神さまはわたしたちにどのような行
いをしてほしいと思っておられるのでしょ
うか。ローマの信徒への手紙を読み進めて
いくと、こんな言葉が書かれています。
「人を愛する者は、律法を全うしているの
です」（ローマ13章8節 b）
　律法をとおして神さまがわたしたちに求
めておられることは、愛することです。愛

するということが、イエスさまに救われた
わたしたちのルールなのです。誰よりもイ
エスさまが、わたしたちを愛してくださっ
たからです。イエスさまがわたしを愛して
くれたように、他の人を愛してほしい。イ
エスさまがわたしの罪を赦してくださった
ように、他の人を赦してほしい。この神さ
まの願いにしたがった愛の行いをするな
ら、ユダヤ人だろうと異邦人だろうと日本
人だろうと関係なく、神さまは喜んでくだ
さるのです。

　教会にはいろんなお友だちがいます。毎
週礼拝に来ているお友だちもいれば、たま
にしか来られないお友だちもいます。教会
のためにいろんな奉仕をしているお友だち
もいれば、あまり奉仕ができないお友だち
もいるでしょう。礼拝中にちゃんとお話を
聞いているお友だちもいれば、全然お話を
聞いていないように見えるお友だちもいる
かもしれません。そうすると、自分よりも
不真面目に見えるお友だちが気になってし
まうことがあると思います。なんであの子
は教会に来ないのか。なんであの子は奉仕
しないのか。なんであの子は先生の話を聞
かないのか。そんな風に思うことが、ある
かもしれません。
　そんなときにこそ、イエスさまはわたし
のために死んでくださり、わたしの罪を赦
してくださったことを思い起こしてほしい
のです。そしてイエスさまはその子のため
にも死んでくださり、その子の罪も赦して
くださったことを思い起こしてほしいので
す。そして、その子がもっと神さまのこと
を好きになることができるように、何かで
きることがあればぜひしてみてください。
小さなことでいいのです。公平な審判であ
る神さまは、この行いをちゃんと見ていて
くださいます。みんながお友だちのために
するその小さな行いを、神さまは誰よりも
喜んでくださるのです。 （三輪　誠）

《今週の暗唱聖句》
人を愛する者は、律法を全うしているのです。（ローマの信徒への手紙１３章８節ｂ）
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１０月２０日　ローマの信徒への手紙２章１～１６節 【幼稚科】

神さまは愛です

〈展開例〉

　イエスさまは、私たちの代わりに、十字
架で罰を受けて下さいました。私たちのこ
とが大好きだからです。私たちを愛してお
られるからです。
　神さまが私たちに願っておられること
は、何でしょうか？　立派になること、正

しくなることでしょうか？
　神さまは、私たちが互いに愛し合うこと、
ゆるし合うことを願っておられます。イエ
スさまが私たちを愛して下さったから、イ
エスさまが私たちをゆるしてくださったか
らです。

〈手紙を送ろうⅡ〉
　　材料： 封筒、画用紙、色鉛筆など。
　　準備： 封筒に入る大きさの画用紙を、人数分、用意する。

　　画用紙を配り、病気のお友だちや教会を休みがちなお友だち宛に、絵やメッセージを
書く。
　　封筒に入れて、皆でとりなしの祈りを捧げる。
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１０月２０日　ローマの信徒への手紙２章１～１６節 【小学科上級・中学科】

神の公平な裁き

１．ローマ２：１～16を読みましょう。

①ここでパウロが語りかけている「あなた」とは、どんな人たちのことですか？

②人を裁く者に対して、神はどうなさいますか？

③永遠の命をいただくのは、どんな人ですか？

④申命記31：12～13も読みましょう。律法はユダヤ人だけのものですか？　律法は何のた
めに与えられましたか？

⑤悪を行う者、善を行う者、それぞれに与えられるものは何ですか？　それは、誰の働き
ですか？

⑥義とされるのは、どんな人ですか？

⑦もし律法を知らなかったら、それを行うことはできませんか？
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１０月２７日　詩編４６編２～４節 【解説と黙想】

宗教改革の実り

　毎年10月の最終日曜日は宗教改革記念日
とされているので、宗教改革の実りを覚え
る時としたい。宗教改革というのは、神中
心の信仰と神学と教会の確立を祈りつつ目
指した運動であった。それはまずは教理的
な面が強調される。聖書が本当に教えてい
る救いとは、信仰とは何か。そして聖書が
示すキリストの教会、その本来の姿に立ち
戻ろうという運動が広がっていった。
　ただ、宗教改革は教理の改革というだけ
ではない。それは教会の改革であり、信仰
生活の改革でもあった。特に教会改革の具
体的な動きは、礼拝の改革において始めら
れた。
　宗教改革の実りとして、私たちが直接感
じられるものに、礼拝における会衆による
讃美歌の使用がある。ルターは、聖書の朗
読と説教が礼拝に欠くことができないもの
であるとしつつ、それを支える詩編や、会
衆が応答する祈りや歌によって礼拝全体が
構成されるとした。そのようにしてローマ・
カトリックとは違う、プロテスタント教会
の礼拝の形が整えられていった。
　讃美歌267番は、詩編の御言葉をもとに
ルターが作詞した賛美歌である。「神はわ
たしたちの避けどころ、わたしたちの砦」
（詩編46編2節）、ルターはこの御言葉に支
えられ、これにすがって生きて、この詩編
に基づいた賛美歌を作詞した。ルターもま
た弱さを抱えた一人の人間であった。教会

の改革もすべて上手くいったわけではな
い。多くの支持と同時に、彼に対する非難
や攻撃も多くあった。またルター自身も今
で言う「うつ傾向」におちいることがあっ
たようである。また当時はペストの流行な
どもあり、それこそ死を身近に感じざるを
得ない、そういう状況だった。その中でル
ターはこの賛美歌を作った。この賛美歌が
各地で印刷されるようになると、あるとこ
ろでは「慰めの歌」という表題が付けられ
たそうである。ルターにとって詩編の御言
葉を基礎として、信仰において自らを慰め、
立ち上がらせるそういう賛美歌だったので
あろう。
　もちろん、賛美歌は御言葉そのものでは
ない。しかし、御言葉と信仰に基づいて作
られた賛美歌、それを私たちが歌うとき、
それは私たちに御言葉を教え、信仰を教え、
そして、私たち自身の魂を慰め、励ますも
のとなる。それを私たちは礼拝で共に歌う。
それこそが神の民の礼拝である。宗教改革
の実りはそこにあらわれているのである。
　宗教改革について学ぶとき、私たちは単
に昔の知識を詰め込むのではない。今の私
たちの信仰生活を支えている事柄のうちの
少なくないものが宗教改革において始ま
り、今に受け継がれているのだということ
を教えられ、その意義を知り、より信仰生
活を豊かなものとしていくのである。
 （松田基教）

《教理問答》 　「子どもと親のカテキズム」問４６
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１０月２７日　詩編４６編２～４節 【説教展開例】

宗教改革の実り
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　宗教改革記念日を覚え、宗教改革の実りを覚える。現在の私たちの信仰生活を支えているもの
が宗教改革において始まり、今に受け継がれているのだということ、とくに主日毎の礼拝にそれ
があらわれていることを知ってもらう。

「神はわたしたちの砦」

　10月31日は何の日か知っていますか。世
間ではハロウィンかもしれませんが、私た
ちの教会では違います。宗教改革記念日と
言って、16世紀におこった宗教改革という
出来事を記念する日です。では、どうして
その出来事を記念するのでしょう。例えば、
私たちの教会の名前には「改革派」という
言葉がついていますね。この「改革派」の
「改革」というのは「宗教改革」の「改革」
のことなのですね。あるいは、私たちの教
会のことをプロテスタント教会と呼ぶこと
があります。この「プロテスタント教会」
が始まったのが宗教改革という出来事なの
です。このように宗教改革というのは、私
たちの教会ととても関係が深い出来事なの
です。ですから、毎年、私たちの教会では
宗教改革記念日の前の日曜日には記念の礼
拝をささげたりするのです。

　さて、今から500年くらい前、16世紀の
頃の西ヨーロッパでは、キリスト教会は、
ローマ・カトリック教会という名前の教会
だけが認められていました。でも、そのロー
マ・カトリック教会にはいろいろとおかし
なことがありました。聖書に書いていない
こと、聖書が教えていないことが神さまの
教えとして教えられて、信じるようにとさ
れてしまっていたのです。しかし、そのこ
とに疑問をもった人たちが聖書をよく読ん
で調べて、「やっぱりローマ・カトリック
教会のやっていること、教えていることは
おかしい！」と声をあげたのが宗教改革の

始まりです。その中でも最初に声をあげて、
戦ったのがドイツのマルティン・ルターと
いう人でした。ルターさんは、ローマ・カ
トリック教会が教えていることでも、聖書
に書いていないことであれば、それは間違
いだと主張しました。そして、聖書の本当
の教えを、聖書に書いてあることに基づい
て教えたのです。
　その後、ルターさんに賛成する人たちが
だんだん増えていき、ローマ・カトリック
教会から離れてプロテスタント教会と呼ば
れる教会を作っていきました。私たちの改
革派教会というのもその中の一つなので
す。

　ルターさんはただ聖書の教えを教えるだ
けではなくて、聖書の教えに基づいて、教
会の間違っているところをいろいろと変え
ていこうとしました。教会の改革に取り組
んだのです。ルターさんが教会の改革で取
り組んだことはいくつもあります。その中
の一つは、日曜日の礼拝の改革です。日曜
日の礼拝そのものが、聖書の教える、神さ
まが本当に喜ばれる礼拝となるために、ル
ターさんはいろいろと変えていきました。
　例えば、皆さんは礼拝の時にみんなで一
緒に賛美歌を歌いますね。日曜学校の礼拝
でも、大人の人たちと一緒の礼拝でも、礼
拝に集まっている人みんなで一緒に賛美歌
を歌います。でも実は宗教改革以前のロー
マ・カトリック教会の礼拝では、みんなで
一緒に賛美歌を歌うなんてことはしていま
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せんでした。聖歌隊と呼ばれる特別に歌の
訓練を受けた人たちだけが歌って、あとの
人はそれを聴くだけでした。歌っている歌
もとても難しくて、普通の人は歌いたくて
も歌えないようなものだったのです。
　でもルターさんは、礼拝での賛美歌とい
うのは、礼拝に集まっているみんなが一緒
に歌うことが大切なのだ、聖書が教えてい
る、神さまが喜ばれる賛美というのは、一
部の上手な人たちだけのものではなくて、
下手でも声が小さくても、みんなが一緒に
心から歌うものなのだと主張したのです。
ですから、私たちの教会もそうですが、プ
ロテスタント教会では、礼拝ではたいてい
みんなで一緒に賛美歌を歌うのです。
　ルターさんはそのためにみんなが歌える
賛美歌をいろいろ作りました。できるだけ
聖書の言葉、聖書の教えにそった歌詞で、
みんなが歌える曲の賛美歌をいくつも作っ
たのです。讃美歌267番「かみはわがやぐら」
という賛美歌を知っていますか。みんなも
礼拝で聴いたり、歌ったりしたことがある
かもしれませんね。この賛美歌は旧約聖書
の詩編の言葉をもとにルターさんが作詞し
た賛美歌です。詩編46編の1節の言葉、「神
はわたしたちの避けどころ、わたしたちの
砦」、ルターさんはこの聖書の言葉が大好
きだったみたいです。だから、この詩編の
言葉に基づいた賛美歌を作りました。
　当時のローマ・カトリック教会というの
は、とっても大きな組織です。なにしろ西
ヨーロッパに住む人みんながその教会のメ
ンバーなのですから。そんなローマ・カト
リック教会の教えが間違っていると主張す
ることはとても勇気がいることでした。そ
ういう意味では、ルターさんは勇気のある
とても立派な人物でした。でも、ルターさ
んもまた私たちと同じように弱さを抱えた
一人の人間でした。教会の改革も一から十
まですべて上手くいったわけではありませ
ん。賛成してくれる人も多くいましたが、
同じくらい多くの人がルターさんに対して

悪口を言ったり、攻撃したりしました。ル
ターさんは、そのことで落ち込んだりして、
何日も自分の部屋に引きこもるなんてこと
もあったようです。また当時はペストとい
う恐ろしい病気が流行していて、それこそ
いつ死んでもおかしくないような状況でし
た。
　そういう状況の中でルターさんは先ほど
の讃美歌「かみはわがやぐら」を作ったの
です。この賛美歌が印刷されて各地で配ら
れるようになると、あるところでは「慰め
の歌」というタイトルが付けられたそうで
す。ルターさんにとって、大好きな聖書の
言葉を賛美歌とすることで、礼拝でみんな
が歌える賛美歌というだけではなくて、自
分自身が慰められ、立ち上がる勇気をもら
えるそういう賛美歌になったのです。
　みんなも自分が好きな賛美歌、歌うと元
気になるような賛美歌がありますか。もち
ろん、賛美歌は聖書の言葉そのものではあ
りません。でも、聖書の言葉と信仰に基づ
いて作られた賛美歌、それを私たちが歌う
とき、それが私たちに聖書の言葉や教えを
教えて、神さまを信じる信仰を教え、そし
て、私たち自身を慰め、励ます、そういう
ものとなるのです。それを私たちは礼拝で
共に歌う、歌の上手な人もそうでない人も、
声の大きな人も小さい人も、一緒に歌う。
それこそが本当の教会の礼拝なのです。宗
教改革からそのような礼拝が始まっている
ということを知ってほしいと思います。

　宗教改革というのは、単に昔に起こった
出来事、歴史上の出来事というだけではあ
りません。今の私たちの教会や礼拝や信仰
生活を支えている、いくつもの事柄の中で、
けっこう大事なことが、宗教改革から始
まって、今に受け継がれているのだという
ことを知ってください。そして、そこに神
さまの導きと恵みがあることを覚え、感謝
しましょう。 （松田基教）

《今週の暗唱聖句》
神はわたしたちの避けどころ、わたしたちの砦。苦難のとき、必ずそこにいまして助け
てくださる。（詩編４６編２節）
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１０月２７日　詩編４６編２～４節 【幼稚科】

宗教改革を記念して

〈展開例〉

　さてクイズです。10月31日は、何の日で
しょう？　ハロウィンではありません。
　答。10月31日は宗教改革記念日です。 
　「改革」というのは、変えることです。
　ずっと昔、聖書が言っている通りに教会
を変えようと、一生懸命、働いた人たちが
いました。ルターやカルヴァンです。
　私たちは毎週、礼拝で賛美しますが、昔

は聖歌隊の人しか歌えませんでした。
　聖書を持っている人も、ほんの少ししか
いなかったので、皆は聞くことしかできま
せんでした。宗教改革のおかげで、今のよ
うな礼拝ができるようになったのです。
　聖書が言っているように変えることは、
昔の人たちだけでなく、私たちが今、する
ことでもあるのです。

〈変えてみよう〉
　　幼稚科のお部屋を見回して、
　　「こんな風に変えたら、神さまはきっと喜んで下さると思う」事について話し合い、やっ
てみる。

　〈例〉
　　① ぜひ皆に読んでほしい絵本を、手に取りやすいように見える所に置く。
　　②来月の出席シール表を作って貼る。
　　③折紙の花を飾る。
　　④子ども用トラクトを置く。

　　子どもたちのアイディアを引き出して、翌週の分級で、皆で行うようにしても楽しい。
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１０月２７日　詩編４６編２～４節 【小学科上級・中学科】

宗教改革の実り

１．詩編46：１～4を読みましょう。

①わたしたちに与えられる苦難には、どんなものがありますか？　あなたにとっての苦難
や恐れるものは、何ですか？

②歴史の中で、キリスト者にはどのような苦難がありましたか？

③苦難の中で、神はどのようなお方ですか？

２．詩編46：５～12を読みましょう。

①「砦の塔」とは、神のどのようなお働きのことを示していますか？

②戦いの中で、すべての民が騒ぎ国々が揺らぐ時、主は何を成し遂げられますか？

③あなたは、苦難の中でも恐れず、神をあがめる人を知っていますか？

④この詩編を通して感じたことを、話し合ってみましょう。
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１１月３日　ローマの信徒への手紙３章２１～３１節 【解説と黙想】

信仰による義

　21節。「律法」という言葉は「モーセ五書」
という意味でもある。そこから「律法と預
言者」つまり「モーセ五書と預言書」とい
う並べ方で「聖書全体」をいう言い方につ
ながった。「聖書全体によって立証されて、
神の義が示された」。しかしその「神の義・
神の正しさ」とは、私たちがモーセ五書に
命じられている律法の「行い」ができてい
るかどうかには「関係なく」示された。「律
法」という言葉は27節でも「法則」と訳さ
れて登場する。「律法」「モーセ五書」「法則」
どれも同じ単語を一貫させてパウロは語っ
ている。
　22節。神から「正しい」と見ていただけ
るということには「行い」ができている人
かできていない人かという「差別」はない。
生まれたときから神の民である人か、初め
は神を知らない人だったかの差別もない。
　23節。そんな差別以前に「人は皆」必ず
罪人である。本来「神の栄光・輝き・すば
らしさ」をいただけない人であるというこ
と。
　24節。しかしキリスト・イエスの十字架
が私たち一人ひとりの罪を、神に対してつ
ぐなってくださった。だから私たちは、ど
んな犠牲も代金も払うこともなしに「正し
い」人とされている。それはキリストが一
人で犠牲になってくださったからである。
私たちが神から正しい人だと思っていただ
けるためには、そのキリストを信じるだけ
でよい。律法をきちんと行えているかどう

かは関係ない。私たちを正しいとするため
にキリストを十字架につけ、それによって
私たちの罪を全部消してくださったところ
に神の恵みがある。
　25節前半。十字架の上で流されたキリス
トの血は、旧約聖書が告げている「罪を償
う供え物」にほかならない。旧約聖書全体
が教えているこの「罪を償う供え物」の効
力は、キリストを「信じる人」に与えられ
る。
　25節後半から26節にかけての文はこの翻
訳のままでは困難。「今まで人が犯した罪
を見逃して」きたことは神の義ではない。
原文は「今まで人が犯した罪を見逃して、
神は忍耐してこられた」というつながり。
その今までの神の忍耐は「今このときに神
の義を示されるため」だという意味。その
とき、神の正しさが明らかになると同時に、
イエスを信じる者の正しさも定められた。
26節。以上のことが十字架に込められた意
味だから、自分の行いに基づいて正しい人
であろうとする人の誇りも十字架によって
取り除かれた。
　27節。「行いの法則」「信仰の法則」は前
述のように「行いの律法」「信仰の律法」
という言葉。キリストを信じることこそ、
私たちに命を与える「律法」であるという
ニュアンス。このことが31節の、「信仰」
は律法を無にするのではなく、それを「確
立」することだという結語を導いた。
 （赤石純也）

《参照聖句》 ガラテヤの信徒への手紙全体（特に２章１５節～３章）
《教理問答》 子どもカテキズム問２３～２８
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１１月３日　ローマの信徒への手紙３章２１～３１節 【説教展開例】

信仰による義
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　神は私たちを罪と悲惨から一方的に救われた。それはイエスさまの正しさを信仰により受け取
ること。

「神の義　イエス・キリスト」

　今日の聖書個所の中には「義」とか「神
の義」という言葉がたくさん出てきます。
「義」とは「正しさ」のことです。では「神
の義」「神の正しさ」とはなんのことを言っ
ているのでしょうか？
　21節「ところが今や、律法とは関係なく、
しかも律法と預言者によって立証されて、
神の義が示されました。すなわち、イエス・
キリスト」とありますね。「神の義」とは
イエス・キリストのこと、イエス・キリス
トに神さまの正しさが完全に表れていると
いうことです。「律法とは関係なく、しか
も律法と預言者によって立証されて」イエ
ス・キリストが神の義として示された、と
言われているのですが、それはこういうこ
とです。一つには、私たちがモーセ五書に
命じられている律法の「行い」ができてい
るかどうかには「関係なく」イエス・キリ
ストが神の義として示された、ということ。
もう一つには、「律法と預言者」（モーセ五
書と預言書）つまり、聖書全体にイエス・
キリストのことが書かれているというこ
と、イエス・キリストが神の義・神の正し
さそのものであることは聖書にちゃんと書
いてあって、確かな証拠がある、というこ
とです。
　このイエス・キリストを信じるなら、信

じる人すべてに「神の義」が与えられる、
そこには何の差別もない、と言われていま
す。神さまから「正しい」と言っていただ
けるようなよい行いができている人かでき
ていない人か、という差別もないし、生ま
れたときから神の民である人か、初めは神
を知らない人だったかの差別もありませ
ん。「人は皆、罪を犯して神の栄光を受け
られなくなっている」とも言われています。
だから、みんな同じなのです。
　そういう罪人で、神さまの前に正しくな
い私たちが、イエス・キリストを信じるな
ら、その人のことを神さまは、罪人だと思
い続けるのではなく、「正しい」と見てく
ださる、というのですね。それは、イエス・
キリストが十字架で私たち一人ひとりの罪
を、神さまに対して償ってくださったから
です。
　旧約聖書には、罪を犯した人は、「罪を
償う供え物」をささげなければならないと
いうことが書いてあります。本当は私たち
が自分でささげなければならない供え物で
す。それをイエス・キリストが、十字架の
上で血を流され、私たち全員のために「罪
を償う供え物」をささげてくださった、と
いうことです。
　イエス・キリストが一人で犠牲になって
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くださったから、私たちが自由の身になれ
るための身代金の全額をイエス・キリスト
が払ってくださったから、私たちは、この
イエス・キリストを信じるだけで、もうど
んな犠牲も代金も払わないで、無償で「正
しい」人とされているのです。神さまは、
私たちを「正しい」とするためにイエス・
キリストを十字架につけ、それによって私
たちの罪を全部消してくださったのです。
ここに神の恵みがあります。
　神さまはイエス・キリストの時が来るま
で、人が犯した罪を見逃して忍耐してこら
れました。その時まで忍耐してこられたの
は、今まで人が犯した罪を罪として十字架

で裁くことによって、神さまの正しさを示
すためでした。十字架で血を流してくだ
さったイエス・キリストによって、神さま
の正しさが明らかになりました。そして、
そのイエス・キリストを自分の救い主と信
じる人たちを「正しい」としてくださった
のです。
　律法の行いによって、神さまに「正しい」
としていただくのではなくて、イエス・キ
リストを信じることによって、神さまに「正
しい」としていただくこと。これが私たち
に命を与えてくれる新しい「律法」なのだ、
とパウロは教えてくれたのです。
 （赤石純也）

《今週の暗唱聖句》
しかし、人が義とされるのは、律法の行いによるのではなく、ただイエス・キリストの
真実によるのだということを知って、私たちもキリスト・イエスを信じました。これは、
律法の行いによってではなく、キリストの真実によって義としていただくためです。な
ぜなら、律法の行いによっては、誰一人として義とされないからです。
 （ガラテヤの信徒への手紙２章１６節、聖書協会共同訳）
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１１月３日　ローマの信徒への手紙３章２１～３１節 【幼稚科】

信仰による義

〈ねらい〉

　信仰による義の現実を、その存在で見事
に証言してくれるのが幼稚科、嬰児科の子
らです。彼らは親によってイエスさまの教
会に連れて来てもらう以外になにもできま
せん。しかし、父なる神は、彼らをイエス・
キリストのゆえに、契約の真実のゆえに義
とし、神の子として受け入れてくださいま
す。教会は、言葉によってそれを宣言しま
す。何よりお行いによって示します。つま
り彼らに声をかけ、だっこし、遊び、彼ら
の居心地のよい環境を整えるのです。
　ほめられることとしかられることを契機
にして、神の義による救い、恵みを考えて
みます。

〈展開例〉

　今日は、
　○○ちゃんは、お父さんやお母さんにほ
められたことがありますか。しかられたこ
とがありますか。どんなときにしかられた
か思い出せますか。
①
②
③
　どんな気持ちがしましたか。うれしくな
りましたか。悲しくなりましたか。すなお
にごめんなさいと言えましたか。
　次に、ほめられたことがありますか。
①
②
③
　そのとき、うれしかった？　またほめら

れたいとおもいますか？　どうしたらほめ
てもらえるのかな？
　○○ちゃんは、良い子なのですね。すば
らしいです。さて最後に、神さまから叱ら
れことがありますか。ほめられたことがあ
りますか？　どっちもないかな？
　さて、ここが大切です。神さまとお父さ
んやお母さんは、ちがいますね。なぜなら
神さまは、○○ちゃんのことを、ただいて
くれるだけで、いつも「よしよし」と言っ
て下さるお方だからです。○○ちゃんが褒
められるようなよい事をしたからではあり
ません。神さまは、○○ちゃんを神さまの
子どもと受け入れてくださっているからで
す。たとい○○ちゃんがどんなに叱られる
ようなことをしたときでも、神さまからは
いつも「よしよし」と頭をなでられ、抱っ
こしてもらっているのです。
　実は、先生も同じです。先生も、何も良
いことをしていないのに、むしろ、叱られ
るようなことばかりをしているのに、「よ
しよし」と優しくされています。イエスさ
まが十字架についてくださったおかげで、
天のお父さまの子どもとされているからで
す。うれしいね。いっしょに感謝しましょ
う。

〈やってみよう〉

　牧師や大人の人たちに「だっこ」しても
らいましょう。そして、「○○ちゃん、神
さまは○○ちゃんのこと大好き。先生も○
○ちゃんのこと大好き」と言ってもらいま
しょう。何人にしてもらえるかな。 
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１１月３日　ローマの信徒への手紙３章２１～３１節 【小学科上級・中学科】

信仰による義

１．ローマ３：21～26を読みましょう。

①律法によって、私たちは義とされますか？

②旧約聖書の中で、「律法と預言者」は、何について証しているのですか？

③「神の義」は、何によって、どんな人に与えられますか？

④キリストの血による贖いは、何のためでしたか？

２．ローマ３：27～31を読みましょう。

①神が信仰によって義としてくださるのは、ユダヤ人だけですか？

②信仰によって義とされたら、律法は必要なくなりますか？

③信仰によって救われるなら、正しい行いをしようとすることは、意味がないのでしょう
か？
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１１月１０日　ローマの信徒への手紙８章１８～３９節 【解説と黙想】

神を愛する者たち

（黙想の手がかりとしての内容的解説）
　ローマ書８章は、①霊による命（1～17
節）、②将来の栄光（18～20節）、③神の愛
（21～39節）（新共同訳聖書：表題）と三つ
に区分される。
　第一の区分の最後で、わたしたちが、神
の子（子ども）であることを証する方は、
聖霊であり、この霊によって、神を「アッ
バ、父」呼び祈る者とされたことが教えら
れる（14～16節）。そして、聖霊は、わた
したちを、「神の相続人」「キリストと共同
の相続人」（17節）としてくださると教える。
　わたしたちが相続する分とは、十字架の
死から復活・昇天されたキリスト・イエス
の義による「命」（10節）、「“ 霊 ”（聖霊）
の初穂」（23節）である。聖霊は、「わたし
たち（人間）の霊（魂、息）と一緒になっ
て」神の子どもであることを証ししてくだ
さる（16節）。
　また、聖霊は、実生活において、「現在
の苦しみ」と「将来わたしたちにあらわさ
れるはずの栄光」（18節）と対比して告白
されるように、「今この時を「忍耐して待
ち望む」（25節）に、祈りに、わたしたち
を導いておられる。
　パウロはこの苦しみを「うめく」という
言葉で言い表している。それは、被造物と
共にある「うめき」であり、「神の子とさ
れること（注：今もそうであるが、将来、
神の子の特権を完全に知ること）、体の贖
われることを、心の中でうめきながら待ち
望んでいます」と言う（23節）。
　パウロは、すでにローマ書5章で、「不信

心な者」（6節）、「罪人であった」（8節）者、
「（神の）敵であった」（10節）者に示され
た「神の愛」が「聖霊によって」「わたし
たちの心に注がれている」（5節）ことを明
らかにした。また、「苦難」と「忍耐」と「練
達」と「希望」に至る、今や、わたしたち
のために死んでくださった、「キリストを
通して神と和解させていただいた」（11節）
者の祈りの道を証している。
　８章で、再び、このような聖霊の愛を注
がれた者を、「神を愛する者たち」（28節）「神
に選ばれた者たち」（33節）と呼び、神の
救いのご計画（予定）において、御子の姿
に似たものにしようとされていること、そ
して、目的が、御子を長子とする神の家族
（見えない教会）の実現であることを伝え
る。
　パウロは５章で伝えた確信を、「だれが
……できますか」という問いをくり返して、
神の選びの確かさと、十字架の死から復活
され、昇天された、キリストの執り成しの
恵み、そして、このキリストの愛のきずな
がどれほど堅固なものであるかを、訴える
（31、32、34、35節）。
　「わたしたちは、あなたのために　一日
中死にさらされ、屠られる羊のように見ら
れている」（詩編44編23節参照）とは、キ
リストのために、主の贖われた者たちが、
虐げられていることの証言。託された子ど
もたちの現状、教育現場、家庭等での隠れ
た痛みや傷に寄り添いつつ、祈り、備えた
い。 （宮武輝彦）

《参照聖句》   イザヤ５３章７節、６３章１６節、ダニエル１０章１９節、コリント第二５章
１６～１８節、エフェソ５章１節、フィリピ２章１５、１６節、ヨハネ第一３
章１節、ヨハネ黙示録１９章５節

《教理問答》  子どもと親のカテキズム　問１～５、８、１５、１６、３２、３６～３９、
４７、５５、６７、８６、８９、ハイデルベルク信仰問答　問１、２６～２８、
５４～５６、ウェストミンスター小教理問答　問３４、１００
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１１月１０日　ローマの信徒への手紙８章１８節～３９節 【説教展開例】

神を愛する者たち
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　○主の受難・復活・昇天、聖霊降臨の御業の中に、過去・現在・将来があることを信じる。
　○主の福音を伝える今日、苦難のただ中でも、忍耐と練達から、希望を生む、祈りに導く。
　○主は愛する子どもたちを決して欺かれない。主の真実を信じ、日々新たに生きよう。

「キリストに愛されている子どもたちの希望」

　今日は、一週の初めの日、イエスさまが、
十字架の死から三日目に復活された、日曜
日ですね。
　みなさんは、月曜日から土曜日に、学校
で、イエスさまのことをお友だちに伝えた
り、お祈りをしたりすることがありますか。
また、お友だちに教会学校にさそったこと
はありますか。なんだか、少し、恥ずかし
い気持ちになったりしないでしょうか。
　この前の教会学校でも、「福音を恥とし
ない」という、パウロさんの言葉を学びま
した。イエスさまのことを恥としないで、
伝えるためには、わたしたち自身が、聖霊
によって、変えられること、成長していく
こと、が大切です。
　パウロさんも、イエスさまを伝える人を
殺していたのですが、イエスさまにすっか
り変えられた人です。変えられて、今度は、
死ぬことも恐れないで、勇気をもって、イ
エスさまのことを伝える人になりました。
　そのことを、神さまの恵みとお働きによ
ること、また、イエスさまの十字架におい
て、神さまがどんなにわたしたちを愛して
おられるか、ということを、このローマの
教会の人びとに宛てた手紙を書きながら、
伝えようとしています。　

　先週学んだ、「信仰によって義」とされ
ることも、イエスさまの愛によることです
が、パウロさんは、その後の５章のところ
でこのように言っています。最初の１節か
ら読みます。
　「このように、わたしたちは信仰によっ
て義とされたのだから、わたしたちの主イ
エス・キリストによって神との間に平和を
得ており、このキリストのお陰で、今の恵
みに信仰によって導き入れられ、神の栄光
にあずかる希望を誇りにしています」（1，
2節）。
　この平和というのは、神さまから愛され
ている者として、どんなときでも、神さま
を信じることを一番にして祈る子どもにさ
れた、ということです。それでは、パウロ
さんは、続いて、この神さまの愛について
どのように伝えているでしょうか。３節「そ
ればかりでなく、苦難をも誇りとします。
わたしたちは知っているのです。苦難は忍
耐を、忍耐は練達を、練達は希望を生むと
いうことは。希望はわたしたちを欺くこと
はありません。わたしたちに与えられた聖
霊によって、神の愛がわたしたちの心に注
がれているからです」（3～5節）。
　ここを読むと、パウロさんは、わたした
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ちと同じように、毎日、色々なことをしな
がら、生活していたことがわかります。し
かも、それは、イエスさまがくださった愛
が心に注がれているから、どんなに苦しい
ときでも、神さまに祈りつつ、歩んでいる
と言うのです。
　苦しみと希望の間に、「忍耐」と「練達」
という言葉がありますが、これは、ちょう
ど、お習字をするときに、すぐに上手に書
けなくても、くり返して、お手本をまねし
て書いているうちに、段々と上手になって
いくように、いつも、イエスさまのように
なりたいと思いながら、たとえ、お友だち
の中で、一人だけ、教会学校に来ているよ
うな心細い気持ちをもったとしてもお友だ
ちのために祈り続けているうちに、イエス
さまのように、お友だちのために、良いこ
とができるように変えられてくることで
す。それが、たとえ、教会学校に来ること
でなくても、学校で、部活で、遊んでいる
ときに、良いことをするように変えられる
ことも、イエスさまがいっしょにおられる
ことです。
　今日の暗唱聖句は、ダニエルさんの言葉
です。ダニエルさんは、本当の神さまでは
なく、王さまを神さまとする国の大臣に
なった人です。
　ダニエルさんは、その王宮で、朝、昼、
晩と、三度、エルサレムの方に向かってお
祈りをしていました。
　ある時も、三週間も、人びとの罪のため、
自分の罪のため、神さまにゆるしを乞い求
めながら、お祈りをしていました。すると、
神さまから遣わされたみ使い（天使）が現
れて、ダニエルさんを勇気づけてくれまし
た。
　「愛されている者ダニエルよ、わたしが

お前（あなた）に語ろうとする言葉をよく
理解せよ、そして、立ち上がれ。わたしは
こうしてお前（あなた）のところに遣わさ
れて来たのだ」（ダニエル書10章11節）。
　ダニエルは、神さまの言葉を聞いて、震
えながらも、力を取り戻して、苦しみの中
でも、神さまが希望を与えてくださること
を信じました。
　みなさん、祈りは希望です。それは、神
さまが、わたしたちのすべてのことを知っ
ておられるだけでなく、イエスさまの命を
与えてくださったからです。
　先に読んだパウロさんの手紙にも、こう
書いてあります。「被造物だけでなく、“霊”
（聖霊）の初穂（救われた命と神さまの愛）
をいただいるわたしたちも、神の子とされ
ること、つまり、体の贖われることを、心
の中でうめきながら待ち望んでいます。わ
たしたちは、このような希望によって救わ
れているのです。見えるものに対する希望
は希望ではありません。現に見ているもの
をだれがなお望むでしょうか。わたしたち
は、目に見えないものを望んでいるなら、
忍耐して待ち望むのです」（ローマ書8章23
～25節）。
　今、わたしたちは、大気汚染や、放射能
や、いろいろな汚染のために、魚も、動物
も、絶滅したり、汚染されたりしているこ
とを聞いたことがあるでしょう。
　人間の罪は、人間だけにとどまらないで、
神さまが造られたもの全体におよんでいま
す。このような時に、パウロさんが待ち望
んでいるのは、イエスさまが、十字架の死
によって、取り戻してくださった、神さま
との平和が、完全に実現する日です。
　それは、わたしたちの想像もできないよ
うなすばらしい罪のない、きよい世界であ
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《今週の暗唱聖句》
恐れることはない。愛されている者よ。平和を取り戻し、しっかりしなさい。
 （ダニエル書１０章１９節）

り、いつまでも神さまのすばらしさがほめ
たたえられる救いの完成の日です。　
　イエスさまに愛され、イエスさまを信じ
る子どもたち、イエスさまにつながってい
るすべての人びとは、この日に、本当に、
完全に「神の子とされる」のです。
　ですから、パウロさんにとって、たとえ、
今、どんなに苦しくても、また、神さまが
造られたすべてのものと同じように、声に
ならならいうめき声が心の奥、心の中に
あっても、聖霊なる神さまが、わたしの心
のうめき声を聞いておられることに信頼し
て、神さまの救いの約束を信じました。
　「人を義（本当に正しい）としてくださ
るのは神なのです」（33節）とのみ言葉の

とおりに、わたしたちは、人がどう思うか
でなくて、神さまが、わたしたちの心の悲
しみも、痛みも、全部、知っておられるこ
と、それを、イエスさまの愛において、正
しいことを認めてくださっていることを信
じましょう。学校のお勉強や部活よりも、
大事なことが、ここにあります。そして、
わたしたちの人生にとって、最も大事なこ
とが、ここにあります。それは、イエスさ
まの愛によって生きること、そして、神さ
まから愛されていることを、どんな時でも、
信じて祈ることです。
　「神さまの子どもとして、神さまと共に
歩」（子どもと親のカテキズム問１）みま
しょう。 （宮武輝彦） 
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１１月１０日　ローマの信徒への手紙８章１８節～３９節 【幼稚科】

神を愛する者たち
１１月１０日   ローマの信徒への手紙 ８章 １８～３９節           【幼稚科】 

神を愛する者たち

クイズ ： 聖句をおぼえよう！       ✞ ダニエル書 ：

今日のあんしょう聖句を覚えているかな？

準備 ： このページのクイズの文字を大きく手書きして、人数分をコピーする。

☆ なんて書いてあるのか、暗号を解いて答えよう！

① な れ と       ② れ る て 

   そ は こ          も 愛 の 

  い る お          さ よ い 

＊ 読み方のヒント ： 次の順番で解読しよう。

① ↘ ⇦ ⇧ ⇩ ⇨ ↗ ◎ ↖ ↙

② ◎ ↙ ↖ ↗ ↘ ⇧ ⇦ ⇨ ⇩

③ 平ほろ和びをびほとろりほもろびどろほし、 

びろしろっびかろりほしびなろほさろびい。 
＊ 読み方のヒント ： 「ほろび」を取り除く。

こたえ ： ３つの正しい文を書いて、声に出して言ってみましょう。 

①

②

③
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１１月１０日　ローマの信徒への手紙８章１８節～３９節 【小学科上級・中学科】

神を愛する者たち

１．ローマ８：18～30を読みましょう。

①被造物は、今はどんな状態に置かれていますか？　「被造物のうめき」について、気が
付くことはありますか？

②被造物やわたしたちは、苦しんだままにしておかれるのですか？

③わたしたちが忍耐して待ち望むものは何ですか？

④わたしたちの言葉にならない祈りを執り成してくださるのは、どなたですか？

２．ローマ８：12、31～39を読みましょう。

①わたしたちに対する神の愛は、どこに最も表れていますか？

②わたしたちに敵対する人や、この世の多くの苦しみは、わたしたちをキリストの愛から
引き離すことはできますか？　それはなぜですか？

③あなたは、自分が神さまに救われ、愛されていることを信じますか？
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１１月１７日　コリントの信徒への手紙一 １１章１７～３４節 【解説と黙想】

主の晩餐

　私たちが生きる上で必要なものとして、
まず食べ物や水、空気などが挙げられます。
また事故に遭わないとか大病に罹らないこ
とも必要でしょう。しかしそういう条件が
整ってさえいれば、私たちは生きることが
出来るか、と言えばそうではありません。
今日一日を生きるだけであれば、それで良
いかもしれません。ところが私たち人間に
は、将来を見通す力が与えられています。
それは他の動物と比べて優れた点ですが、
一方で、人間は将来に何も期待を抱けなく
なれば生きる力が失われてしまうという面
をも併せ持っているのです。
　食べ物は私たちが生きて行く上で必要な
ものです。しかしそれだけではありません。
食事は深い喜びを与えてくれるのです。一
方、辛い時はいくらおいしい食事が提供さ
れても味気なく感じるものです。私たちは、
神さまに与えられた素晴らしい食事の時を
楽しむことが出来ているでしょうか。
　聖書に記されているイスラエルの民の歴
史の中で、最も苦しい経験の一つはエジプ
トでの奴隷生活です。その時イスラエルの
民は、苦しんで食事を摂っていたと考えら
れます。神さまは、そのような民に対して
憐れみを示して下さいました。エジプトか
ら脱出する道を示して下さったのです。そ
の時神さまは、羊の血を家の鴨居に塗るよ
うにとの不思議な指示と共に、その羊を食
べなさいと命じられました。神さまは人を
励ます時に、食事を摂る様にと命令なさっ

たのです。神さまの憐れみは食事と深く結
びついていたのです。
　イエスさまの弟子たちにとって最も辛い
経験は、愛するイエスさまが捕らえられ、
十字架につけられる時でした。その最も辛
い時を目前にして、イエスさまは聖餐式を
制定なさいました。イエスさまは手にパン
と杯を取って、こう言われました。「これ
は私の体。これは、私の血」。驚くべき言
葉です。人間は、パンでも杯でもなく飲み
食いされるために存在するのではありませ
ん。ましてイエスさまは人となられた神の
子です。本来なら、触れることすら許され
ないはずの尊厳に満ちたお方です。しかし
イエスさまはまるで食べることが出来るも
のとして、ご自身をお示しになるのです。
　また聖餐式制定の場面で、イエスさまは
杯を「これは私の血であって、契約の血で
ある」と言われました。この杯を飲むこと
によって契約が結ばれると言われるので
す。これは、エレミヤ書31章において約束
されていた、神さまと人とが和解するとい
う契約です。その契約が結ばれるためにイ
エスさまは、血を流す、命を差し出す、と
言われるのです。この契約にあなた方が与
るために、「取って食べなさい」と言われ
るのです。ここに私たちの希望の神秘が現
わされています。聖餐式の喜びに生きる者
は、普段の食事の時にも、神さまの恵みを
深く覚える者です。 （常石召一）

《参照聖句》 マルコ１４章２２～２５節、エレミヤ書３１章３１～３４節
《教理問答》  子どもと親のカテキズム　問５３, ５４、
 ウェストミンスター小教理問答　問９６, ９７ 
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１１月１７日　コリントの信徒への手紙一 １１章１７節～３4節 【説教展開例】

主の晩餐
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　私たちが生きていくのは大変なことです。本当に辛くなると、神さまのことも、自分が愛され
ていることも分からなくなってしまうことがあります。そうした時こそ、神さまの前で自分はど
ういう存在なのかを見つめ直すことが必要です。

「聖餐式の意味」

　皆さんはどんなご飯が好きですか。この
世には本当においしいものがいっぱいあり
ますね。ただし食べ方には注意をして下さ
い。好きなものばかり食べていたらどうし
ても栄養のバランスが偏ってしまいます。
おいしいからといって甘いものや脂っこい
ものばかりを食べるのは健康によくありま
せん。皆さんは今、どんどん成長する時期
です。皆さんの体は神さまが与えて下さっ
たものですから、それを大切にすることは、
一人一人に与えられた責任です。ですから
バランスを考えて食べること、そして食べ
るだけではなくて適度に体を動かすことが
必要です。
　神さまが食べ物を与えて下さるのは、皆
さんが元気に成長するためだけではありま
せん。私たちは何かをおいしく食べる時に、
幸せを感じるのではないでしょうか。そし
て「本当に神さまありがとう」という気持
ちが沸いてくるのです。このように食事は、
神さまを喜ぶためにも与えられているので
す。けれども、いくらご馳走を食べてもお
いしくないと感じることもあります。全然
神さまに感謝の心が湧いてこないというこ
とも実はあるのです。嫌なことや辛いこと
があって気持ちが落ち込んでいる時、心配
でたまらないことがある時、食事は味気な
いものになってしまいます。その時は神さ
まに感謝をする気持ちも薄くなってしまい

ます。それは私たちにとってとても悲しい
ことです。そして神さまにとっても悲しい
ことです。
　さて、イエスさまのお弟子さんたちに
とって、それまでで最も辛いことがありま
した。それはイエスさまとの最後の食事の
時でした。弟子たちは、今まで経験したこ
とが無いような恐ろしい出来事が起こると
いう不安を感じていました。その席上で追
い打ちをかけるように、イエスさまはこう
言われました。「この中に自分を裏切る者
がいる、その裏切りの時は近い、その者は
生まれなかった方が良かった」。これは本
当に恐ろしい言葉です。それを聞いて弟子
たちは、ますます不安になりました。もし
かしたら自分がイエスさまを裏切ってしま
うかもしれない、と思ったのです。弟子た
ちはイエスさまのことが大好きでした。こ
の方こそ信頼できる方だと信じて、イエス
さまについて一緒に旅をしてきたのです。
そのイエスさまに、私を裏切る者がこの中
にいる、と言われたのです。そのような中
での食事が楽しかったはずがありません。
全くおいしいとは思えなかったでしょう。
　しかしそのような中でイエスさまは、パ
ンを手に取って、弟子たちに言われました。
「これはあなたがたのためのわたしの体で
ある」。また杯をとって言われました。「こ
れはわたしの血、契約の血である」。イエ
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スさまは、パンと杯を差し出して、「これ
はわたしだ。これを食べ、飲みなさい」と
言われたのです。
　ところでイエスさまは、私たち人間が食
べたり、飲んだりすることが出来るような
お方でしょうか。人間は食べ物でも飲み物
でもありません。ましてイエスさまは神さ
まの子です。人間であると同時に神さまな
のです。そのようなお方を私たちが食べた
り飲んだりして良いなどとはとても考えら
れません。しかしイエスさまは「私を食べ、
飲みなさい」とおっしゃるのです。驚くべ
きことです。
　イエスさまは、気落ちして本当に辛い気
持ちでいる弟子たちを励まされたのです。
そのために、パンと杯をご自身として差し
出して、「これらを食べることによって、
私を受け取って欲しい」と言われたのです。
弟子たちはその時にはイエスさまがおっ
しゃる意味が分かりませんでしたが、後に
分かる時が来ました。
　イエスさまはこの後、十字架に架けられ
ます。イエスさまは十字架に御自身の御体
を差し出されたのです。その時に弟子たち
は怖くなって皆、イエスさまを見捨てて逃
げてしまいました。それは、イエスさまか
ら「あなたは生まれなかった方が良かった」
と言われても仕方のないような裏切り行為
であり、情けないことでした。しかしその
ような自分達のために、イエスさまは命を
懸けて父なる神さまにとりなしをして下
さっていた、ということに弟子たちは後に
気が付いたのです。イエスさまの十字架が
自分のためだったと信じる時に、全てが許
され、神さまの愛を心から喜ぶことが出来
る、ということを知ったのです。
　私たちはいくら気落ちすることがあって

も、いくら大きな失敗をしても、それで神
さまに見捨てられることはありません。私
たちは、イエスさまが私たちのために十字
架に架かって下さったことを覚えて生きて
いくことが出来るのです。イエスさまが大
きな犠牲を払って下さったことに感謝をし
て歩んでいけるのです。
　ところが、パウロがいたコリントの教会
では、イエスさまに対して心から感謝する
ことが出来ない人たちがいました。食べ物
に困っている人が隣にいても自分は先にた
らふく食べたい、そんな衝動を抑えられな
かったのです。これは自分のことしか考え
ない、本当に悲しい姿です。イエスさまが
折角ご自身の命を差し出して下さったこと
を忘れてしまっているのです。
　神さまが望んでおられる人間の姿とは、
私たちが互いに愛し合うことです。誰か
困っていたら、そのことを悲しんで自分が
犠牲を払ってでも何とか助けてあげる、そ
のような生き方をして欲しいと神さまは
願っておられます。しかしコリント教会の
ある人たちは、それが出来ませんでした。
これは決して他人事ではありません。私た
ちもつい、そうなってしまうことがありま
す。困っている人がいても、その人が目に
入って来ないのです。あるいは入ってきて
も自分を優先してしまうのです。そういう
時こそ、救いようのない私たちのために命
を差し出して下さったイエスさまを思い出
すことが必要です。そうして救われたこと
を心から喜ぶ時に、イエスさまの十字架の
意味、またパンと杯の意味が分かるのです。
皆さんは、神さまに愛されていることをか
みしめて、おいしく食事をとって下さい。
そしてすくすくと大きくなって下さい。
 （常石召一）

《今週の暗唱聖句》
だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、
主の死を告げ知らせるのです。（コリントの信徒への手紙一 11章2６節）
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１１月１７日　コリントの信徒への手紙一 １１章１７節～３4節 【幼稚科】

主の晩餐

１．聖餐式について

※聖餐式についての理解は幼児には難しい
ものです。実際の聖餐式の時に、子ども
達が食べたがるなどして混乱しないよう
に、信者の保護者がいる子どもたちに
限った方が良いかもしれません。
※聖餐式が行われる週に、準備の様子や（可
能ならば）礼拝の中での式の様子を写真
に収めておくと良いでしょう。
※言葉づかいの上で、「化体説」や「象徴説」
的にならないよう気をつけたほうが良い
かもしれません。ただし、あまり神経質
になる必要はありません。

〈展開例〉

　・教会では毎月、大人の礼拝の中で「聖
餐式」をしています。

　・パンとぶどうジュースを牧師先生が分
けてくださって、みんなで食べる式で
す。

　・教会でイエスさまを信じていると約束
した人が食べることができます。

　・小さな子たちはもう少し大きくなって
から、イエスさまを信じる約束をした
ら、パンとぶどうジュースをたべるこ
とができます。

　・このパンとぶどうジュースは、イエス
さまとお食事をしたときのことを忘れ
ないように、今もイエスさまと一緒に
食事ができるようにイエスさまが約束
してくださった式です。

２．パンを分け合おう。

　聖餐式とは別に、今日の聖書箇所が示し
ている「食卓のあり方」を体験するゲーム
です。

　・先生がイエスさま役になり、子どもの
うちの一人にパンのカードを2枚渡し
ます。

　・渡された子どもは、カードを持ってい
ない他の子どもに、パンのカードを分
けてあげます。

　・分けられた子どもは先生のところに
カードを持ってきます。

　・先生は1枚カードを持っている子ども
にもう1枚カードを渡し、2枚にしてあ
げます。

　・もらった子どもが次々と他の子どもに
カードを分けることで、みんながいっ
ぱいのパンのカードを持つことができ
ます。

 パンのカードの例
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１１月１７日　コリントの信徒への手紙一 １１章１７節～３4節 【小学科上級・中学科】

主の晩餐

１．Ⅰコリント11：17～22を読みましょう。

①パウロが指摘した、コリントの教会の問題点は何でしたか？

２．Ⅰコリント11：23～26を読みましょう。

①「主の晩餐」とは、何ですか？

②マタイ26：26～29も読みましょう。イエスさまは、このときどんな状況でしたか？

③何のために、今でも教会で聖餐式をするのですか？

３．Ⅰコリント11：27～34を読みましょう。

①「ふさわしくないままで」とは、どういうことですか？　どうすることが、主の晩餐に
ふさわしいのでしょうか？

②わたしたちが礼拝や聖餐式のために教会に集う時、何が大切ですか？
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１１月２４日　コリントの信徒への手紙一 １３章１～１３節 【解説と黙想】

もっとも偉大な愛

　この手紙の宛先であるコリントの教会
は、互いのそしりや不道徳、分派争いなど
の問題があり、キリストにある平和の一致
を保つことが困難な状況にあった。キリス
トにある交わりでありながら、一致出来な
いという、この世と神の国と対立する現実
が初期教会の中にもあったのである。コリ
ントの信徒たちが直面した問題は、キリス
トにある一致を拒む罪の現実と、この世の
試みの強さを私たちに教える。
　使徒パウロはコリントの信徒への手紙一
13章13節で、信仰、希望、愛という、教会
における三つの柱を教える。使徒パウロは
これらの３つの柱の中で、最も大いなるも
のが「愛」であることを強調する。この御
言葉は、主にある民が何によって一致して
いるかを思い起こさせるものである。「愛
の賛歌」と呼ばれるこの御言葉は、主にあ
る交わりにおける「愛」の具体的なかたち
を教える。同時に愛の賛歌は、私たちの現
実がいかに愛することに貧しいかを教え
る。たとえば、４～７節の「愛」の部分に
「自分」と入れて、自信をもって朗読する
ことの出来る人がいるであろうか。自らの
力で愛することの困難な、罪の現実がある。
それにも関わらず、神の教会であり、キリ
ストの集会であるものは、この世のものと
同じではない。神の教会の柱となるのは、
神の愛である。教会の一致は自らの力では
なく、キリストの十字架に示された神の愛
により頼むことによって、実現するのであ
る。
　神の愛は、具体的なものとして私たちに

示されている。主イエスは、神の民の生き
る規範である十戒を、心を尽くし、精神を
尽くし、力を尽くし、思いを尽くして、わ
たしたちの神である主を愛することと、わ
たしたちの隣人を自分自身のように愛する
こと、と要約した。イエス・キリストの愛
は自己をささげ、献身し、仕える愛である。
その愛は十字架に具体的に表されている。
使徒パウロは、「キリスト・イエスに結ば
れていれば、割礼の有無は問題ではなく、
愛の実践を伴う信仰こそ大切です」（ガラ
テヤの信徒への手紙５章６節）と、主にあ
る兄弟姉妹にキリストにある一致と、愛の
実践を勧める。ハイデルベルク信仰問答問
55は、聖徒の交わりについて、全ての信徒
が群れの一部として、主キリストと全ての
賜物が与えられていること、信徒がこの賜
物を、他者の益と救いのために、自発的に
用いる責任があることを教えている。神の
愛に生きる者は互いに愛する者へと変えら
れるである。愛の交わりの初めは、キリス
トを通して与えられた神の愛を受けること
にある。
　私たちの教会生活においても、互いに愛
し合うことの困難な現実がある。聖徒の交
わりにおいて、愛の一致が試みられるとき、
私たちがなすべきは、主なる神が、与えて
下さったキリストにある罪の赦しと、互い
に愛しあうことへの促しである。互いに愛
する者としての成長を祈り求めることこ
そ、神が私たちに求めていることであ
る。  （長谷部真）

《参照聖句》 マタイによる福音書２５章４０節、
《教理問答》 子どもと親のカテキズム　問５９、ハイデルベルク信仰問答　問５５, １１４ 
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１１月２４日　コリントの信徒への手紙一 １３章１節～１３節 【説教展開例】

もっとも偉大な愛
◇…………………………………………… 単元のねらい ……………………………………………◇

　主イエス・キリストに招かれた教会は、神の国の完成のために歩んでいる。その神の国の完成、
教会の一致のために、神を堅く信じること、希望からそれないこと、そして愛することという、
三つの柱があることを確認する。主イエスは、「心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽くして、
あなたの神である主を愛しなさい」と十戒を要約され、神と隣人を愛する生活こそ、神さまに従
う歩みであることを確認する。神の愛の深さを確認すると同時に、私たちの現実がどれだけ愛か
ら離れているかを知り、私たちは神さまが示してくださった、イエス・キリストの十字架という、
神さまから示された愛に頼る道が与えられていることを確認する。私たちの教会生活、信仰生活
の中心には、主なる神さまの示された完全な愛があり、その神さまの深い愛に委ねたとき、キリ
ストにある平和の一致が実現することを確認する。

「もっとも大切なこと」

　皆さんは、「愛」という言葉を聞いて何
を思い浮かべるでしょうか？家族を大切に
すること、誰かを好きになること、大切に
すること、困っている人に優しくしてあげ
ること、お互いを思いやること、弱い立場
にいる人たちに仕えること、仲良くするこ
と。聖書の御言葉に示された神さまの愛は、
教会にとって、最も大切な恵みです。イエ
スさまが教えてくださった十戒の要約は、
「心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽く
して、あなたの神である主を愛しなさい」
でした。神さまが従う、私たちに命じられ
たのは、「神さまと隣人を愛する」という
ことです。

　今日の御言葉の13節で、パウロさんは教
会でとても大切にすべき３つのことを教え
ています。一つ目は、神さまを確かに信じ
る信仰です。二つ目は、神さまが与えてく
ださった希望から離れないこと、そして三
つ目は、神さまと人とを愛することです。
しかもそれだけではありません。これら三
つの大切にすべき柱の中で、もっとも偉大
なのは「愛」である、とはっきり教えてい

ます。第一コリント13章は、「愛の賛歌」
と呼ばれています。パウロさんは、コリン
トの教会の人たちに、「愛」とは何かを詳
しく教えています。

　パウロさんが愛について教える必要が
あったのは、コリントの教会の人たちの間
にあったたくさんの問題があって、教会の
交わりに平和が無かったからです。コリン
トの教会の人たちは、パウロさんから神さ
まの愛について教えてもらっていました。
しかし教会の中で、愛を実践しようとした
とき、彼らはお互いに仲良くすることが出
来ませんでした。自分とは違う考えの人た
ちや、お互いの出身の違いのために交わり
の中で仲良く出来ず、考え方のすれ違いの
ために、お互いを無視したり、神さまが命
じた掟を無視して、自分勝手に生活してい
る人がいたり、教会の中でグループを作っ
て、一つである教会が分かれそうになるな
ど、キリストに招かれたにもかかわらず、
一つの交わりとして仲良くすることが出来
ませんでした。
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　私たちもまた、神さまと隣人を愛するこ
とが難しい状況に出会うことがあります
ね。学校の友だちや、兄弟、時には教会の
人との間にも私たちの隣人との間に、仲良
くできずに対立することがあります。イエ
スさまが「隣人を自分のように愛しなさい」
と命じられたのに、私たちは愛から離れて
しまっている、ということがあります。私
たちは愛からどれだけ近くいるでしょう
か？　たとえば、コリントの信徒への手紙
一13章４～７節にある、「愛」という言葉
を「わたし」という言葉に置き換えてみて
ください。「わたしは忍耐強い。わたしは
情け深い。わたしは自慢せず、高ぶらない」。
自分の現実と、パウロさんの言葉との間に、
隔たりはないでしょうか？　私たちは自分
の力で隣人を愛そうとするとき、そこには
限界があることに気づかされます。

　そのような私たちが、「隣人を愛する」
ためにはどうしたら良いでしょうか？その
ためには先ず、主なる神さまの愛を受ける
ことです。神さまが既に示してくださった
愛を受け取ることですね。愛する、とは具
体的な行いです。神さまは、ご自分の愛を
もっともよく示すために、イエス・キリス
トの十字架の愛を示してくださいました。
人々に仕え、自分自身をささげられた十字
架は、神さまの愛が示された出来事です。

　それでは私たちが隣人を愛するために
は、どうすれば良いでしょうか？それは、
私たち一人一人が、神さまに与えられた大
きな恵みを知ることですね。神さまは、イ
エスさまという一番大切な独り子をお与え
下さいました。それは私たち一人一人が救
われるためですね。神さまの愛はイエスさ
まの十字架に示されています。

　神さまは、イエスさまと、イエスさまを
通して与えられるたくさんの恵みを、教会
に集まる一人一人に与えてくださいまし

た。そして神さまは教会に集まる私たちが、
与えられた恵みを、他の人のために用いて
ほしいと願っておられます。しかも、誰か
から強制されるのではなく、私たち一人一
人が自分から用いてほしいと願っておられ
ます。私たちがお互いに愛することが出来
るように、見本を見せてくれたのが、イエ
スさまですね。イエスさまは弟子たちを、
そして苦しみ悲しんでいる人たちを愛しま
した。イエスさまの眼差しは、愛にあふれ
ています。

　罪ゆえに、互いに愛することに貧しいわ
たしたちに、パウロさんは、愛するとはど
のようなことかを教えています。先ほどふ
れたコリントの信徒への手紙１３章で、パ
ウロさんは愛の具体的な行動を記していま
すね。私たちは互いに愛し合うことすら、
難しいものです。そのような私たちをイエ
スさまは愛してくださいました。イエスさ
まは、互いに愛することの出来ない私たち
の罪を背負って、十字架にかかって下さい
ました。そのイエスさまを通して与えられ
た神の愛を、私たちが受け取って、神さま
の愛を確かめていく中で、私たちもまた、
隣人を愛する者へと成長することが出来ま
す。教会に招かれた私たち一人一人は、神
さまからイエスさまと、全ての賜物が与え
られています。

　イエスさまに招かれた私たちは、神さま
から大きな愛を注がれています。私たちが
その愛に満たされたとき、私たちも互いに
愛する者へと変えられていきます。それこ
そが、教会にキリストの平和を実現するた
めにもっとも必要なことです。信仰、希望、
愛、この三つは教会の中でいつまでも残る
大切な柱です。その中でもっとも偉大なも
のが、愛ですね。お互いに愛せない、と思っ
たとき、イエスさまがどのように私たちを
愛してくださったかを思い出してみてくだ
さい。 （長谷部真）

《今週の暗唱聖句》
それゆえ、信仰と、希望と、愛、この三つはいつまでも残る。その中で最も大いなるも
のは愛である。（コリントの信徒への手紙一１３章１３節）
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１１月２４日　コリントの信徒への手紙一 １３章１節～１３節 【幼稚科】

イエスさま、たくさんの愛を、ありがとう

１．「今日は、愛について学びましょう。

聖書は、語ります」（紙に書いて見せる）
　「神さまは、イエスさまという、一番大
切なひとり子を、与えて下さいました。そ
れは、わたしたち一人ひとりが、罪から救
われるためです。イエスさまは、わたした
ちの代わりに、十字架におかかりになり、
死んでくださいました。これにまさる愛は
ありません。イエスさまをくださるほどに、
神さまはわたしたちを愛してくださいま
す。このことをいつも思い出して、「神さ
まの愛をみんなにもわけてあげるこども」
になりましょう。」

２．さんび「しゅわれをあいす」

　みんなで手をつないでうたいましょう。

３．いのり

　＊ 御言葉は、Eugene H Peterson, The Message 
を参考に私訳
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１１月２４日　コリントの信徒への手紙一 １３章１節～１３節 【小学科上級・中学科】

もっとも偉大な愛

１．Ⅰコリント13章１～３節を読みましょう。預言の賜物や、知識や信仰は、それだけで
価値のあるものでしょうか。

２．人のために財産や命を犠牲にすることは、「何をもって」するべきだと言っていますか。

３．Ⅰコリント13章４～７節を読みましょう。ここに出てくる「愛」を「私」に置き換え
てみましょう。

４．３．で「私」と「愛」に隔たりがあると感じた場合、それはなぜか考えてみましょう。
ガラテヤ５章６節も読んでみましょう。

５．Ⅰコリント13章８～13節を読みましょう。「完全なもの」とは何のことでしょうか。

６．「成人したとき、幼な子のことを棄てた」とはどういう意味ですか。マタイ25章40節
も読んでみましょう。

７．鏡におぼろに映ったものをはっきりと見ることができるのはいつですか。またこれは
何のことを言っていると思いますか。

８．パウロは、「いつまでも残る」のは何だと言っていますか。その中でもっとも大いな
るものは何ですか。教会の中でこれらを生かしていくにはどうしたらよいか、考えてみ
ましょう。
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１２月１日　マタイによる福音書２４章３６～４４節 【解説と黙想】

目を覚ましていなさい

　マタイによる福音書24章は神殿崩壊（こ
のことは歴史の中で紀元70年に起こった）
について語ることから始まりますが、章の
終わりの光景は、終末、そして主の来臨が
語られています。つまり終りについての教
えがまとめられています。今回の箇所（36
～44節）は主が来臨される時に備えて目を
覚まして生きるというキリスト者の生き方
が語られています。
　36節では、主の来臨の時について述べら
れています。その日、その時は誰も知らず、
ただ神だけが御存知なのです。
　37～39節ではノアの箱舟が例としてとり
あげられています。ノアの洪水の時、人々
はノアが箱舟に乗るその日まで、飲んだり、
めとったり、とついだりしていました。彼
らは洪水の前兆を知らなかったのではあり
ませんでした。洪水の前からノアが箱舟を
作ることによって洪水の警告はされていた
のです。ですが、彼らはその警告を信じな
かったのです。このノアの譬えはマタイ
24：３～14の終わりの徴の事柄とつながっ
ています。「その日、その時」は父だけが
ご存知ですが、その日来る予兆と前兆は知
らされるのです。主の警告を、目を覚まし
て聞き続けることが求められています。
　40, 41節では終末を待ち望む責任が一人
一人にあることを教えています。「そのと
き、畑に二人の男がいれば、一人は連れて
行かれ、もう一人は残される。二人の女が

臼をひいていれば、一人は連れて行かれ、
もう一人は残される」少し残酷に思うかも
しれませんが、信仰は最終的に個人的な問
題になるのです。神の御言葉を信じる者は
天へ導かれるのです。
　42～44節の言おうとしていることは、37
～39節のノアの箱舟の例と類似していま
す。盗人が来ることが分からないので不安
である、ということではなく、分かってい
るからこそ、用意することができるという
ことです。「その日、その時」はいつなのか、
私たちには分かりません。それは盗人のよ
うに思いがけない時に襲って来ます。です
が、来ることは分かっています。その備え
を私たちは求められているのです。
　全体を以下の三点にまとめることができ
ます。①主の来臨の時は神だけが御存知で
あるということ。②神のみ御存知であるか
らといって、神が何も示しておられずに「そ
の時」が起こるのではないということ。神
は終末が近い徴を与えてくださるので、そ
の警告に聞き続けることが求められてい
る。③終末を待ち望む責任は一人一人に問
われているということ。
　子どもたちに終末のことを伝えること
は、難しいかもしれません。現実の日常生
活の中で、「今」、神さまを見続けるという
「目を覚ましている」生き方をお話するこ
とが求められます。 （高内信嗣）

《参照聖句》 創世記６章１１～１３節、イザヤ５４章９節、２ペトロ２章５節
《教理問答》 子どもと親のカテキズム　問３９
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１２月１日　マタイによる福音書２４章３６～４４節 【説教展開例】

目を覚ましていなさい
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　終末のことは難しい事柄かもしれない。だが、今、現在の私たちの信仰と深く結びついている。
主イエスの「目を覚ましていなさい」という言葉は、私たちが今、神さまの御存在と私たちに与
えてくださった救いを見続けることである。いつも神の愛を見つめて生きるということをこの単
元で確認する。

「神さまを見つめる目を開ける」

　今日の聖書の言葉の中で「目を覚まして
いなさい」という言葉が出てきましたね。
イエスさまはよくお弟子さんたちや大勢の
人々に「いつも目を覚ましていなさい」と
言われました。みなさんはどれくらい連続
で起き続けたことがありますか？　私はせ
いぜい40時間くらいかな？　それ以上は無
理でした。そして、ずっと寝てないとすご
い頭が痛くなってふらふらになるんです
ね。いつも目を覚まして生活することは不
可能です。でも、ここでイエスさまが言お
うとしていることは、ずっと眠らないでい
なさいということではありません。みなさ
ん、睡眠はしっかりとってくださいね。イ
エスさまがおっしゃっているこの「目」は
「神さまを見る目」ということです。「目を
覚ましていなさい」とは「神さまを見つめ
る目を開けていなさい」、「神さまを見続け
ていなさい」と言う意味ですね。
　人間の集中力って短いなと、ふと思うこ
とがあります。私は全然、集中力がありま
せん。勉強していても、別の勉強がしたく
なるし、漫画やゲームがしたくなります。
同じように、私たちも神さまのことを考え
ていても、違うことを考えてしまうのだと

思います。ぼーっとして神さまを忘れてし
まうことが良くあります。そのような私た
ちにイエスさまは「目を覚ましていなさい」
とおっしゃるのです。
　みんなはこの世界に終わりが来るって信
じているかな。世界の終わりのことって、
多くの人が興味を持っているみたいなの
で、昔から、ずっと、いつ・どんな時に、
世界が終るかという研究が続けられてきま
した。たまに、ツイッターを見ると「明日、
世界が終る」っているツイートが出てくる
ことがありますね。今まで、そのような終
りの日の予測が続けられてきましたし、「明
日、世界が終る」という声も何度もささや
かれてきましたが、結局、今も、世界は続
いていますね。イエスさまは本日の箇所で、
「その（終末）時は、父だけが御存知である」
とおっしゃいました。そのことは神さまだ
けが御存知なんですね。でも、その日がい
つ来るか分からないので、ボケ～と生きて
いけばいいということではありませんね。

　みなさんは、旧約聖書にあるノアさんの
物語を読んだことはありますか。お父さん、
お母さんからお話を聞いたり、紙芝居や聖
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書の漫画で読んだことがあるかもしれませ
ん。ノアさんが生きていたころ、人間は好
き勝手に行動し、神さまを信じずに生活し
ていました。このような人々の生活をみて、
神さまは心を痛められ、地上から人々を拭
い去ろうとお考えになられました。しかし、
ノアさんだけは正しい方で、純粋に神さま
を信じる方でした。神さまは、ノアさんだ
け、大きな舟を作ることをお命じになられ、
ノアさんの家族を救おうとされたのです。
こうしてノアさんは神さまが洪水を起こす
まで、一所懸命、箱舟を作りました。
　本日の聖書の箇所でイエスさまはこのよ
うにおっしゃっていましたね「洪水になる
前は、ノアが箱舟に入るその日まで、人々
は食べたり飲んだり、めとったり嫁いだり
していた。そして、洪水が襲って来て一人
残らずさらうまで、何も気がつかなかっ
た」。
　ノアさんが生きてきたころの人たちは、
洪水が来るまで、好き勝手に行動して、神
さまを裏切って生きていました。洪水が来
るまで、何も気づかなかったのです。でも、
何も警告がなかったわけではありませんで
した。ノアが箱舟を作っていた時も、その
工事が行われていることを人々は見ていた
わけでありますから、洪水が来ることは、
全く、伏せられていたわけではありません
でしたね。ですが人々は神さまを見ずに、
洪水が来るまで、自分勝手に生きてしまっ
たのです。

　イエスさまが来られる「時」は、いつに
なるのか、それは神さまだけがご存知です。
ですが、イエスさまはその「時」が来ると
おっしゃっています。その「時」が来るこ
とは、間違いないのです。

　さて、みなさんは、大好きな友だちに久
しぶりに会うと嬉しいでしょう。夏休みや
冬休みが終わって、新しい学期になったと
き、「ああ、今日から学校かあ～」と思い
ながらも、久しぶりに友だちに会えること
が私は嬉しかったです。「終りの日」と聞
くと何か怖いことを考えるかもしれませ
ん。ですが、イエスさまが言う、「その日」
とは私たちにとっては恐ろしい日ではあり
ません。イエスさまがこの世に来てくださ
るのですから！　私たちにとってそれは嬉
しい日です。もし、私たちが久しぶりに会っ
た友だちのことを忘れていたら、友だちは
悲しむと思いますね。イエスさまも同じで
す。イエスさまも「わたしのことを忘れな
いで」と思っています。「いつも、目を覚
ましていなさい」と生きていくということ
は、私たちがイエスさまのことを忘れずに、
イエスさまとお会いする日を、心高まりな
がら、どきどきとお待ちするということで
す。イエスさまは私たちを愛してくださり、
私たちのために命を投げ出された方です。
イエスさまも、愛している私たちの下へ来
られることを喜んでおられます。
 （高内信嗣）

《今週の暗唱聖句》
だから、あなたがたも用意していなさい。人の子は思いがけない時に来るからである。
 （マタイによる福音書２４章４４節）
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１２月１日　マタイによる福音書２４章３６～４４節 【幼稚科】

目を覚ましていなさい

〈ねらい〉

　クリスマスの準備をする季節が始まりま
す。クリスマスの喜びをすでに知っている
幼子に向けて語ります。突然、クリスマス
当日が来るのと、準備をして待ち続けると
では、当日のよろこびの度合いは比べられ
ません。その類比を用いて、説明します。
また、再臨を待つ喜びとは、今ここで主と
共に生きることの喜びを知っている人にの
み与えられるものです。子どもたちに、イ
エスさまがいつもいっしょにいてくださる
ことを第一に伝えたいと思います。それに
よって、待つ力と祝福は私たちのものとさ
れるからです。

〈展開例〉

　今日は、日曜日です。日曜日には教会が
あります。今日が日曜日だと、いつ、分か
りましたか。今朝、起きて、ご飯を食べて
いるとき、「今日は、教会に行く日ですよ」
と言われましたか。昨日、「明日は教会で
すよ、準備をしましょう」と言われました
か。
　どちらが、わくわくしますか。待ち遠し
くなりますか。教会が楽しいお友だちであ
れば、今日の朝に、「エッ、今日は教会な
んだ」とは思わないと思います。土曜日や、
早ければ金曜日から「もうすぐ日曜日だ、
教会だね」と思うでしょう。
　12月に入りました。クリスマスが近づき
ました。今年は22日が降誕祭です。今から、
準備しましょうね。そうすると、それまで
の一日一日が特別にキラキラしてきます

よ。待っていることは、楽しいのです。
　イエスさまは、「ちゃんと待っていてね」
と、繰り返し語られました。「私は、あな
たに見える形で会いに行くから、その日、
その時を待っていなさい」と。
　ただし、イエスさまは、会いに来てくれ
るその大切な日を、一度も教えて下さいま
せんでした。なんども、「待っていなさい」
とおっしゃったのですが、肝心のいつ、ど
こでとは教えてくれなかったのです。
　「えー、それでは、待っていてもつまら
ない。待ってなんかいられない！」って思
うでしょうか。たしかにそうですね。
　でも、イエスさまは、一つのことを求め、
約束して下さいました。それは、「日曜日
には教会に来て、礼拝してごらんなさい。
そうしたらわたしと会えるよ。」と。
　先生は、日曜日を楽しみに待っています。
○○ちゃんに会えるし、イエスさまを礼拝
することでイエスさまにお会いできている
からです。
　待つことは、うれしいこと。クリスマス
がやって来ます。かならずやって来ます。
待っている人は、待っていない人の何万倍
も楽しい毎日を過ごせます。みんなで、待っ
ていましょう。

〈やってみよう〉

　・アドベントカレンダーをつくる。
　・アドベントクランツをつくる。
　「アドベントの楽しみ方」で検索すると
さまざまなことが紹介されています。
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１２月１日　マタイによる福音書２４章３６～４４節 【小学科上級・中学科】

目を覚ましていなさい

１．マタイによる福音書24章36～41節を読みましょう。「その日、その時」は何のことを
表していますか。またそれをご存知なのは誰でしょうか。

２．ノアの時に人々は何も気づかなかったとありますが、知らないで洪水がきたのか、そ
れとも知っていたけれども気づかずにいたのかどちらだと思いますか。創世記６章11～
13節も読んで考えてみましょう。

３．「一人は連れて行かれ、もう一人は残される」とはどういう意味でしょうか。

４．マタイによる福音書24章42～44節を読みましょう。「目を覚ましていなさい」とは何
に備えることだと思いますか。

５．「人の子は思いがけない時に来る」ため、私たちは日頃どんなことを心がけるべきでしょ
うか。
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１２月８日　マタイによる福音書３章１～１２節 【解説と黙想】

洗礼者ヨハネ

　洗礼者ヨハネの母エリサベトと主イエス
の母マリアは「親類」であり、マリアは受
胎告知の後にエリサベトのもとを訪れてい
る。（ルカによる福音書１章36節）。ヨハネ
と主イエスも、顔なじみであったかもしれ
ない。
　洗礼者ヨハネは主イエスのことをはっき
りと「わたしよりも優れた方であり、わた
しは、履物をお脱がせする値打ちもない」
（マタイ福音書３章11節）と人々に告げて
おり、自分の働きをよくわきまえていた。
彼の働きは、「主の道を整え、その道筋を
まっすぐにすること」であった。彼は、主
イエス以前の最後の預言者であり、主イエ
スの表現によれば「預言者以上の者」であ
る（マタイ福音書11章９節）。
　彼は人々に「悔い改めよ。天の国は近づ
いた」と宣べ伝えた。主イエスの宣教の開
始にも同じ言葉が記されている（マタイ福
音書４章17節）。洗礼者ヨハネに与えられ
た働きは「主の道を備える」ことであり、
主イエスは「主」ご自身であるが、二人の
宣教は明確に同一線上にあることがわか
る。
　彼は人里離れたところで、変わった生活
をしていた。そこに、「エルサレムとユダ
ヤ全土、ヨルダン川沿いの地方一帯」から
大勢の人々がヨハネのもとを訪れた。ヨハ
ネは、特にファリサイ派やサドカイ派の
人々に向かって厳しい言葉を発したようで

ある（マタイ福音書３章７～10節）。血縁
によって「アブラハムの子孫」であるとい
うことが神の怒りを免れる根拠ではなく、
それぞれの悔い改めの必要を説いた。
　「悔い改める」という言葉は、「立ち返る」
ということである。ユダヤ人たちは神に特
別に選ばれた人々であったが、神に対して
罪を犯し、神の元から離れた状態にあった。
ユダヤ人のみならず、人間は神によって創
造された者である。しかし、アダムの罪以
来、神のもとから離れて歩む性質を帯びて
いる。私たちは自分たちの罪を認めて、神
のもとに立ち返らなければならない。神か
ら離れて歩むところに本当の平安はない。
しかし、罪という性質によって生じている
人間と正しい神との間の亀裂は深刻な大き
さである。人間が神の側に上っていきその
亀裂を埋めることはできない。
　神ご自身が降りてきてくださり、その罪
を一身に背負うことにより、人間と神との
関係は正される。そのために主イエスがこ
の地上に人として来られ、それを祝うのが
クリスマスである。
　また、「悔い改め」は日々なされなけれ
ばならないものでもある。それは、毎日毎
日、主イエスとの関係で罪を見つめ続ける
ということへと促される。
　ヨハネの「悔い改めなさい」という言葉
は、同時に、救い主の必要性を私たちに教
える言葉である。 （大宮季三）

《参照聖句》  マタイによる福音書１１章１～１７節、ルカによる福音書１章２６～４５節
《教理問答》 子どもと親のカテキズム　問２０～２８



No.75� 教会学校教案誌

— 81 —

１２月８日　マタイによる福音書３章１節～１２節 【説教展開例】

洗礼者ヨハネ
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　洗礼者ヨハネは「悔い改め」の必要を人々に告げた。私たちは、イエスキリストによって、悔
い改め、神のところに立ち返る信仰生活を歩みたい。

「悔い改める」

　聖書には「ヨハネ」という人が何人か出
てきます。今日出てくる「ヨハネ」は洗礼
者ヨハネと言います。洗礼者ヨハネはイエ
スさまの親戚です。もしかすると二人は、
小さい時から一緒に遊んだことがあったか
もしれませんね。イエスさまは洗礼者ヨハ
ネのことを「燃えて輝くともし火であった」
（ヨハネによる福音書５章35節）とおっしゃ
いました。洗礼者ヨハネは、「輝く火」の
ような働きを神さまから与えられた人だっ
たのですね。先ほど読んだ聖書の箇所には、
洗礼者ヨハネがどのような生活をして、そ
のようなことを人々に伝えたのかが記され
ていました。

　洗礼者ヨハネは人が住むところから離れ
た「荒れ野」で生活していました。そして、
「らくだの毛皮」の服を着ていました。そ
して、「いなごと野蜜」を食べていたと書
かれていましたね。洗礼者ヨハネはかなり
変わった生活をしていたようですね。
　人が住んでいない「荒れ野」で変わった
生活をしていた洗礼者ヨハネですが、たく
さんの人がここにやってきたのですね。彼
らは何を聞いて、何をしたのでしょうか？　
ヨハネは10節でこういうことを言っていま
すね。「斧は既に木の根元に置かれている」

斧が木のすぐ近くにあり、いつ木が切り倒
されて火に投げ込まれてもおかしくないそ
ういう状況だと。神さまが嫌うことを自分
たちがしてしまった罪があって、その罪に
対する罰を受ける時がもうすぐそこに近づ
いている。そして洗礼者ヨハネは「悔い改
めなさい」と、人々に伝えました。「悔い
改め」を伝えることが、洗礼者ヨハネに与
えられた働きでした。
　「悔い改める」という言葉は少し難しい
言葉ですが、とっても大事な言葉です。イ
エスさまも、働きを開始されるときに、「悔
い改めなさい」という言葉を最初に人々に
おっしゃいました。「悔い改める」という
言葉の意味は、「神さまのところへ帰る」
ということです。神さまが嫌うことをして
しまう状態は、神さまから離れてしまって
いますね。そこから神さまのところに帰ら
なければならない、と洗礼者ヨハネは人々
に伝えたのでした。
　ヨハネの話を聞いていた人々は、ユダヤ
人ですね。彼らは、神さまから特別に選ば
れた人たちのはずでした。しかし、神さま
から離れていってしまった人たちでもあり
ます。神さまが嫌うことをたくさんしてし
まいました。だから、「悔い改めなさい」「神
さまのもとに帰りなさい」と洗礼者ヨハネ
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は、人々に伝えたんですね。

　そして、ヨハネの話を聞いて、　たくさ
んの人たちが、「悔い改め」て「洗礼」を
受けました。
　私たちもまた、神さまのもとに帰る必要
があります。それはなぜでしょうか？それ
は、私たちが神さまに作られたからです。
お祈りの時に「天の父なる神さま」と最初
に言いますね？　私たちはみんな、お母さ
んから産まれてきますが、本当の親は、天
の神さまです。
　だから、私たちは天の神さまのところに
行かなければ迷子のようなものです。迷子
の子が、公園で遊んでたとしても、心配で
心配で楽しく遊ぶことはできません。
　私たちは、神さまのところに帰らなけれ
ばなりません。しかし、神さまが嫌うこと
をしてしまう私たちは、その罰を受けなけ
ればなりません。神さまが嫌う「罪」をな
んとかして頂かなければなりません。そう
でなければ、神さまのところに帰ることは
できません。そして、私たちは罪を犯し続
けてしまいますから、自分の力でなんとか
することはできません。どうすればよいの
でしょうか？　
　私たちが神さまのところに帰るために、
神さまはあることをしてくださいました。

それは何でしょうか？　そうですね、イエ
スさまをこの世に遣わしてくださったんで
すね。もうすぐ迎えるクリスマスは、私た
ちのために遣わされたイエスさまをお祝い
する日ですね。神さまの前に犯した罪をイ
エスさまの十字架によって赦していただい
て、私たちは神さまのもとに帰り、神さま
のところで生きるのですね。

　イエスさまが生まれる随分前から、神さ
まの言葉を受けた預言者と呼ばれる人たち
は「救い主が来る」という預言をしてきま
した。そしていよいよ、イエスさまという
救い主が来られる直前に登場したのがこの
洗礼者ヨハネという人でした。
　私たちが神さまの元に帰るたった一つの
道がイエスさまです。神さまが嫌われる
「罪」を私たちはイエスさまによって赦し
ていただくことができます。そして、神さ
まのところに帰っていくことができます。

　この「悔い改め」は一回すればもうしな
くてもよいのではありません。毎日毎日、
私たちはイエスさまによって悔い改めて、
神さまのところに帰るのですね。神さまの
ところに帰り続けて、神さまのもとで新し
い一週間を過ごしてまいりましょう。
 （大宮季三）

《今週の暗唱聖句》
悔い改めよ。天の国は近づいた。（マタイによる福音書３章２節）
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１２月８日　マタイによる福音書３章１節～１２節 【幼稚科】

洗礼者ヨハネ

クイズ：洗礼者ヨハネってどんな人？　

　Q １． ヨハネは、①何を着ていましたか？　②何を食べていましたか？　③どこで洗
礼を授けていましたか？

　Q ２．ヨハネが言ったことばは、どれですか？　†マタイ3：2
　　「悔い改めよ。天の国は近づいた」
　　「荒れ野で叫ぶ者の声がする」
　　「我々の父はアブラハムだ」
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１２月８日　マタイによる福音書３章１節～１２節 【小学科上級・中学科】

洗礼者ヨハネ

１．マタイによる福音書３章１～６節を読みましょう。洗礼者ヨハネはどこで、何と言っ
ていましたか。また彼はどんな様子で、どんな生活をしていましたか。

２．ヨハネは預言者イザヤによって何と言われていましたか。

３．人々はどんな所からやって来て、彼のもとで何をしましたか。また、それは何のため
に行なわれたのでしょうか。

４．マタイによる福音書３章７～12節を読みましょう。ヨハネはファリサイ派やサドカイ
派の人々に何と言いましたか。何を意図して彼はそう言ったのでしょうか。

５．ヨハネはまた、神さまとイエスさまについても述べています。それぞれ何と言ってい
ますか。

６．全体を通して、彼の役割は何だと思いますか。彼が伝えたかったことは何でしょうか。
マタイ11章１～17節も読んでみましょう。
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１２月１５日　マタイによる福音書１１章２～１１節 【解説と黙想】

洗礼者ヨハネとイエス

　マタイによる福音書における洗礼者ヨハ
ネに関する記事の２つ目。
　前週のマタイ３章において、人々に天の
国について宣べ伝え、洗礼を授けていたヨ
ハネであったが、捕えらえ、牢に入ってい
た（マタイ4：12）。ヨハネを捕らえたのは、
ヘロデ大王の息子ヘロデ・アンティパス。
彼は結婚していたが、兄弟フィリポの妻ヘ
ロディアを愛し、妻とした。これが律法違
反（レビ18：16）であったので、ヨハネは
ヘロデ夫妻を非難した。その結果、彼らの
怒りにふれ、捕えられてしまった（マタイ
14：1～12参照）。
　すでに主イエスに出会い、「見よ、世の
罪を取り除く神の小羊だ」（ヨハネ1：29）
と救い主メシアの到来を認めていた洗礼者
ヨハネであったが、今日の箇所で「来るべ
き方は、あなたでしょうか。それとも、ほ
かの方を待たなければなりませんか」（3節）
と、自らの弟子を通して、主イエスに質問
したのは、福音書の中で最も大きな謎の一
つとされる。代表的な見解は、以下の３つ。
①ヨハネは捕囚の苦しみの末に信仰を捨て
た。②ヨハネの信仰は全く揺らがなかった
が、ヨハネの弟子たちが不信仰であったた
め、彼らにキリストを信じさせるために質
問させた。③報告された主イエスの姿が、
ヨハネのメシア観（裁きのメシア）と異なっ
ていたために質問した。ヨハネは、メシア
の裁きがヘロデ夫妻を裁き、捕囚の義人で
ある自分を救ってくれるものと期待してい
た。しかし、主は愛と憐れみのわざばかり
をして、裁きを行わない。つまり、ヨハネ
はメシアであることを疑わなかったが、メ

シアの性質を考え違いしていたためにしび
れを切らして質問した。
　私見では、ヨハネはイエスのメシア性を
疑っていたわけではないが、やはり捕囚の
苦しみの故に信仰が弱まっており、精神状
態が良くない中で弟子たちに質問させたと
考える。つまり、彼はメシアであることが
分かっていながらも、信仰の確信のために
質問した。
　主イエスはそのような状況にあるヨハネ
に対して、「目の見えない人は見え、足の
不自由な人は歩き、重い皮膚病を患ってい
る人は清くなり、耳の聞こえない人は聞こ
え、死者は生き返り、貧しい人は福音を告
げ知らされている」（5節）と答えられた。
これはイザヤ書（下記参照）にあるメシア
預言の言葉。主イエスはこの預言が御自身
の御業によって成就していることを示す。
つまり、主は自らがメシアであることを語
り、そのことによって、苦しみの内にある
ヨハネを励まされた。
　「貧しい人」とは、イザヤ61章で使われ
る言葉で、「苦しむ人、迫害される人」の
こと。５節のすべての内容は「貧しい人は
福音を告げ知らされている」にまとめられ
る。イエス・キリストは、様々な苦しみの
状態にある人々に対して、それぞれに必要
な福音を告げ知らせてくださるのである。
「つまづく」（6節）とは「信仰が挫折する」
という意味。主イエスは、今まさに、獄中
で苦しみ、信仰が弱くなっていたヨハネに
対して、御言葉をもって、励ましと慰めの
福音を告げ知らせてくださったのである。
 （佐野直史）

《参照聖句》  イザヤ３５章５，６節、６１章１～４節、ルカ４章１６～２１節
《教理問答》 子どもと親のカテキズム問２９～３３、
 ウェストミンスター小教理問答　問２３～２６
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１２月１５日　マタイによる福音書１１章２節～１１節 【説教展開例】

洗礼者ヨハネとイエス
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　待降節第３主日は「喜びの主日」。先駆者ヨハネは、前週マタイ３章でキリストに出会い、喜
びに満たされていたと思われるが、ヘロデに捕らえられ、牢で苦しみ、その喜びを失いつつあっ
た。主イエスは、そのようなヨハネに対して、御言葉をもって、自らがメシアであることを語り、
そのことによって、苦しみの内にあるヨハネを励まし、再び「主にある喜び」を与えられた。そ
のように、神が私たちに「主にある喜び」を与えてくださることを覚えたい。

「ヨハネさんが牢屋に！」

　先週は洗礼者ヨハネさんのお話を聞きま
した。ヨハネさんが人びとの前で「悔い改
めよ。天の国は近づいた」（マタイ3：2）
と言って、天の国について宣べ伝え、罪の
洗い清めの洗礼を授けていたお話を聞いた
と思います。ヨハネさんはその後、イエス
さまに出会って、イエスさまにも洗礼を授
けたのでした。今日はその続きのお話です。

　ヨハネさんはイエスさまと別れた後、ヘ
ロデという人に捕まってしまいました。ヨ
ハネさんを捕まえたのは、クリスマス物語
に出てくるヘロデ大王の息子ヘロデ・アン
ティパスという人でした。ヘロデはもとも
と結婚していて自分の妻がいたのですが、
自分の兄弟の妻であったヘロディアという
女性のことを好きになってしまい、ついに
は彼女と結婚してしまいました。これは旧
約聖書で神さまが「やってはだめだよ」と
言っていた悪いことだったので、ヨハネさ
んはそのことを注意したのです。すると、
ヘロデとヘロディアは怒ってしまって、ヨ
ハネさんを捕まえて、牢屋に入れてしまい
ました。ヨハネさんは何も悪いことをして
いないのに、牢屋に入れられてしまったの
です。
　そのようにして、牢屋の中で生活してい
たヨハネさんでしたが、ある日、ヨハネの
お弟子さんたちから、救い主イエスさまが
どのようなお働きをしているのかを聞きま

した。いろんな町や村で神さまのことを教
え、天の国の福音を宣べ伝えていること（マ
タイ11：1）を聞いたのだと思います。イ
エスさまのなさったことを聞いたヨハネさ
んでしたが、お弟子さんを通して、不思議
な質問をイエスさまにしました。「来るべ
き方はあなたでしょうか。それとも、ほか
の方を待たなければなりませんか」（3節）
と。「来るべき方」とは、「救い主メシア」
のことです。ヨハネさんは「救い主はあな
たですか」とイエスさまに質問しているの
です。あれれ、これはどういうことでしょ
うか。ヨハネさんは、一度イエスさまに出
会って、イエスさまが救い主であると知っ
ていたのに、どうしてこういう質問をした
のでしょうか。イエスさまのことを忘れて
しまったのでしょうか。
　きっと忘れてはなかったと思います。イ
エスさまのことを知っていて、救い主であ
ると信じていたと思います。でも、牢屋で
生活することは大変なことです。苦しい牢
屋での生活の中で、ヨハネさんは神さまに
何度もお祈りしたけれども、助けてもらえ
ず、元気がなくなってしまっていたのかも
しれません。ヨハネさんはそのような中で、
イエスさまが救い主であることをもう一度
改めて知りたくて、「救い主はあなたですか」
と質問したのだと思います。答えはわかり
きっている質問でしたが、イエスさまの答
えを聞くことによって、もう一度元気を取
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り戻したいと思っていたのだと思います。

　ヨハネのお弟子さんたちは、イエスさま
のところに来て、言われた通り、「救い主
はあなたですか」と質問しました。すると
イエスさまは次のように答えられました。
「行って、見聞きしていることをヨハネに
伝えなさい。目の見えない人は見え、足の
不自由な人は歩き、重い皮膚病を患ってい
る人は清くなり、耳の聞こえない人は聞こ
え、死者は生き返り、貧しい人は福音を告
げ知らされている。わたしにつまずかない
人は幸いである」（4～6節）と。イエスさ
まが様々な病気を癒されたことが語られて
いますが、これは旧約聖書のイザヤ書で、
「救い主メシアとはこういう人ですよ」と
書かれる「メシア預言」で書かれているこ
とと同じことでした。つまり、イエスさま
はヨハネに、ご自分が救い主であることを、
聖書の言葉によって力強く答えられたので
す。ただ「はい、そうです」と言うのでは
なく、「わたしの働きを見なさい」と言わ
んばかりに、聖書の言葉とそのお働きに
よって、ご自分が救い主であることをはっ
きりとヨハネに語られたのです。
　「貧しい人」とは、「苦しんでいる人」の
ことです。イエスさまは苦しんでいる人々
に福音を、良い知らせを告げ知らせておら
れることが語られます。また、「つまずく」
とは、信仰がなくなってしまうということ
です。「わたしにつまずかない人」、つまり、
イエスさまを信じ続ける人は幸いであると
語られるのです。

　ヨハネさんはこのイエスさまの答えを聞
いて、どう思ったのでしょうか。
　本当に嬉しかったのだと思います。イエ
スさまが旧約聖書から語られてきた、苦し
んでいる人々に福音を告げ知らせる、真の
救い主であることを改めて知らされ、元気
が湧いてきたのだと思います。答えはわか
りきっている質問でした。しかし、牢屋の
生活の中で苦しんでいたヨハネさんにとっ

ては、その事実をイエスさまから聞くこと
に大きな意味がありました。イエスさまは
そのような状況にあるヨハネさんに御言葉
をもって、自分がメシアであることを力強
く明らかにされました。そして、そのこと
によって、ヨハネさんを励まし、元気を与
えられたのです。イエスさまは御言葉にあ
る通り、今まさに牢屋の中で苦しんでいた
ヨハネさんに対して、励ましと慰めの福音
を告げ知らせてくださったのです。

　僕たちもヨハネさんが牢屋で苦しんでい
たように、毎日生活する中で、辛いことが
あるかもしれません。ヨハネさんがそうで
あったように、イエスさまのことを信じて
いるけれども、元気がなくなってしまって、
「イエスさまは本当に救い主なのですか」
とイエスさまに聞きたくなることがあるか
もしれません。でも、イエスさまはそうい
う僕たちに対して、聖書を通して語ってお
られるのです。「わたしが救い主である」と。
聖書にはいろんなイエスさまのお働きが書
かれています。イエスさまは「それらを見
なさい」と僕たちに語られます。それは僕
たちが聖書を見ることによって、イエスさ
まが救い主であることが分かるからです。
イエスさまは聖書を通して、ご自分が救い
主であることを語り、そのことによって、
僕たちを励まし、元気を与えてくださるの
です。
　今日はアドベントの第３週目の日曜日で
す。このアドベント第３日曜日は「喜びの
日曜日」と言われています。この日曜日は、
クリスマスを前に、イエスさまという救い
主が生まれてくださる、生まれてくださっ
た、という喜びに目を向ける日です。
　僕たちが生きる中では、辛いことがある
かもしれません。悲しいことがあるかもし
れません。でも、僕たちには救い主である
イエスさまが共におられるのです。そのイ
エスさまが僕たちと共におられることに感
謝し、主にあって喜びたいと思うのです。
 （佐野直史）

《今週の暗唱聖句》
わたしは主によって喜び楽しみ
わたしの魂は神にあって喜び躍る。（イザヤ書６１章１０節）
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１２月１５日　マタイによる福音書１１章２節～１１節 【幼稚科】

洗礼者ヨハネとイエス

ヘロデとヨハネとイエスさまゲーム

１　子どもたちと先生が話になって座りま
す。

２　先生は「ヘロデ」「ヨハネ」「イエスさ
ま」のいずれかの名前を言います。

 　（三人の名前や顔を描いたイラストを用
意できると最も面白くなります）

３　先生が言う名前に応じて、子どもたち
はそれぞれの表情をします。
　「ヘロデ：怒り顔」
　「ヨハネ：困り顔ないしは泣き顔」
　「イエスさま：笑い顔」

４　名前を呼ぶスピードをだんだん速する
と難しくなります。

５　その他に次のような名前を加えると、
難しくなります。
　「弟子ヨハネ：話を聞く」
　「ヘロデア：悪だくみをするポーズ」

６　周りの邪魔にならないように、大きな
動きも楽しいです。
　「サロメ：踊る」
　「歩けない人：立ち上がる」
　「わたしたち：立ち上がって踊る」

　などいろいろな動きをしてみましょう。
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１２月１５日　マタイによる福音書１１章２節～１１節 【小学科上級・中学科】

洗礼者ヨハネとイエス

１．マタイによる福音書11章２～６節を読みましょう。ヨハネは牢の中からイエスさまに
弟子たちを送って尋ねさせました。それはどんなことでしたか。

２．ヨハネはどんな気持ちでそうしたのでしょうか。

３．イエスさまはどうお答えになりましたか。

４．マタイによる福音書11章７～11節を読みましょう。イエスさまはヨハネについて群衆
に何と言われていますか。

５．ヨハネのイエスさまに対する思い、またイエスさまのヨハネに対する思いから、イエ
スさまと私たちの関係について考えてみましょう。イザヤ書61章１～４節も読んでみま
しょう。
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１２月２２日　マタイによる福音書１章１８～２５節 【解説と黙想】

主の降誕

　１章１節から17節まで、イエス・キリス
トの系図が記されている。それは、イエス
をダビデ王家の血統直属のメシア、ユダヤ
民族の先祖アブラハムの子孫の中から起こ
されるメシアとして描こうとする。アブラ
ハムは、神からその子孫によって全世界を
祝福する約束を与えられた。イエスは、こ
の約束の成就であった。その他にも様々な
重要なことが、この系図に示されている。
しかし、イエス・キリストの系図について
のお話は他の機会に譲ることにして、今回
は18節から25節のイエス・キリストの誕生
物語に焦点を当てることにする。
　本日の聖書箇所を理解するためにどうし
ても避けて通れないキーワードがある。そ
れは、ヘブライ語の「インマヌエル」とい
う言葉である。「インマヌエル」という名は、
「神は我々と共におられる」という意味で
ある（23節）。
　「神は我々と共におられる」という教え
は、聖書全体に多く見られる。例えば、イ
サクの子ヤコブが兄エサウから逃れて不安
な旅に出発するとき、神は共におられるこ
とを約束なさった。「見よ、わたしはあな
たと共にいる。あなたがどこへ行っても、
わたしはあなたを守り、必ずこの土地に連
れ帰る。わたしは、あなたに約束したこと
を果たすまで決して見捨てない」（創世記
28：15）。ヤコブの子ヨセフがエジプトで
の苦難の日々に耐えることができたのは、
主が共におられたからであった。「主がヨ
セフと共におられたので、彼はうまく事を
運んだ。……」（創世記39：2～4）。モーセ
がイスラエルの民をエジプトから導き出す

働きにも、主が共におられた。神は言われ
た。「わたしは必ずあなたと共にいる。こ
のことこそ、わたしがあなたを遣わすしる
しである」（出エジプト記3：12）。このよ
うに、神の民が悩みに遭うとき、また神の
大きな働きに参加するとき、生ける神が力
を与え支えてくださる。この「インマヌエ
ル（神が私たちと共におられる）」という
ことが、本日の御言葉に登場するヨセフに
も大きく関わってくる。
　ヨセフと婚約中のマリアが神の御子を産
むことは、旧約聖書に預言されていた。「見
よ、おとめが身ごもって男の子を産む。そ
の名はインマヌエルと呼ばれる」（23節）。
この預言者イザヤの言葉（イザヤ書7：14）
が実現するために「おとめマリア」が神の
子の母として選ばれたのである。イザヤの
預言は、身勝手で、罪を犯して滅び行く人
間を、それでも見捨てることなく、「関わ
りを持ち続ける」という神のご計画を語っ
ている。そしてそのご計画が、ヨセフとマ
リアを通して実現しようとしていた。
　マタイは、預言の成就として来られる方
を、御自分の民を救う「イエス」と呼び（21
節）、さらに「インマヌエル」と呼んでい
る（23節）。目に見えない神の臨在が今や
歴史の事実となった。神は肉体をとって、
その民のうちに住まわれる。そして、御子
イエスは、地上の生涯の後も臨在すること
を約束して、「わたしは世の終わりまで、
いつもあなたがたと共にいる」と言われる
（マタイ28：20）。マタイによる福音書は「イ
ンマヌエル」で始まり「インマヌエル」で
閉じている。 （小澤寿輔）

《参照聖句》  イザヤ書７章１４節、フィリピ２章６～１１節
《教理問答》 子どもと親のカテキズム　問２５～２７
 ウェストミンスター小教理問答　問２２
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１２月２２日　マタイによる福音書１章１８節～２５節 【説教展開例】

主の降誕
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　「インマヌエル」（「神が私たちと共におられる」という意味）は、身勝手で、罪を犯して滅び
行く人間を、それでも見捨てることなく、愛して関わりを持ち続けるという神のご意志であるこ
とを学びたい。また、救い主イエス・キリストがおとめマリアからお生まれになったことは、「イ
ンマヌエル」という神のご意志が実現したこと、罪人にとって大きなプレゼントであることを知っ
てもらいたい。

「その名はインマヌエル」

　今日、ぼくたち私たちは、クリスマス礼
拝をささげています。みんなは、クリスマ
スと聞くと、何を想像するでしょうか。サ
ンタクロース、ジングルベル、プレゼント、
クリスマスツリーやネオンの飾り、美味し
い食事やケーキなどを連想するかもしれま
せんね。町に出れば、あちこち綺麗な飾り
つけがなされていて、見ているだけで何だ
か心がワクワクしてきますね。けれども、
町のクリスマスは本当のクリスマスではな
いのです。なぜ本当のクリスマスでなない
のでしょう。それは、主役がいないからで
す。ではクリスマスの主役とは誰でしょう。
そうです、イエス・キリストです。クリス
マスとは、イエスさまのお誕生日をお祝い
して、イエスさまに礼拝する日なのですね。
それが本当のクリスマスなのです。
　仮に、今日が私の誕生日だとします。で
も、私のお友だちはみんな別のお友だちの
家に集まって、私がいないところで私の誕
生日をお祝いしていたら、おかしいでしょ
う？　それと同じで、イエスさまのお誕生
日をお祝いする日にイエスさま抜きでお祝
いしたら、おかしいでしょう？　町のクリ

スマスはそういうおかしいクリスマスをし
ているのだね。イエスさまが地上にお生ま
れになってくださったことを感謝し、お祝
いし、イエスさまを礼拝するとき、本当の
クリスマスをお祝いしていることになるの
です。そうです、今、ぼくたち私たちは、
本当のクリスマスをお祝いしているので
す。
　では、それが、ぼくたち私たちと、どう
いう関係があるのでしょう。イエスさまの
お誕生は、今から約2000年前に起こった出
来事です。しかも、日本から遠いイスラエ
ルという国で起こった出来事です。それな
のに、どうして私たちはお祝いするので
しょう。実は、イエスさまが地上に生まれ
てくださったのには、ぼくたち私たちに
とって、大きな意味があるのです。今日は、
その意味が何なのかを、聖書のお話に聞い
てみましょう。

１．関係を切るという人間の方法

　今日のお話の主人公は、ヨセフさんとマ
リアさんです。ある日、ヨセフさんは、自
分と結婚をする約束をしていたマリアさん
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のお腹の中に赤ちゃんがやどっていること
を知りました。そのことを知ったヨセフさ
んは喜んだでしょうか？　いいえ、彼は驚
き、困ってしまいました。なぜなら、ヨセ
フさんは、マリアさんのお腹の中の子ども
が自分の子ではないことをはっきり知って
いたからです。ヨセフさんは、神さまの律
法にちゃんと従う人でした。神さまの律法
によれば、結婚の約束をしている女の人が
別の男の人と夫婦のような関係をもってし
まったら、それは大きな罪で、その女の人
は死刑に処されることになっていました。
もしヨセフさんがマリアさんのことを訴え
たら、マリアさんは死刑になるかもしれな
かったのです。しかし、ヨセフさんは愛の
人でもありました。仮にマリアさんがその
ような罪を犯したとしても、どうにか彼女
をかばう方法があるのではないかと考えま
した。ヨセフさんは、色々と考えに考えた
末、辛いけど密かに彼女と離婚しようと考
えました。そうすれば、人々はこれから生
まれて来るマリアさんの子どもを、ヨセフ
さんの子だと思うので、マリアさんの命を
救うことができます。ヨセフさんは、その
ことで自分も人から悪く言われることにな
るかもしれません。でも、これがマリアさ
んを死刑から守るための一番良い方法だと
考えたのでしょう。でも、よく考えてみる
と、ヨセフさんがしようとしていることは、
マリアさんと「縁を切る」、つまり「関係
を断ち切る」ということでした。問題を解
決できないとき、相手と関係を切ることは、
とても簡単な方法です。でも、うまくいか
ないから関係を切るというのは、神さまの
方法ではなく、人間の方法なのです。

２．人間との関係を保ち続ける神さまの方法

　それでは、神さまの方法とは、どういう
方法でしょう。主の天使がヨセフさんの夢
に現れて言いました。「ダビデの子ヨセフ、
恐れず妻マリアを迎え入れなさい。マリア
の胎の子は聖霊によって宿ったのである。
マリアは男の子を産む。その子をイエスと
名付けなさい。この子は自分の民を罪から
救うからである」（20、21節）。神さまの方
法とは、「妻マリアを迎え入れる」つまり「共
にいる」という方法なのですね。夢の中で
神さまの隠されたご計画を天使によって示
されたヨセフさんは、眠りからさめると、
マリアさんを自分の妻として迎え入れまし
た。「関係を断ち切る」という方法をやめて、
マリアさんと「共にいる」ことを選んだの
です。そして、彼は天使の御告げに従って、
生まれて来た子どもに「イエス」という名
をつけました。この「イエス」という名は、
「ご自分の民を罪から救う」という意味だ
と天使は言いました。そして、それは「イ
ンマヌエル」、「神は私たちと共におられる」
ことの現れなのですね。このことは、神の
子でありながら、人間の姿をとってこの地
上に生まれてくださった救い主イエスさま
のことを、そのまま表しています。神さま
は、はるか遠い天のかなたにおられて、私
たち人間を遠くからただ眺めておられるの
ではなく、御子イエスさまに私たち人間と
同じ姿をとらせて、この地上に送ってくだ
さったのです。そこに、神さまの暖かい御
思いが伝わってきます。神さまは、私たち
人間と、どこまでも深く関わり、ずっと共
にいてくださるのです。決して関係を切ら
ないのです。
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《今週の暗唱聖句》
このすべてのことが起こったのは、主が預言者を通して言われていたことが実現するた
めであった。「見よ、おとめが身ごもって男の子を産む。その名はインマヌエルと呼ば
れる」この名は、「神は我々と共におられる」という意味である」。
 （マタイによる福音諸１章２２，２３節）

３．関係を保つということ

　神さまがイエスさまをこの世に人として
遣わされたのは、神さまが「私たちと共に
生きる」ためでした。神さまは、ぼくたち
私たち一人ひとりの人生に、イエスさまを
通して、どこまでも、とことん関わりを持
ち続けてくださいます。この「インマヌエ
ル」「神さまが私たちと共にいてくださる」
ことが、ヨセフさんとマリアさんの二人を
通して、この世に現わされました。クリス
マス礼拝の今日、「インマヌエル」「神さま
が私たちと共にいてくださる」ということ
を、心からの喜びをもって神さまに感謝し
ましょう。
　次に、このクリスマスに、自分の周りの
人との関係を思いめぐらしてみたいと思い

ます。私たちは、それぞれ教会や、おうち
や、学校など、色々な所で親や兄弟や先生
やお友だちと関わりをもって生活していま
すが、周りの人との間に、壊れそうな関係、
壊れてしまった関係はあるでしょうか。ぼ
くたち私たちも、ヨセフさんがマリアさん
を受け入れたのと同じように、「神さまの
方法」で良い関係を取り戻しませんか。相
手を受け入れて関係をとことん持ち続ける
ことは、神さまが私たちにもして欲しいな、
と思っておられる姿なのです。
　今年のクリスマスに、「インマヌエル」「神
さまが私たちと共にいてくださる」ことを
心から感謝し、周りの人たちと良い関係を
持って、神さまに喜ばれる生活をしていき
ましょう。 （小澤寿輔） 
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１２月２２日　マタイによる福音書１章１８節～２５節 【幼稚科】

ともにおられる　かみさま

【工作】baby jesus を作ろう

　〈準備するもの〉
　　・アイスクリーム用木製スプーン…人数分
　　・小さな折り紙…人数分
　　・厚紙に下図②をコピーしたもの…人数分
　　・のり　または　両面テープ
　　・色鉛筆など

　① アイスクリーム用木
製スプーンの先に赤
ちゃんの顔を描き、色
紙で下図①のように
くるむ。

　② 下図②をコピーした
厚紙に、好きな色を
ぬって、中央に①の赤
ちゃんをつける。
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１２月２２日　マタイによる福音書１章１８節～２５節 小学上・中学科

主の降誕

１．マタイによる福音書１章18～25節を読みましょう。ヨセフとマリアはどのような関係
にありましたか。

２．ヨセフはマリアの状況を知って、どのようにしようと考えましたか。また、それはな
ぜですか。

３．夢の中に現れた天使は、ヨセフに何と言いましたか。

４．ヨセフは眠りから覚めると、どのような行動をとりましたか。なぜそうしたと思いま
すか。

５．神さまはなぜイエスさまを地上に遣わしてくださり、「神は私たちと共におられる＝
インマヌエル」ようにしてくださったのか考えてみましょう。私たちは日常生活の中で、
そのことをどうやって生かしていったらいいと思いますか。
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１２月２９日　マタイによる福音書２章１～２３節 【解説と黙想】

エジプトへ逃れる

東方の学者たち
　お生まれになった御子キリストを礼拝し
にやって来たのは占星術の学者たちであ
る。聖書には人数は記されていない。ただ
複数形で書かれているだけである。「東の
方」とはエルサレムから見て東であるから、
ペルシャの異教徒たちであったと考えられ
る。彼らは星や月の動きを見て、世界や人々
の運勢を占う人たちであり、この時も彼ら
は星を見て「ユダヤ人の王」の誕生を知り、
拝むためにやって来た。
　「ユダヤ人の王」だから、とりあえず都
エルサレムに行こうということだったのか
もしれない。しかしエルサレムまでたどり
着いた彼らは、御子キリストがどこでお生
まれになったのかを質問している。学者と
しての知識や力に頼ってキリストにお会い
することはできない。
　わたしたちも真に神さまに出会うために
はどうしても御言葉が必要である。御言葉
を通して神さまに出会い、神さまを知ると
いうことを覚えたい。ここで東方の学者た
ちをベツレヘムへと導いたのは、ミカ書5
章の御言葉であった（6節）。
ヘロデ王の時代
　ここに登場するヘロデは、後に出てくる
同名の政治支配者たちと区別するためにヘ
ロデ大王とも呼ばれる。ハスモン王朝（前
143～37）をローマの力を借りて打倒し、
ユダヤの王に任命された人物。彼はエドム
の家系に属する者であり、ユダヤ人の好意
を得ようとしてハスモン家出身のマリアン
メ１世と結婚した。しかし、彼は最後まで
自分の地位が脅かされることを恐れて生き
た人である。まず、ハスモン家の血を引く
者らを次々と殺し、ついには妻や子どもた
ちまで殺した。
　そんな彼は「ユダヤ人の王としてお生ま
れになった方は、どこにおられますか」と

言う学者たちの言葉を聞いて冷静でいられ
るはずがなかった。彼は学者たちに、見つ
かったら教えるように命じた（8節）。しか
しだまされたと知り（16節）、ベツレヘム
と周辺地域の2歳以下の男子を皆殺しにす
るよう命じた（16節）。
　パスカルの『パンセ』に以下の記述があ
る。「ヘロデが殺させた二歳以下の子ども
たちの中に、ヘロデ自身の子どももいたこ
とをローマ皇帝アウグストが知ったとき、
こう言った。『ヘロデの息子になるよりは、
ヘロデの豚になる方が安全だ。』」
御子キリストの出エジプト
　ヘロデ王の狂気の中でも、神の計画は確
実に成就する。天使の御告げに従いヨセフ
は幼子イエスとマリアを連れてエジプトに
逃げた（14節）。そしてヘロデが死ぬまで
エジプトにとどまった。これがホセア書11
章１節の成就として語られている。「わた
しは、エジプトからわたしの子を呼び出し
た」（15節）。主イエスのエジプトからの帰
還は、新しい出エジプトを告げている。御
子キリストは、モーセに優る真の救い主と
して世に来られ、罪ある者たちを滅びから
救いへと導かれるお方である。
２人の王
　２人の「ユダヤ人の王」が登場している。
ヘロデはユダヤの地を治めた王。御子キリ
ストは「ユダヤ人の王」としてお生まれに
なり、十字架につけられた時、イエスの頭
の上には「これはユダヤ人の王イエスであ
る」という罪状書きが掲げられた（27：
37）。
　ひとりは自分の立場を守るために、民の
命を平気で奪う王であり、もうひとりは、
民を救うためなら自らの命をも惜しまず差
し出す王である。このお方の民として生き
ていく恵みが差し出されていることを改め
て覚えたい。 （小橋口貴人） 



No.75� 教会学校教案誌

— 97 —

１２月２９日　マタイによる福音書２章１～２３節 【説教展開例】

エジプトに逃れる
◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　ヘロデ王によってもたらされた残虐な出来事の中でも、神さまのご計画は確実に成し遂げられ
ることを覚えたい。この箇所では、御子キリストとモーセの姿を重ねながら、民を滅びから救い
へと導き出すキリストのお働きを学ぶ。またヘロデ王と「ユダヤ人の王」として生まれた御子キ
リストとを対比しながら、キリストが王としてご支配される神の御国の到来を語りたい。悲惨な
世界の現実の中でも、確かに神の御国が到来していることと、御国の民として生きる喜びに招か
れていることを伝える。

「王としてお生まれになったキリスト」

導入

　先週の日曜日はみんなでクリスマスの礼
拝を捧げました。イエスさまが、わたした
ちを罪から救うために、この世界にお生ま
れくださったことを聖書から学びました
ね。クリスマスの恵みを覚えながら、みん
なは楽しい冬休みを過ごしていることと思
います。今日は今年最後の礼拝の日です。
でも今日の聖書の箇所には、ちょっとド
キッとするようなお話が教えられていま
す。
　イエスさまがお生まれになった時にユダ
ヤの王さまをしていたヘロデという人が、
ベツレヘムとその周りにいた二歳以下の子
どもたちを皆殺しにしてしまうという怖い
お話です。どうしてそのような怖いことが
起こったのでしょうか。

東方の学者たち

　イエスさまがお生まれになったことを
知って、東の国から博士たちがやって来ま
した。クリスマスの劇で博士の役をしたこ
とがあるお友だちはいますか？　何人で

やって来たのでしょうか。聖書には人数は
書いてありませんが、何人かで来たことが
わかります。彼らは星を見るお仕事をして
いた人たちです。星を見て「あ、ユダヤ人
の王が生まれたぞ」と分かったようです。
博士たちはエルサレムまでやって来まし
た。でも、イエスさまがどこでお生まれに
なったのかはわかりませんでした。
　博士ですから頭のいい人だったかもしれ
ません。いろいろな知識を持っていたで
しょう。でも、どこに行けばイエスさまに
お会いできるのかはわかりませんでした。
みんなはどうすれば神さまにお会いできる
のでしょうか？　どうすれば神さまのこと
がわかるのでしょうか？　どれだけ頭のい
い人でも、いろんなことをたくさん知って
いる人でも、自分の知識や経験で神さまに
会うことはできません。わたしたちが神さ
まに出会い、神さまのことを知るのは、聖
書の言葉を通してです。だから、みんなは
これからもたくさん聖書のお話を聞いて、
御言葉を覚えてください。御言葉を通して
わたしたちは神さまに出会うのです。
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ヘロデ大王

　博士たちはイエスさまがどこでお生まれ
になったのかを聞きました。「ユダヤ人の
王としてお生まれになった方は、どこにお
られますか」。これを当時ユダヤの王さま
をしていたヘロデと言う人が聞いてしまい
ます。ヘロデ大王です。クリスマスの劇で
ヘロデ大王の役をしたことがある人はいま
すか？この王さまはずっと自分が王さまで
いたいと思っていました。だから、自分の
地位を脅かしそうな人がいたら、次々と殺
してしまうという恐ろしい王さまでした。
　そんなヘロデ王は、自分の他にユダヤ人
の王として生まれた者がいるということを
聞いて、冷静でいられるはずがありません。
自分以外に王となる者が生まれたというこ
とが許せませんでした。そこで、ヘロデ王
は博士たちに言いました「もし見つかった
ら教えてくれ。わたしも行って拝みたいか
ら」。ヘロデ王はイエスさまを見つけたら
殺してしまおうと考えたのです。
　ところが、博士たちは「ヘロデのところ
へ帰るな」という夢を見て、そのまま自分
たちの国へ帰ってしまいます。怒ったヘロ
デ王は、ベツレヘムとその周りの地域にい
る二歳以下の男の子をみんな殺してしまう
ように命令しました。一人残らず、男の子
は殺されました。ひどい出来事ですね。子
どもを殺された親はみんな悲しんだでしょ
う。
　でも、こうして預言者エレミヤを通して
言われていたことが本当に起こりました。
とマタイは伝えています。つまり、この出
来事も神さまのご支配の中で起こったこと
なんだということです。神さまの御手の外
側で起こってしまったのならば、わたした
ちにはどうしようもないんですが、このこ

とも神さまがしっかりと治めておられると
いうことです。

キリストの出エジプト

　このようなひどい出来事が起こりました
が、イエスさまは助かりました。どこへ逃
げたのでしょうか？お父さんのヨセフが、
マリアとイエスさまを連れてエジプトに逃
げていたんです。そのように御使いが教え
てくれました。「エジプトに逃げなさい。
しばらくエジプトに留まっていなさい」。
そしてヘロデ王が死ぬと、イエスさまはエ
ジプトを出てイスラエルに戻ってきまし
た。そしてヨセフとマリアとイエスさまは
ナザレという村に住んだのですね。
　どれだけヘロデ王がひどいことをして
も、神さまのご計画は確実に成し遂げられ
ていきます。イエスさまは、罪人を救うた
めにこの世界にお生まれになったのですか
ら、そのことを成し遂げるために、しっか
りと神さまが守られます。
　ところで、このイエスさまの人生、誰か
と似ていませんか？　生まれた時に、他の
男の子たちはみんな殺されてしまったけれ
ども、守られて成長して、やがてエジプト
を脱出した人がいましたよね。覚えていま
すか？　
　はい、モーセですね。モーセが生まれた
時、エジプトの王ファラオは「生まれた男
の子は、一人残らずナイル川に放り込め」
（出2：22）と命令しました。でも、モーセ
のお母さんがパピルスの籠にモーセを入れ
てナイル川の葦の茂みに隠しました。それ
でモーセは助かったのです。やがてモーセ
は、奴隷であったイスラエルの民を導いて、
出エジプトしました。
　イエスさまは、モーセに優る救い主です。
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《今週の暗唱聖句》
ユダヤ人の王としてお生まれになった方は、どこにおられますか。（マタイ２章２節）

モーセがイスラエルの民をエジプトから導
き出したように、イエスさまは、罪の奴隷
となっているわたしたちを、救いへと導い
てくださいます。博士たちは、イエスさま
のことを「ユダヤ人の王としてお生まれに
なった方」と言いました。まさに、わたし
たちを罪の呪いから救い出して、ご自分の
民として守ってくださる王なんです。

２人の王

　今日のお話には二人の「ユダヤ人の王」
が出てきましたね。ヘロデはユダヤの地を
治めた王。御子キリストは「ユダヤ人の王」
としてお生まれになり、十字架につけられ
た時、イエスの頭の上には「これはユダヤ
人の王イエスである」という罪状書きが掲
げられました（27：37）。
　ヘロデは自分が王さまでい続けるため

に、平気で民の命を奪う王さまでした。で
も、もうひとりの王であるイエスさまは、
民を救うためなら自らの命をも惜しまず差
し出す王さまです。
　ヘロデ王さまの国で生きていきたいとい
うお友だちはいますか？　イエスさまが王
としてご支配される国で生きていきたいと
いうお友だちはいますか？　わたしたちは
日本という国で生きています。この国の政
治的指導者たちは、わたしたちをひどく扱
うことがあるかもしれません。でも、目に
は見えないけれども、イエスさまが王とし
てご支配されている御国で、わたしたちは
生きていくことができるのです。イエスさ
まはわたしたちを救うためにお生まれくだ
さいました。御子のご降誕を喜びましょう。
 （小橋口貴人）
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１２月２９日　マタイによる福音書２章１～２３節 【幼稚科】

エジプトに逃れる

☆礼拝の説教で説かれたのは主イエスのエ
ジプト下りでしたが、ここでは東方の学
者たちによる御子に対する礼拝が記され
ています。クリスマスには親しい記事で
すから、幼稚科の子どもたちにはこちら
のお話をするほうがよいでしょう。この
御言葉に因んだ米国のオペラ『アマール
と３人の王様』（メノッティ作）のお話
を紹介してもよいでしょう。日本では『ベ
ツレヘムへの道』という題で、一色義子
さんの絵本が出ています。お話の内容は
次の通りです。

〈おはなし〉 

　ある村にアマールという少年がいまし
た。彼は生まれつき足が悪く、杖をもたず
に歩くことができませんでした。アマール
は母親と二人で貧しく暮らしていました。
ある晩、アマールは空に輝く大きな星を見
つけました。そのことを母親に話しました
が、母親は少年の話を信じようとしません
でした。すると夜遅くに、誰かが家の扉を
たたく音がしました。「アマール！　見て
おいで！」と母親に命じられて、アマール
は床を出て戸を開けました。すると、そこ
に立っているのは、見たこともない豪華な
衣装をまとった王さまでした。アマールは
すぐに母親の元へ戻って、「母さん、王さ
まだよ！」と告げました。しかし、母親は
信じようともせず、「なにをねぼけてんだ
い！　もう一度よく見ておいで！」と少年
を送り返しました。アマールはもう一度扉

を開けて外を見ました。すると、そこには
３人の王様たちの一行がずらりと並んで
立っていました。今度は母親も出てきてお
辞儀をすると、王様たちは、新しく生まれ
た救い主を拝むために長い旅をしていると
ころで、宿を貸して欲しいとのことでした。
貧しい暮らしで旅人をもてなす余裕もない
家でしたが、一行はアマールの家に一晩泊
まることになり、母親は村人の助けを借り
て、わずかなもてなしをしました。皆が寝
静まったころ、母親は王様たちが持参して
来た宝箱に近づきました。これがあれば貧
乏から抜け出せると思ったのです。ところ
が、そこを見つかってしまい、家は大騒ぎ
になりました。ひたすら許しを乞う母親に
対して、一人の王は、それが救い主へのさ
さげものであること、しかし、それをあな
たに提供することを申し出ます。母親は罪
を悔いながら、自分の家にはその幼子にさ
さげるのにふさわしいものが何もないこと
を嘆きます。すると、この一部始終を見て
いたアマールは、顔を輝かせて「僕のこの
杖をあげる！」と王様に差し出しました。
その時、アマールは、自分が杖なしでも歩
けるようになっていることに気がつきまし
た。そして、アマールは王様たちと一緒に、
救い主に会うための旅に出ることに決めた
のでした。

　あなたなら、イエスさまに何をささげま
すか？
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１２月２９日　マタイによる福音書２章１～２３節 【小学科上級・中学科】

エジプトに逃れる

１．マタイによる福音書２章１～12節を読みましょう。東方から来た占星術の学者たちは、
どこで「ユダヤ人の王」の誕生について尋ねましたか。その理由は何でしたか。そこに
は誰がいましたか。

２．預言者の言うとおりにベツレヘムに来たのに、学者たちはイエスさまを見つけること
ができずにいました。それはどうしてだと思いますか。

３．ヘロデ王は学者たちに何と言って送り出しましたか。またその理由は何ですか。学者
たちはヘロデ王の言うとおりにしましたか。なぜそのようにしたのでしょうか。

４．マタイによる福音書２章13～18節を読みましょう。ヨセフは夢で天使に何と言われま
したか。その結果、どこに行きましたか。

５．ヘロデ王は事の次第を知り、その後何をしましたか。

６．マタイによる福音書２章19～23節を読みましょう。イエスさまたちはエジプトを出て
どこに行きましたか。何のためにそうしたのでしょうか。

７．ここに出てきた「二人の王」について、それぞれ考えてみましょう。
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10月６日
あなたがたの上

うえ

に聖
せい

霊
れい

が降
くだ

る
と、あなたがたは力

ちから

を受
う

ける。
そして、エルサレムばかりで
なく、ユダヤとサマリアの全

ぜん

土
ど

で、また、地
ち

の果
は

てに至
いた

る
まで、わたしの証

しょう

人
にん

となる。
 【使

し

徒
と

1：8】

10月13日 
わたしは福

ふく

音
いん

を恥
はじ

としない。
福
ふく

音
いん

は、ユダヤ人
じん

をはじめ、
ギリシャ人

じん

にも、信
しん

じる者
もの

す
べてに救

すく

いをもたらす神
かみ

の力
ちから

だからです。 【ローマ1：16】

10月20日
人
ひと

を愛
あい

する者
もの

は、律
りっ

法
ぽう

を全
まっと

う
しているのです。
 【ローマ13：8b】

10月27日
神
かみ

はわたしたちの避
さ

けどこ
ろ、わたしたちの砦

とりで

。苦
く

難
なん

の
とき、必

かなら

ずそこにいまして助
たす

けてくださる。 【詩
し

編
へん

46：2】

11月３日
律
りっ

法
ぽう

の実
じっ

行
こう

によっては、だれ
一
ひと

人
り

として義
ぎ

とされないから
です。 【ガラテヤ2：16】

11月10日
恐
おそ

れることはない。愛
あい

されて
いる者

もの

よ。平
へい

和
わ

を取
と

り戻
もど

し、
しっかりしなさい。
 【ダニエル10：19】

11月17日
あなたがたは、このパンを食

た

べこの杯
さかずき

を飲
の

むごとに、主
しゅ

が
来
こ

られるときまで、主
しゅ

の死
し

を
告
つ

げ知
し

らせるのです。
 【１コリント11：26】

11月24日
信
しん

仰
こう

と、希
き

望
ぼう

と、愛
あい

、この三
みっ

つはいつまでも残
のこ

る。その中
なか

で最
もっと

も大
おお

いなるものは愛
あい

であ
る。 【１コリント13：13】

12月１日
だから、あなたがたも用

よう

意
い

し
ていなさい。人

ひと

の子
こ

は思
おも

いが
けない時

とき

に来
く

るからである。
 【マタイ24：44】
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12月８日
悔
く

い改
あらた

めよ。天
てん

の国
くに

は近
ちか

づい
た。 【マタイ3：2】

12月15日
わたしは主

しゅ

によって喜
よろこ

び楽
たの

し
み、わたしの魂

たましい

は神
かみ

にあって
喜
よろこ

び躍
おど

る。 【イザヤ61：10】

12月22日
見
み

よ、おとめが身
み

ごもって男
おとこ

の子
こ

を産
う

む。その名
な

はインマ
ヌエルと呼

よ

ばれる。
 【マタイ1：23】

12月29日
ユダヤ人

じん

の王
おう

としてお生
う

まれ
になった方

かた

は、どこにおられ
ますか。
 【マタイ2：2】
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2020年１～３月カリキュラム（第76号）
─救済史に基づく２年サイクル　第２年─

月　日
教会暦・行事

主　　題 聖 書 箇 所 暗 唱 聖 句

　　単 元 の 目 標

１月５日
天地創造 創世記1：1－2：4

万物を創造された神さまの栄光の御業をたたえよう。

１月12日
生命の創造 創世記2：5－25

すべての命は神さまのものと知り、命の尊さを覚えよう。

１月19日
人間の務め 創世記1：26，2：15

人間には世界を治める光栄に満ちた務めがあると知ろう。

１月26日
罪と堕落 創世記3：1－24

すべての人間が神さまに背いて罪びととなったことを知ろう。

２月２日
カインとアベル 創世記4：1－16

神さまに敵対する人間の思いがどれほど思い罪かを学ぼう。

２月９日
ノアの箱舟 創世記6：1－7：24

堕落した世界を新しくする神さまの裁きと救いのご計画を知ろう。

２月16日
虹の契約 創世記8：1－9：17

神さまが人類と結ばれた契約から、世界にかけられた希望を学ぼう。

２月23日
バベルの塔 創世記11：1－9

文明の思い上がりを砕かれた神の御業と不思議な計画を知ろう。

３月１日
アブラハムの召命 創世記11：27－12：9

神さまの選びの歴史と救いの契約を心に留めよう。

３月８日
割礼 創世記17：1－17

神さまが選んだ民には契約のしるしとして割礼が命じられたことを知る。

３月15日
ソドムとゴモラ 創世記19：1－19

神さまに背いて滅ぼされた町とそこから救われた家族の物語に学ぼう。

３月22日
イサクの誕生 創世記18：1－15，21：1－8

神さまの約束は人間の思いを超えて確かであることを学ぼう。

３月29日
レント

イサクの奉献 創世記22：1－19

アブラハムの忠実な信仰と恵みの契約の確かさを学ぶ。
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2019年度 年間カリキュラム（第73～76号）
─救済史に基づく２年サイクル第２年─

（2019年４月～2020年３月）　

月　日 教会暦・行事 主題 聖書箇所

2019年 ４月７日 レント 放蕩息子の譬え ルカ15：11‒32

73号 ４月14日 受難週 主の十字架 ルカ23：1‒49

４月21日 イースター 主の復活 ルカ24：1‒12

４月28日 主の顕現 ルカ24：13‒35

５月５日 キリストの謙遜 フィリ2：1‒11

５月12日 受け継がれた信仰 ２テモ1：1‒18

５月19日 信仰の模範に倣う ヘブ11：1‒12：13

５月26日 信じて行う ヤコ1：19‒27

６月２日 主の昇天 ルカ24：44‒53

６月９日 ペンテコステ 聖霊降臨 使徒2：1‒24

６月16日 人ではなく神に従う 使徒4：1‒37

６月23日 ステファノの殉教 使徒6：1‒7：60

６月30日 フィリポの宣教 使徒8：26‒40

74号 ７月７日 パウロの回心 使徒9：1‒31

７月14日 異邦人の回心 使徒10：1‒48

７月21日 アンティオキア教会 使徒11：1‒30

７月28日 パウロとバルナバ 使徒13：1‒52

８月４日 エルサレム会議 使徒15：1‒35

８月11日 平和主日 女と竜 黙示録12：7‒12

８月18日 フィリピでの宣教 使徒16：11‒40

８月25日 アレオパゴスで語る 使徒17：16‒33

９月１日 トロアスでの集会 使徒20：1‒12

９月８日 パウロの逮捕 使徒21：1‒36

９月15日 パウロの裁判 使徒22：17‒29, 23：
11‒22, 24：22‒27

９月22日 王の前での証し 使徒25：1‒26：32

９月29日 ローマへの出発 使徒27：1‒44
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2019年度 年間カリキュラム（第73～76号）
─救済史に基づく２年サイクル第２年─

（2019年４月～2020年３月）　

年・号 月　日 教会暦・行事 主題 聖書箇所

75号 10月６日 ローマに届いた福音 使徒28：1‒31

10月13日 福音を恥としない ロマ1：16‒17

10月20日 神の公平な裁き ロマ2：1‒16

10月27日 宗教改革 未定

11月３日 信仰による義 ロマ3：21‒31

11月10日 神に愛される子ども ロマ8：18‒39

11月17日 主の晩餐 １コリ11：17‒34

11月24日 もっとも偉大な愛 １コリ13：1‒13

12月１日 アドベント 目を覚ましていなさい マタイ24：36‒44

12月８日 洗礼者ヨハネ マタイ3：1‒12

12月15日 洗礼者ヨハネとイエス マタイ11：2‒11

12月22日 クリスマス 主の降誕 マタイ1：1‒25

12月29日 エジプトへ逃れる マタイ2：1‒23

2020年 １月５日 新年 天地創造 創1：1‒2：4

76号 １月12日 生命の創造 創2：5‒25

１月19日 人間の務め 創1：26,  2：15

１月26日 罪と堕落 創3：1‒24

２月２日 カインとアベル 創4：1‒16

２月９日 ノアの箱舟 創6：1‒7：24

２月16日 虹の契約 創8：1‒9：17

２月23日 バベルの塔 創11：1‒9

３月１日 アブラムの召命 創11：27‒12：9

３月８日 割礼 創17：1‒17

３月15日 ソドムとゴモラ 創19：1‒29

３月22日 イサクの誕生 創18：1‒15, 21：1‒8

３月29日 レント イサクの奉献 創22：1‒19



E－ mail　shintoko_ch_pastor@yahoo.co.jp　長田詠喜
01620 － 8－ 39213　長田詠喜
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〈あとがき〉

●先日、50年ぶりに小学校職員室に連行さ
れました。その日、いつもの教会近くでは
なく、校門近くでチラシ配布。ほどなく、
二人の教師方が険しい顔つきで小走りに近
寄って来られ「許可を得ましたか。職員室
に来てください」と。よほど危険人物と見
られたのでしょう……。説明を受け、急ぎ
教会に戻り、申請書に署名捺印し提出。毎
回、必要とのこと。ちなみに、もう一つの
小学校にはその制度はないもののご挨拶
に。校長他、全員、初対面。人事は数年で
変わることを改めて認識。数年に一度は、
自ら出向く必要を痛感。その集いには、50
名をゆうに越える子らと保護者がどっと来
会。（記帳ままならず……）嬉しい悲鳴と
はこのこと！（相馬伸郎）
●このところ、教育委員で幼稚科分級の一
部を担当しています。基本的には文章を読
むことができない年齢の子どもを対象とす
るのですが、その日のメッセージの内容を
ピンポイントでわかりやすく「見える化」
するのはなかなか難しいことです。同時に、
聖書のメッセージを掴み、伝えるという説
教者の最も大切な能力の修練に最適な作業
かもしれないと感謝しています。
 （長田詠喜）
●８月の平和主日を迎えるころ、シリア北
西部のテロリストを掃討する名目で、アサ
ド政府軍＋ロシア軍は、４カ月間に、空爆・
砲爆で一般市民400人以上（うち1/4は子ど
も）の命を奪った（国連発表による）。倒
壊した建物のがれきの中から、生後７カ月
の妹のシャツをつかんで耐えている５歳の
姉の腕の写真が、瞬く間に地球の裏側まで
伝えられた。母はすでに亡く、この幼い姉
も空爆直後に死んだ。同じシリアの大都市

アレッポががれきの山と化し、そのほこり
と血にまみれて呆然と座っている５歳児の
写真が、世界に衝撃を与えたのは、すでに
３年前のことだ。地上に戦火の途切れるこ
とはない。主よ、我らの罪をゆるし給え。
エゼキエル書16：6。（小川　洋）
●言葉が通じない経験をします。特に地域
の子供たちが教会学校に来てくれた時の子
供説教。自分の時代とは何かが違います。
イエス様は神の子なのにわたしたちのとこ
ろに降りて来てくださいました。自分も降
りていけと問われます。（西堀　元）
●教会学校紹介は今回休載します。６月の
大会役員修養会で配布したアンケートは17
通しか回収されませんでした。残念ですけ
れども、回答してくださった教会の中には
本誌に対するご意見などもあり、今後の参
考にさせていただきます。ありがとうござ
いました。（牧野信成）

※ バックナンバーを御希望の方は下記まで
ご連絡ください。
　　長野佐久伝道所　牧野信成
　  〒385－0051
　　長野県佐久市中込3－9－1
　　Tel & Fax ： 0267－62－2409
　　E－ mail： rcjnaganosaku@gmail.com
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